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田中　 司祭と霊媒

司 祭 と 霊 媒

ス リランカ ・タ ミル漁村 にお ける

　　　　　　　　　　　　　　村落祭祀 の分 業関係 をめ ぐって

田 中 雅 一*

Priesthood and  Mediumship: Their Relationships at a Hindu 

  Village Festival in a Tamil Fishing Village, Sri Lanka

Masakazu TANAKA

   This article aims to analyse the relationships between a 
Brahmin priest and a non-Brahmin medium at a village festival in 
a Tamil fishing village, Sri Lanka. Anthropological studies on 
Hindu religious functionaries tend to contrast the Brahmin priest 
with the non-Brahmin medium or shaman. They each deal with 
different, but not totally separate, spheres of village religious 
life. The Brahmin priest is more concerned with otherworldly 
values, the medium with this-worldly values. This article 
considers the relationships between priest and medium in a 
village festival in terms of their symbolic roles and their political 
functions. 
   The setting is a local village temple dedicated to  Partasarati 

 (Krsna) and to  Draupadi, a deified heroine of the  Mahabharata. 
Both Brahmin priest and non-Brahmin medium participate in 
this festival. While the former performs daily worship and more 
complicated rituals supported by wealthy villagers, the latter, 
being possessed by Draupadi, plays the role of the goddess's 
incarnation. 
   The annual festival starts with purificatory rituals. The 

priest ties a sacred thread to the medium's right wrist. Then 
he goes to the sea. There he induces Draupadi's power into 
a karakam or ritually decorated pot, and becomes possessed by 
her. Every other evening during the festival he carries the 

 karakam pot on his head to the temple.  Draupadi's power
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culminates in the stone image of her found inside the temple. 
   From the  llth day onwards the priest conducts an elaborate 

ritual called  snanabhiseka. This is supported  by the wealthy 
villagers. It aims to create sacred power and transfer it to the 
stone images of  Partasarati and his consorts and of  Draupadi. 

   On the morning of the 18th day, the priest starts another 
elaborate ritual and creates sacred fire. The medium goes into 
a trance in front of the stone image and transfers the fire to a 
firewalking pit. Logs are piled over the fire. In the evening 
the pit is raked  flat, and only hot coals are left. The medium 
walks over the fire, leading about one thousand male devotees. 
Firewalking is the climax of the 19-day-long festival. The next 
day the Brahmin priest removes the sacred thread from the 
medium's hand, and the festival is over. 

   I argue that the festival as a whole consists of three kinds of 
 rituals; 1) rituals conducted by the medium; 2) rituals con-

ducted by the priest; and 3) rituals conducted by the priest 
in which the medium participates. The first type is of ecstatic 
nature, although the medium is not always in a state of possession. 
It represents the world of devotees. The medium is both guru 
and incarnation of Draupadi, leading the devotees towards the 

goddess. The world constructed through the ecstatic rituals is 
egalitarian and is considered to be "anti-structural." The second 
type, on the other hand, is not ecstatic. The Brahmin priest 

presides over the rituals, uttering Sanskrit mantras and using hand 
gestures. Although not always the case, these rituals are expensive 
and are restricted to relatively wealthy villagers, who participate 
as patrons. These rituals confirm secular relationships in the 
village and legitimate the power of the patrons. 

   The third type of rituals shows us the hierarchical relationships 
between the priest and the medium. For example, the ritual of 
tying the sacred thread enables the medium to become possessed. 
Without this ritual, he cannot play a central part in the festival. 
He depends on the Brahmin priest. Likewise the fire for the 
firewalking is created by the Brahmin priest. The medium 
cannot walk over the fire without the priest's ritual. 

   The festival can be seen as a sacrifice. It consists of "the 
rite of entry," "immolation," and "the rite of exit." The first 
is the ritual of tying the sacred thread, the second firewalking, 
the last the ritual of untying the sacred thread. In this case the 
medium is considered as the victim offered to Draupadi for the 
benefit of the village as a whole.
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   Anthropologists tend to consider priesthood to be charac-

teristic of the culture of higher castes, and possession that of lower 

castes. As a result they confirm the dualist view of Hinduism, 

consisting of the "Great Tradition" and the "Little Tradition." 

I contend that what is more important to the understanding of 

the relationships between priesthood and mediumship  is the 

difference in their political  functions: rituals presided over by 

the priest are close to political power. I argue that the political 

function of priesthood is more effective for the legitimation of 

power than that of possession. I do not deny the existence of 
a political function in rituals where possession is frequent, but 

the political function of priesthood seems to guarantee that 

political power has a long-term and stable authority.
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1.問 題の所在

2.　調査地域 の概要
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4・ 苦悩する女神
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IV.結 論

1.序 論

1.問 題 の 所 在

本論の目的は,ヒ ンドゥ社会における宗教職能者の類型について権力との関係に着

目して考察を試みることにある。

　ヒンドゥ教を人類学的視点から理解するにあたって,当 初より多少 とも受け入れら
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れ て きた の は,そ れ を 二 つ の 次 元 の交 錯 す る宗 教 とみ なす 立 場 で あ る。 大 伝 統(Great

Tradition)と 小 伝 統(Little　 Tradition),サ ンス ク リッ ト・ヒ ン ドゥ教(Sanskritic

Hinduism)と 村 落 ヒ ン ドゥ教(Village　 Hinduism)な どの概 念 に は,ヒ ン ドゥ教 を

二 元 論 的 な観 点 か ら把 握 しよ う とい う態 度 を認 め る こと がで き る1)。

　 大 伝 統 はサ ンス ク リッ ト文 化 を 保 持 す るブ ラーマ ンを 中心 と して全 イ ン ドに分 布 す

るの に た い し,小 伝統 は サ ンス ク リ ッ ト文 化 と 直接 の関 係 が な く,地 域 的 な差 が大 き

い 。 この種 の二 元 論 の根 拠 と して さ ま ざま な 特 徴 が対 比 され て きた。 た とえ ば,大 伝

統 の特 徴 の ひ とつ は 不殺 生 の 思想 と結 びつ い た菜 食 主 義 で あ る の にた い し,小 伝 統 の

儀 礼 で は,水 牛,山 羊,鶏,と きに は豚 が供 犠 の 犠 牲 と な る と指摘 され た 。 ま た,大

伝 統 の 価 値 は 彼岸 的で あ るの に た い し,小 伝 統 の 価 値 は此 岸 的 であ る と論 じ られ た。

これ らの 特 徴 と な らん で,宗 教 職 能 者 の対 比 も ヒン ド ゥ教 の二 元 論 的性 格 を 証 明 す る

の に有 効 で あ ると考 え られ た 。 そ れ に よる と,大 伝 統 の 特 徴 は,ブ ラーマ ンに代 表 さ

れ る高 位 カ ス トの司 祭 で あ るの に た い し,小 伝 統 の 特 徴 は,憑 依 を主 要 な 神 との 交 流

手 段 とす るよ うな 低 カ ス トの シ ャマ ン的 人物(霊 媒)で あ る。

　 1950年 代 に 現 わ れ た諸 研究 は,以 上 の 二元 論 的 認 識 に 基 づ い て ヒ ン ド ゥ教 を構 成 す

る諸 要 素 を 分 類 し,そ の伝 播 経 路 や 分 布 を 明 らか に す る こ とを 目的 と して い た 。 しか

し,60年 代 初頭 よ り,徐 々に この 種 の 関心 は 廃 れ,機 能主 義 的視 点 か ら諸 要 素 の相 互

補 完 性 とい う もの を 強調 す る傾 向 が 生 じた2}。

　 宗 教 職 能 者 の 研究 に限 定 す る と,こ の 代 表 的 な もの は ベル マ ンに よ る ヒマ ラヤ 山麓

の ヒ ン ドゥ社 会 の分 析 で あ ろ う[BERRMAN　 1964]。 こ こで か れ は,「 大 伝 統 の」,「サ

ン ス ク リ ッ トの」,ま た 「ブ ラーマ ンの」 と い った 言 葉 で 形容 可 能 な ヒン ドゥ教 とそ

うで ない もの と が存 在 す る こ とを 認 め て い るが,か れ の 関心 は,主 と して 伝統 的 な 枠

1)大 伝統 と小伝統 に関 してはMarriott[1955],　 Singer[1972],サ ンスク リット・ヒン ドゥ教

について はSrinivas[1952:Ghapter　 7]を 参照。 筆者 は,こ れ らの立場について田中[1981,

1989c]に おいて批判的に検討 した。

2)補 完性を強調す る場合,厳 密には,大 伝統,小 伝統といった二元論を否定す る場合 とそうで

はない場合の二つに区分す ることが可能である。 前者の例 として,Babb[1975:Chapter　 1],

Dumont　 and　Pocock[1957],　 Sharma[1970],　 Wadley[1975]な どをあげることがで きる。

この種の主 張の根拠のひとつ は,二 元論的視点が研究者 の分析枠組みにす ぎず,ヒ ンドゥ教徒

はよ り統合的な視点か ら自分たちの宗教を理解 しているとい う主張である。そ こに生 きている

ヒン ドゥ教徒にとっては現実 はまとまった ものであ り,異 なる伝統に分裂 した ものと しては認

識されていない。浄 ・不浄や聖なる力の観念 が,一 見 多様で分裂 していると思われ るヒ ンドゥ

教の世界 に統一を与えているとい うのである。そ して,大 伝統 だけが汎イ ンド的な ヒン ドゥ教

ではな く,小 伝統に分類 され るものもまたイン ド全般 に認め られ るものであ ると指摘す る。 し

か しなが ら,Babb[1975:Chapter　 6],　Dumont　 and　Pocock[1959]な どか ら明 らかなよ うに,

宗教職能者 に関 して は,統 一 的観点を主 張す る場合 においても,基 本的には二元論的な立場を

保持 している。
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組 みに お け るブ ラーマ ン ・カス トに属 す る司祭 と低 カ ス ト出身 の シ ャマ ン との 相 互 補

完 的 な関 係 と社会 変 化 へ の 関 わ りを分 析 す る こ とに あ った。 こ こで,簡 単 に ベ ルマ ン

の論 点 の 一 部 を 紹介 して お こ う。

　 ベル マ ンに よ る と,ブ ラ ーマ ン司 祭 は通 過 儀 礼 を執 行 し,家 族,リ ニ ッ ジ,村 とい

った集 団 の 祭 祀 に 関与 す る。 か れ が儀 礼 を す る顧 客 は,代 々継 承 され て きた もの で あ

る。 そ して,司 祭 は人 々の 長 期 に わ た る彼 岸 的 な 安 寧 に責 任 を 持 つ。 これ にた い して,

ブ ラーマ ン ・カ ス トに属 さ ない 宗 教職 能者 た ちが 関 わ るの は此 岸 的 な もので あ る3)。

以 下 で は,ベ ル マ ンが シ ャマ ン と呼 ぶ宗 教 職 能 者 とブ ラーマ ン司 祭 とを 対 比 しな が ら

紹 介 す る。

　 人 々 は,不 幸 や 病気 の 原因 が超 自然 的 な もの で は な い か とい う疑 問 が生 じ る と,シ

ャマ ンに 相 談 す る。 そ の と きか れ に は 特定 の霊 が 憑 く。 そ して,こ の 霊 が 人 々の 不 幸

の原 因を 明 らか に し,そ の原 因 が超 自然 的存 在 に 起 因 す るので あ れ ば,宥 め るべ き霊

の正 体 を 明 か す ので あ る。 また,ど うすれ ば困 難 の 原 因 とな る霊 を祓 う こ とが で き る

か を 教 え る。 シ ャマ ン と顧 客 の 関係 につ いて 言 う と,そ れ は その 場 限 りの もの で,ブ

ラーマ ン司祭 の 場合 の よ うに,顧 客 は代 々伝 え られ て い くので はな い 。 ま た,シ ャマ

ン は ブ ラ ーマ ン司祭 に比 べ て 革 新 的 で,そ の 言 動 は 人 々 の生 活 を よ り大 き く左 右 す る。

　 ベルマ ンは,動 機,訓 練 法,収 入 源,名 声 の 四 つ の 項 目か らブ ラ ーマ ン司祭 と シ ャ

マ ンとを 検 討 して い る。 司 祭 の 場 合 は,ブ ラー マ ン ・カ ス トに 属 す る とい う こ とが 必

要 条 件 で あ り,十 分 条 件 は 自分 に 世 襲 の顧 客 が い る とい う ことで あ る。 か れ は,司 祭

と な るた め に,他 の カ ス トや ブ ラー マ ン と競 合 す る こ とは な い。 そ して,時 間 を か け

て 呪文 や 儀 礼 に 精通 す る。 その 名 声 は,代 々伝 え られ て きた地 位,生 活 ス タ イ ル,そ

して 儀 礼 を 執 行 す る能 力 に 由来 す る。 これ に た い して,シ ャマ ン は低 カス ト出 身者 が

多 い。 か れ は,他 の シ ャマ ンの 所作 を 学ん で 一 人 前 の シ ャマ ンと な る。 か れ の 顧 客 た

ち は,他 の シ ャマ ン と の競 合 を通 じて 獲得 され た も ので あ る。 そ の成 功 は,顧 客(患

者)の 置 か れ て い る状 況 を的 確 に 判 断 し,そ の 苦 しみ に適 切 な診 断 を 下 す 個人 の 能 力

に よ る と こ ろが 大 きい。

　 以 上 の よ うに,ベ ルマ ンは,ブ ラ ーマ ン司祭 と シ ャマ ンを 対 比 させ,両 者 が ヒ ン ド

ゥ社 会 で 補 完 的 な 役割 を 果 た して い る こ とを 明 らか に しよ う と した 。 それ で は ど う し

て シ ャマ ンに は低 カ ス ト出 身者 が多 いので あ ろ うか 。 ベル マ ンに よ る と,シ ャマ ンは

高 カ ス トの 人 々が 自分 の言 い な りに な る こ とに優 越 感 を 感 じ るか らと い う こ とに な る

3)こ の種 の 対 比 は,マ ン デ ルバ ウ ム の提 唱 す る 「超 越 的 複合(transcendental　 complex)」 と

　 「実用 的複 合(pragmatic　 complex)」 との対 比 に対 応 す る[MANDELBAuM　 1966]。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 397
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[BERRMAN　 l964:62]。 そ れ は,宗 教 的 回路 を通 じて の み可 能 な の で あ る。 しか しな

が ら,ベ ル マ ン も認 め て い る よ う に,シ ャマ ン の 中に は ブ ラーマ ン もい る[BERRMAN

l964:56]。 この種 の 類 型 化 と心 理 主 義 的な(こ れ も一 種の 機 能 主 義 で あ る ことに 相

違 は な い)説 明 は,確 か に あ る程 度 の真 理 を 含 む もの で あ ろ う が,必 ず と言 って よ い

ほ ど例 外 が 生 じ,そ れ を 説 明 す るた め に副 次 的 な(し ば しば恣 意 的 な)説 明 を用 意 す

る必 要 が あ る4》。

　 本 論 で 筆 者 が 試 み よ うとす るの は,ベ ル マ ンの 論 考 に典 型 的 に認 め られ るよ うな議

論 を 他 の 地 域 か ら得 られ た資 料 に適 応 す る こ とで は な い 。本 論 の対 象 とな るの は,ス

リ ラ ンカのD村 の ドラ ウパ デ ィ ー女神 に捧 げ られ た 村 落 祭祀 で あ る。 この 祭 祀 の 司祭

は ブ ラーマ ンだが,非 菜食 の カ ス ト成 員 が女 神 の 化 身 と して 重要 な役 割 を 果 た す 。 本

論 で は,後 者 を 霊 媒 と呼 ぶ こと にす る。 そ して,両 者 の 役 割分 担 に焦 点 を 絞 る こ とに

よ って,具 体 的 な次 元 か ら宗 教 職 能者 の分 析 を 始 め る こ とに した い。 ひ とつ の 祭 祀 に

お いて ブ ラーマ ン司 祭 と霊媒 的人 物 とが なん らか の協 同関 係 に あ る と い う事 例 は,常

に と い うわ けで はな い に して も,け っ して珍 しい もの で はな い5)。 しか し,そ の よ う

な 事例 は,従 来 ヒ ン ドゥ社 会 の 二元 論 的 世 界 を証 明す るた め に言 及 され る こと はあ っ

て も,司 祭 と霊 媒 とが,と くに 政 治 的観 点 か らい か な る分 業 関 係 に あ り,ま た いか な

る意 味論 的 関係 を もつ の か とい っ た 問題 意識 か ら論 じ られ る こ とは な か った。 本 論 で

はな ぜ シ ャマ ンが低 カス ト出身 か と問 うので はな く,ブ ラー マ ン司 祭 と権 力 とが ど う

して 結 び つ く こ とにな る のか と問 うて い くこ と にす る。 これ に よ っ て,強 引な 一 般 類

型 の呈 示 や,シ ャマ ン,霊 媒 な どの 用語 の定 義 を め ぐる不 毛 と もい え る議 論,心 理 学

的 な観 点 か らの 恣 意 的 な説 明,あ るい は従 来 の 類 型論 へ の 批判 に終 始 しが ちな 宗 教職

能 者 の 研 究 を,新 た な視 野 か ら進 あ る こ とが 可 能で あ る と考 え る。 こ こで は具 体 的 に,

以 下の4点 に つ い て論 を進 め る こ とに よ って,特 殊 事 例 の分 析 か ら進 ん で,よ り一 般

的 な議 論 へ の方 向を 探 る。

　 第 一 に,司 祭 と霊媒 とが取 り扱 う超 自 然 的存 在 の性 格 が異 な ると い う点 を 指 摘 す る。

司祭 は よ り穏 和 な神 格 に 関与 す るの に た い し,霊 媒 は荒 々 しい神 格 に関 与 す る。従 来

の二 元 論 で は,司 祭 は サ ンス ク リ ッ ト神 に,霊 媒 は非 サ ンス ク リ ッ ト神 や悪 霊 に 関 与

す る と論 じ られ て きた。 しか し本 論 で は,ひ とつ の神 が そ も そ も二 重 の神 格 を 有 して

　4)副 次的な議論 とは,た とえば,ブ ラーマ ン・カス ト出身の シャマ ンが存在す る事実を説明す

　 るために,か れが他のブ ラーマ ンに比べて貧 しく,ま た政治的にも力を持 って いなか ったか ら,

　 この種 の宗教的手段 に訴えて いる といった説 明である。この種の説明が恣意 的であるというの

　 は,ど う してある人物 はシャマ ンになる という手段 に訴え,政 治的,経 済的観点か ら同 じよ う

　 な地位にある他の人物 はそ うでないのか という疑問に答え ることがで きないことである。 この

　 点 については,憑 依の心理主義的な説明に関するStirrat[1977:133]の 批判を参照 。

　5)た とえばBabb[1974],　 Moffatt[1979:284],　 Srinivas[1952:187-203]を 参照。
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おり,そ れに司祭と霊媒とが平行 して関わることを明らかにする。

　第二に,司 祭 と霊媒との間にあると想定される政治的な機能の相違を取り上げる。

ここでいう政治的機能とは,歴 史的な所産である権力関係を,自 然なもの,必 然的な

もの,自 明なものあるいは永続的なものとして表象 し,こ れを正当化する機能である。

また,権 力とは広義に社会をひとつにまとめる(秩 序づける)力 を意味し,狭 義には,

他者を動かす力を意味する。権力者あるいは有力者とはとくに後者の意味での力を持

つ人物を指す。従来の研究においても,す でにベルマンの議論を紹介するときに触れ

たように,司 祭が保守的であるのにたいし,霊 媒あるいはシャマ ン的な人物が革新的

であるといった議論がなされて きた。 しかしながら,か れ らと権力者との関係はほと

んど不問にされてきた。本論では村落祭祀において村の有力者たちが司祭の執行する

儀礼に積極的に関わっていることを指摘することで,有 力者との関係で認められる司

祭と霊媒との相違を指摘する。そして,霊 媒の関わる儀礼が司祭の関わる儀礼にたい

して従属的な関係にあることを指摘する。

　第三に,象 徴的な次元で両者がどのような形で意味づけられているのかを探る。 こ

れによって明らかとなるのは,供 犠との関係で司祭と霊媒とは有機的に結びついてい

るということである。そして,こ の次元で も霊媒は司祭に依存していることを示す。

　最後に,司 祭が執行する諸儀礼と権力者とが結びつきやすいという第二の論点を,

より一般的な観点から吟味 してい くことにしたい。司祭と霊媒の間に認められる政治

的機能の相違は,ヒ ンドゥ世界を特徴づけるカス トの上下と必ず しも密接に関係 して

はいない。司祭と権力者たちの結びつきは,司 祭の儀礼の政治的機能の特殊性の結果

そうなると考えられるのであって,司 祭が高カス トのブラーマンだから,権 力者がそ

の儀礼に積極的に関与するとはいえない。その理由は,司 祭が依拠する神々とのコミ

ュニケーションのあ り方が,政 治的観点からみて霊媒による憑依というコミュニヶ一

ションのあり方よりも有効だからである。

　本論は独立した論文という形をとっているが,本 論の問題意識はすでに発表された

D村 の村落祭祀に関する諸論考と密接に関係している。 これ らの論文を簡単に紹介す

ることで,本 論の目的をより具体的にしておくのは無駄ではなかろう。

　筆者は,「 カーリー女神の変貌　　スリランカ ・タ ミル漁村における村落祭祀の研

究　　」[田中　 1989alと 題する論文で,　D村 のもうひとつの村落祭祀であるカー リ

ー女神村落祭祀を考察した。ここでは霊媒と司祭とは同一の人物であ り,ド ラウパデ

ィー祭祀に認められるような分業体制は存在 しない。筆者はこの論文で,天 然痘に関

係するカーリー女神の祭祀には村の権力関係を正当化するような構造的な局面と村人
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たちの普遍的な共同体の実現を可能とするような反構造的な局面の二つが存在 し,こ

れとの関係でカーリー女神の神格を表わす表象も大きく二つに分かれると指摘 した。

構造的な神格は穏やかであるのにたいし,反 構造的神格は天然痘そのものということ

ができる。反構造的神格は強力であるが危険であり,最 終的に否定され,構 造的な神

格と交替する。 このことは,と りもなおさず構造的な神格と密接に関係する権力者中

心の世界観をより善きものとして受け入れることを意味する。

　 ドラウパディー祭祀の分析においては,司 祭と霊媒の関与の仕方によって,ま ず祭

祀を構成するさまざまな儀礼を三つに分類する。そして,こ のようにして分けた諸儀

礼が,女 神の性格や表象,権 力者との関わりの相違と対応 していることを明らかにす

る。そして,本 論では,カ ー リー女神祭祀の場合と異なり,祭 祀が三つの局面に分か

れることを指摘する。それ らは普遍的価値が強調される反構造的な信徒たちの世界の

局面,有 力者を中心とする世俗関係を強化する構造的な局面,そ して,そ れらの中間

にある均一的な村落共同体を理念とする局面の三つである。 この意味で,「 カー リー

女神の変貌」において示 した問題意識は若干の修正はあるものの,さ きに述べた本論

における第一と第二の論点に重なるものである。

　筆者は,ド ラウパディー女神祭祀に関する論文を二つ発表して い る。ひとつは,

「ヒンドゥ奉納儀礼の研究:カ ーヴァディとそのコンテクス ト」[田 中　 1989b]と 題

する論文である。筆者はここで,ド ラウパディー女神祭祀にはブラーマ ン司祭と霊媒

との間にヒエラルキカルな関係が認められることを指摘 した。本論ではこの点を踏ま

えたうえで象徴的な次元での分析を推 し進め,両 者の関係がどのような形で意味づけ

られているのかを探る。これは本論の第三の論点に通じる。

　 もうひとつは,「 クリシュナーからクリシュナへ:ス リランカ ・タ ミル漁村におけ

る女神崇拝の"サ ンスクリット化"を めぐって」[田中　 1989clと いう論文である。

筆者は,こ こで ドラウパディー女神寺院の歴史的な発展の分析を通じて,従 来の 「サ

ンスクリット化(Sanskritization)」 という概念を吟味 した。サンスクリット化とは,

低カス トがサンスクリット文化に代表されるような高カス トの慣習を操用することで,

地位の上昇を企てる過程を意味する。確かに,ド ラウパディー女神崇拝の変化は表面

的にはサンスクリット化といえるものである。 この変化の背後には村の有力者たちの

考えを無視することはできない。 しか し,そ れはかれ らのカス ト地位の向上を目指 し

てサンスクリット・ヒンドゥ教のさまざまな要素を吸収 しようとしたのではなく,サ

ンスクリット・ヒンドゥ教を特徴づけるブラーマン司祭による儀礼の政治的機能が村

の有力者にとって魅力的であったからである。この問題意識は先の第四の論点につな
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がる。

　以下では簡単に調査村の紹介を した後,第 二章ではドラウパディー女神祭祀の儀礼

を記述 し,解 釈を加える。そして,第 三章では,本 論の論点を取り扱 うことにする。

すなわち,第 一節で本論の資料が従来の類型論に一致 しないことを指摘 したあと,第

二節では,村 落祭祀を構成するさまざまな儀礼を三つのタイプに分け,神 格の二つの

性格や有力者の関わり方の相違と,司 祭と霊媒の儀礼的な分業とが密接に関係 してい

ると論 じる。ここでは,司 祭が関与する儀礼を構造的局面ととらえ,霊 媒が関与する

儀礼を祭祀の反構造的局面ととらえる。そして,後 者が前者にたいし従属的であるこ

とを明らかにする。第三節では,司 祭と霊媒 とのヒエラルキカルな関係を象徴的次元

において解明することで,意 味の次元でも霊媒が司祭に従属的な地位にあることを指

摘する。その際,供 犠のモデルが包括的な意味づけの枠組みを与えるという点を明 ら

かにする。第四節では,苦 悩する女神とい う観念に注目することで,ド ラウパディー

女神祭祀のシナリオとでもいえる 『マハーバーラタ』 と祭祀との微妙な相違を指摘 し,

その理由を考察する。最後に,よ り一般的な観点から,な ぜ霊媒の関わる儀礼ではな

く,司 祭が執行する儀礼に権力者たちが深 く参与するのかを考える。

　なお第二章の村落祭祀の記述にあたっては,そ の理解に必要と思われる予備的な考

察を行なった後,19日 間続 く村落祭祀の諸儀礼を時間軸にそって順に記述 し,必 要と

思われる場合には詳しい解釈を試みた。本論では,祭 祀の全体的な構造を明らかにす

るために,本 論の論旨と直接関係のない儀礼 もできるかぎり省略せずに記述している。

「まとめ」においては,聖 なる力の流れ,マ ハーバーラタ,奉 納儀礼の3つ の視点か

ら,祭 祀全体の流れをまとめる。

　儀礼の解釈は,原 則としてブラーマン司祭,霊 媒とその父,一 部の村人たち(漁 民

カス ト)の 説明に基づ く。そうでない場合には,逐 一依拠する資料を明示 している。

それらの資料は,こ とわりのないかぎり,D村 と同じ言語 ・文化圏に属するインドの

タ ミルナー ドゥ州の事例である。

　最後に,本 論の記述にあたって,こ れまでに発表 してきたものと重複 している場所

が一部にあるという事実をことわっておきたい。

2.　 調査地域の概要

　 本 論 で 考察 す る資 料 は,ス リラ ンカの西 海岸 に位 置す るD村 で 集 め られ た(図1参

照)。D村 は きわ めて大 きな漁 村 で,1983年 現 在 総人 口4,321(793戸)の う ち,ヒ ン

ドゥ教 徒 が3,　767(694戸),イ ス ラム 教徒372(67戸),キ リス ト教 徒182(32戸)で あ
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る(表1参 照)。 調 査 の 対 象 と な った

ヒ ン ドゥ教 徒 の カ ス ト(oδ`z)は,漁

.民カ ス ト(Karaiyan)が い わ ゆ る

「支 配 カス ト(dominant　 caste)」 と

して圧 倒 的多 数 を 占 め,経 済 的 に も

優 位 にあ る と こ ろに 特 徴 が あ る(667

戸)。 漁 民 カ ス トは 大 き く二 つ の サ

ブカ ス トよ り構 成 され て い て,そ の

あ い だ に地 位 の 優 劣 が あ り,劣 位 の

サ ブ カ ズ トは伝 統 的 に 居 住 区 も制 限

され て い た(図2参 照)。 両 者 の 間 の

婚 姻 関係 は禁 止 され て い る。 漁 民 カ

ス トの 中 に は,少 数 な が ら漁業 に 従

事 して い な い世 帯 もあ る。

　 村 に は漁 民 カス ト以 外 に,司 祭 職

を伝 統 とす る菜 食 の ブ ラー マ ン(Pi-

ramarpau)・ カ ス ト,金 細 工 に 従 事

す るタ ッタ ー ン(Tatta4)・ カス ト,

散 髪屋(Ampatta#)カ ス ト,村 の

清 掃 を担 当す る パ ライ ヤ ン(Parai-

yan)・ カス ト,屎 尿 処 理 を す る サ ッ

キ リヤ ン(Cakkiliya旦)・ カス トな ど,

漁 民 カ ス トの成 員 にた い して 伝 統 的

図1　 ス リ ラ ン カ

表1　 D村 の民族(宗 教)構 成(1983)

宗 教 人 口(%) 世帯数(%)

ヒン ドウ教

イス ラム教

キ リス ト教

3767(87.2)

　372(　 8.6)

　182(4.2)

694(87.5)

67(8.4)

32(4.0)

合 計 4321 793

に 決 め られ たサ ー ビス(o伽,ク 卿 あ加 ゴ,彦o伽ψの を提 供 す る こ とで 生計 を た て て い る

「サ ー ビス ・カス ト」 が少 数存 在 す る(表2参 照)。 ま た,本 論 で 取 り扱 う祭 祀 で 中

心 的 な役 割 を果 た す 非 菜食 の パ ンダ ー ラ ン(Pa瑛aram)・ カ ス トと洗 濯 屋(Varppan)

カ ス トが 隣 村 に 住 む6)。 両 者 と もにD村 の 「サ ー ビス ・カ ス ト」 と して 村 落 祭 祀 以 外

に も村 の さま ざ ま な行 事 に 深 く関 わ ってい る。

　 ヒエ ラル キ ーの 順 位 は,ブ ラーマ ンが 「良 い カ ス ト@α 伽6疏)」 と して 最 高 位 を 占

め る が,次 位 に 関 して は,漁 民 カ ス ト,金 細工 師 カ ス ト,パ ンダ ー ラ ンの 三 者 で 意 見

6)表2か らも明 らかなよ うに,パ ンダーラン ・カス トはD村 に も存在するが,か れ らは宗教的

な役割を果た していない。
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へ

ノ

ユ.ム ッ トゥマー リー女神寺院

2.バ ドラカーリー女紳寺院

3.パ ールタサ ーラテ ィ寺院

4.ア イヤナール寺院

5.ヵ ンダサー ミ小祠

6.バ イラヴァ小祠

7.役 所

8.小 学校

.9.小 学校(分 校)

10.

11,
埋葬地

60

図2D村 と そ の 周 辺

が分 か れ る。 か れ らの下 に,洗 濯屋,散 髪 屋,パ ライ ヤ ン,サ ッキ リヤ ンの各 カ ス ト

が続 く。 サ ッキ リヤ ンを除 い た す べ て の カ ス トは,年 中行 事 や通 過 儀 礼 に お いて なん

らか の宗 教 上 の義 務 を も ち,パ トロ ンよ り報 酬 を得 る。

　 村の 主 要 生 業 を担 うの は漁 民 カス トで あ るか ら,サ ー ビス ・カ ス トは 経 済 的 に はか

れ らに依 存 して い る。 漁 民 カ ス トの 上 位 の サ ブ カス トに と って,他 の ヒ ン ドゥ教 徒 た
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ちは,た とえ清浄さで優ろうと,か れら

の使用人にほかならない。劣位のサブカ

ス トも,本 来は上位のサブカス トの使用

人であったと言われている。ブラーマ ン

司祭でさえ漁民カス トの意に従わなけれ

ばいつで も追放される。D村 は原則的に

はかれ らの村なのであり,か れ らだけが

真の村人 であ る。 かれ らが しばしば 口

にする 「村人 たちは すべて親類で あ る

(enkal urakkal ella contam)」という言葉

表2　 D村 のカス ト構成(1983)

カ ス ト 人 数 世 帯 数

漁 民

ブラーマ ン

ノぐンダー ラン

金細工師

床 屋

パ ライヤン

サ ッキ リヤン

その他 ・不明

3658

　 7

　 5

　 37

　 22

　 9

　 15

　 14

667

　 1

　 1

　 8

　4

　 2

　 3

　8

合　　計 3767 694

は,上 位のサブカス トと村とが同等なものとして認識されていることを端的た伝えて

いる。漁民カス トたちは,も ともと17世紀に散髪屋や洗濯屋を連れて,南 インドより

ス リランカに渡来してきた人々の子孫であり,原 則としてス リランカの他の地域の漁

民カス トと交わることな く,村 内婚を繰り返して今日に至っている。 したがってD村

がかれらの村であるという意識は非常に強いのである。本論の場合,村 人とは主 とし

て上位のサブカス トに属する漁民たちを指 していることをことわっておく7)。

　以上はカス トによる分化であるが,経 済的要因による階層化も進んでいる。漁民カ

ス トだけに限ってみると,D村 の主要漁法は地引網であるため,漁 民たちは,地 引網

を所有する網元とその下で働 く労働者たち,そ してそのどちらにも属さない零細の筏

漁師や小商人などの三つに大 きく分かれる。網元たちは,コ ロンボに魚を出荷 し,農

村での大土地所有者のように村の有力者層を形成する。漁民カス トに限って世帯を単

位にとると,網 元の世帯が71,労 働者 ら網元に依存 している世帯が398,地 引網以外

の漁業に携わる世帯が110,そ して商人 らが55,主 要な働き手のいない世帯が39で ある。

　今日では,キ リスト教徒やイスラム教徒のなかにも網元となるものが出現している

し,ま た劣位の漁民サブカス トのなかにも有力な網元がでてきて,こ の下で働 く上位

のサブカス トの成員もいる。 劣位のサブカス トは伝統的に祭祀の行進で松明(tivatti)

を持つ役目を果た していたが,今 日ではそのような義務(katamai)のを拒否 している。

そ して,か つて優勢であった網元の馮落も生じている。こうして過去に一般的であっ

たような経済的優位とサブカス トや宗教の地位の高さとが対応するような一枚岩的な

7)た だ し,漁 民カス トは,サ ブカス トに分かれているだけでな く,さ らにい くつかの序列化 さ

れた親族集団に分裂 している。漁民カス トの親族組織および婚姻体 系については別稿 に譲 りた

い。本論で は,主 と して漁民 の上位サブカス トの視点か ら祭祀を解釈 しているという点を認め

なければな らない。
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支配の構造が崩れてきている。さらに網元を中心とした支配構造も,70年 代後半の動

力船の導入や漁業以外の仕事の増加によって地引網以外の仕事につくことが易 しくな

り,以 前ほど強力なものではなくなってきた。しかしながら,網 元たちの権勢は今日

で も多 くの村人たちの生活や意見を左右する。村落祭祀で多額の出資をす るパ トロン

は,原 則としてヒンドゥ教徒の網元であるため,こ のような社会変容はパ トロン制度

の変容を も意味 していよう。この点については次章の祭祀制度の説明のところで詳述

したい。

皿.資 料 の記述 と解釈

1.　 ドラウパ デ ィー女 神祭 祀 につ いての予 備的考 察

　本節では,こ の論考で取り扱う村落祭祀の記述と解釈を理解するのに必要 と思われ

ることがらを論 じたい。まず,ド ラウパディー女神祭祀のテクス ト(シ ナリオ)と 考

えられるマハーバーラタを紹介する。第二に,ド ラウパディー女神寺院(現 パールタ

サーラティ寺院)の 歴史を記述する。第三に寺院に祀 られている主要な神々について

説明する。第四に,祭 祀の運営を支えるパ トロン制度と最近の変化を論じる。第五に,

司祭や霊媒をはじめとする主要な宗教職能者と参加者を紹介する。最後に,霊 媒の憑

依の性格を理解するために,他 の憑依との比較を試みる。

a)祭 祀 の テ クス ト

　 この祭 祀 は,ド ラ ウパ デ ィ ー(Draupadi)と い う名 の女 神 に 捧 げ られ て い る。 ドラ

ウパ デ ィ ーは,も と もと ラ ーマ ーヤ ナ(Ramayapa)と な らぶ イ ン ドニ 大 叙 事 詩 の ひ
,

とつ で あ るマ ハ ーバ ー ラタ(Mahabharata)の ヒ ロイ ンで あ り,そ の祭 祀 もこの 話 に

基 づ い て 進 行 す る。 した が って,こ こで はマ ハ ーバ ー ラタ が どの よ うな 筋 の話 で あ る

の か を簡 単 に 紹 介 して お くこ とに しよ う。

　 マハ ー バ ー ラタ の成 立年 代 を 明示 す る こ とは なか なか む ず か しい が,中 心 とな る話

が成 立 し,今 日伝 わ るよ うな 形を 整 え た の は,紀 元 前4世 紀 か ら紀 元 後4世 紀 ま で の

約800年 の 間 の ことで あ った とい わ れ て い る。 そ して,も と もと サ ン ス ク リ ッ ト語 で

書 か れ た マハ ーバ ー ラタ は,9世 紀 に タ ミル 語 に翻 訳 され て い る8》。 以 下 で は 原 則 と

8)9世 紀にできた といわれてい るタ ミル語訳 のマハーバー ラタは現存 しない。 ヒルテベイテル

　 によると,南 イン ドの ドラウパ ディー祭祀で読まれるマハーバ ーラタに影響を与えているのは,

　 14世紀 につ くられた ヴィッ リブ ットゥール ・アー ラヴァール(Villiputtifr　AlavEr)の マハーバ

　 ーラタで あるという[HILTEBEIM　 l988:15]。

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 405



国立民族学博物館研究報告　 15巻2号

してD村 で語 られ て い るマハ ーバ ー ラタ を 紹 介す る こ とに した い9)。

　マ ハ ーバ ー ラタ の 中核 と な る話 は月 を 始 祖 とす るクル(Kuru>王 朝 の パ ー ンダ ヴ ァ

(Papdava)五 人兄 弟 と カ ウ ラヴ ア(Kaurava)兄 弟 とい うお 互 い に イ トコ関 係 に あ る

二つ の集 団 間 の 王 位を め ぐる対 立で あ る(図3参 照)。 本論 の祭 祀 の 主神 とな る ドラウ

パ デ ィ ーはパ ー ンダ ヴ ァ兄弟 の共 通 の 妻 と して登 場 し,か れ らと と もに 苦 難 の 道を 歩

む が,壮 絶 な戦 い の後,最 後 に はパ ー ンダ ヴ ァ兄 弟 の 長 兄,ユ デ ィ シュテ ィ ラ(Yu-

dhi§thira)が 王 位 に 就 き,ド ラウパ デ ィー もま た 女 王 とな る。 以 下,簡 単 に マ ハ ーバ

ー ラタ の 中核 とな る話 を パ ー ンダ ヴ ァた ちの祖 先 に さか の ぼ って紹 介 す る こ とに した

い。

　 マハ ーバ ー ラタ の 冒 頭で 語 られ るの は,宇 宙の 開 闘 に あ た っての 月 の 活 動 で あ る。

月 か ら生 ま れ たの が ブダ(Budha)で あ り,そ こか らプル ー ラヴ ァス(Puritravas)と

い う息子 が生 まれ る。 こ う して,物 語 は クル 王朝 の 祖 先 た ちの話 へ と移 って い く。 プ

図3　 マハーバー ラタにおける主要人物の系譜関係

9)た だ し,D村 で語 られるマノ}一一バーラタのテクス トは,ド ラウパデ ィーの結婚まで と戦いに

ついての箇所 しか筆者の手元 にはな く,そ の後の話は調査地で受けた説明と読唱を一部録音 し

たテープによって補足 している。また,マ ハーバーラタの英訳およびタ ミルナー ドゥ州 におい

て読唱されているマハーバーラタに関す るヒルテベィテルの分析([HILEBEITEL　 l988])を 参

考 にしたが,原 則と してD村 のテ クス トを再現す るよ うに努 めた。他のテクス トとの相違 につ

いての議論は別の機会 に譲 りたい。
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ル ー ラヴ ァス の 結婚,そ の 曽孫 に あ た るヤ ヤ ー テ ィ(Yayati),ヤ ヤ ー テ ィの 妻 とな る

デ ー ヴ アヤ ー ニ ー(Devayani)と シ ャル ミ シュタ ー(Sarmi§ta)の 二 人 の女 性 の 争 い

な ど が語 られ る。 さ らに,ヤ ヤ ー テ ィと シャル ミシ ュタ ーの 間 に生 ま れ た ドウ フ シ ャ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 グ

ンタ(Du畑anta),か れ と シャ ク ンタ ラー(Sakunta15)と の 出会 い,そ の 間に 生 まれ

た バ ラタ(Bharata),バ ラタ の 息 子 へ の言 及 があ り,さ らに そ の子 孫 とな る シ ャン タ

ヌ(Sarptanu)王 の話 へ と続 く。

　 シ ャ ンタ ヌ は女 神 ガ ンガ ー(Ganga)と 結 婚 す る。 そ して,そ の 間 に生 まれ た の が

ビー シ ュマ(Bhi§ma)で あ る。 シ ャンタ ヌは ガ ンガ ー と別 れ た後,漁 師 の 娘,サ テ ィ

ヤヴ ァテ ィー(Satyavati)に 出会 い,結 婚 を 申 し込 む が,そ の父 は,シ ャンタ ヌ とサ

テ ィ ヤヴ ァテ ィ ー との 間 にで きた 子 供 に 王位 を継 承 す る こ とを条 件 に,結 婚を 許 可 す

る と述 べ る。 王 は これ を 聞 い て悩 むが,ビ ー シ ュマ が 事 情 を 知 って,父 シャ ンタ ヌの

た めに 王 位 の継 承 権 を あ き らめ る。 こ う して シ ャ ンタ ヌ は,サ テ ィヤ ヴ ァテ ィ ーを 妻

に迎 え,彼 女 と の 間 に二 人 の子 供,シ トラー ンガ ダ(Citrahgada)と ヴ ィ シ トラヴ ィ

ール ヤ(Vicitravirya)を も うけ る。 しか し,前 者 は結 婚 せ ず に死 に,後 者 は二 人 の 姉

妹,ア ン ビカ ー(Ambika)と ア ンバ ー リカ ー(Ambalika)と 結 婚 した に もか か わ らず,

子 供 がで きず に死 んで しま う。 そ こで サ テ ィヤ ヴ ァテ ィーが シ ャ ンタ ヌ と結 婚 す る前

に聖 者 パ ラー シ ャ ラ(Para6ara)と の間 に も う けた私 生 児,ヴ ィヤ ー サ(Vyasa)に 頼

ん で,か れ が か れ らの 未 亡人 に 子 供 をつ くる ことに な る。 と ころが,こ の ヴ ィヤ ー サ

は非 常 に 醜 か った た め,性 交 の 時 ア ン ビカ ー は 目を つ む り,ア ンバ ー リカ ー は顔 面 蒼

白に な った 。 こ う して生 ま れた の が,盲 目の ドゥ リタ ラ ー シ ュ トラ(Dhrtarastra)と

色 の 白い パ ー ン ドゥ(Pandu)で あ った 。

　 ド ゥ リタ ラー シュ トラが 王 と な って ガ ー ンダ ー リー(Gandhari)と 結 婚 す る。 他方,

パ ー ン ドゥは ク ン テ ィ(Kunti),さ らにマ ー ド リー(M2dri)の ふ た り と 結婚 す る。

結 婚 前 ク ンテ ィはあ る聖 者 か ら神 の子 供 を得 る ことの で き る呪 文 を得 る。 彼女 は試 し

に 太 陽 神,ス ー リヤ(Sttrya)を 念 じて 呪 文を 唱 え る と,ス ー リヤを 父 に持 つ カル ナ

(Karpa)が 生 まれ た 。 しか し,ク ンテ ィは未 婚 で あ った た め,ガ ンジス 河 に カ ル ナを

捨 て る。 か れ は,の ち にパ ー ンダ ヴ ァ兄 弟 の敵 と して 戦 う。

　 あ る と きパ ー ン ドゥは狩 りに 出 て性 交 中の 鹿 を矢 で射 る。 と こ ろが,こ れ は聖 者 が

身を 変 えて い た もの で あ った 。 怒 った 聖者 は,パ ー ン ドゥが今 後 性 交 を す れ ば死 ぬ で

あ ろ う呪誼 す る。 死 を 恐 れ たパ ー ン ドゥは禁 欲 生 活 を お くる こ とに な るが,王 子 が 欲

しい 。 そ こで,ク ンテ ィは 自分 が 特 別 の 呪 文 を 持 って い る こ とを 明 らかに す る。 こ う

して 正 義 の神,ダ ル マ(Dharma)を 念 じて 生 まれ た の が ユ デ ィ シュ テ ィ ラで あ る。
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　 さ て 同 じ頃,ガ ー ンダ ー リー は9ケ 月 の身 重 で あ った が,自 分 よ り後 で 結 婚 した ク

ンテ ィが,子 供 を生 ん だ と い う こ とを 聞 い て,く や しさの あ ま り腹 を た た い て 流産 し

て しま う。 ヴ ィヤ ーサ は 流れ 出 た血 を100の 壼 に い れ,毎 日牛 乳 と蘇 油 を足 して い け

ば子 供 がで き る と助言 す る。 こ う して,99人 の息 子 と1人 の娘 が生 ま れ る。 この 兄 弟

た ちを カ ウ ラヴ ァ とい い,そ の長 兄 が ドゥル ヨーダ ナ(Duryodhana>で あ る。

　 これを 聞 いて パ ー ン ドゥは もっ と子供 が欲 しい と言 い,ク ンテ ィは さ らに2人 の 子

供 を生 む。 それ が,風 の神,ヴ アーユ(Vayu)を 父 とす る ビ ーマ(Bhima)と イ ン ド

ラ(Indra)を 父 に持 つ ア ル ジ ュナ(Arjuna)で あ った 。 マ ー ド リー もま た,子 供 が欲

しい と希 望 し,ク ンテ ィよ り呪 文 を 借 りて ア シュ ヴ ィ ン(ASvin)を 父 とす る双子 の兄

弟 ナ ク ラ(Nakula)と サ ハ デ ー バ(Sahadeva)を 生 ん だ。 この五 人 の 異 母 ・異 父 兄弟

が パ ー ン ダ ヴ ア兄 弟 で あ る。

　 パ ー ン ドゥはマ ー ド リーと の性 交 で 死 に,彼 女 もパ ー ン ドゥの後 を 追 って 火葬 の炎

の 中 に 飛 び込 む。 この た め ク ンテ ィとパ ー ンダ ヴ アた ち は,叔 父 の ドゥ リタ ラー シ ュ

トラの もとで,カ ウ ラヴ ァ兄 弟 と一 緒 に 勉 強 に励 む こ とに な る。

　 この あ と,ビ ーマ の途 方 も な い強 さを妬 み,な ん とか して殺 して しまお う とす る ド

ゥル ヨー ダ ナの さ ま ざま な試 み と そ の失 敗 談 が続 く。

　 つ ぎ に,ドm　 ・一ナ(Dropa)と ドラウパ デ ィ ーの父 にあ た る ドル パ ダ(Drupada)と

の 対 立 の話 へ と移 る。 若 い ころ 聖者 の息 子 ドロー ナ は,ド ル パ ダ と と もに,あ る導 師

に つ い て 勉学 に励 ん で い た。 この と き,ド ル パ ダ は大 き くな った ら自分 の 国の半 分 を

ドロー ナ に譲 って もい い と述 べ る。 ドロー ナ は,あ る と き この約 束 を 思 い 出 して,パ

ンチ ャー ラ(Paficala)王 国 の 王 と な った ドルパ ダを 訪 ね るが,相 手 に して も らえ な い。

　 このあ と ドロー ナは,パ ー ンダ ヴ ァた ち の と ころ で 弓矢 を教 え る こ とに な る。 そ し

て,ド ロー ナは,自 分 が ドル パ ダ か ら受 け た屈 辱 を 果 た そ う と,カ ウ ラヴ ァ兄 弟 とパ

ー ンダ ヴ ァ兄 弟 た ち にパ ン チ ャー ラ王 国を 攻 め る よ うに命 じる。 カ ウ ラヴ ァた ち は 追

い返 され た が,ア ル ジュ ナ は う ま く攻 略 し,ド ロー ナ の仇 を と る。 しか し,か れ は ド

ル パ ダ の 命 を 助 け る。 この た め,ド ルパ ダ は 自分 に 息子 が生 まれ た ら,か れ は ドロ ー

ナを 殺 す で あ ろ う と呪誼 し,娘 はア ル ジュ ナ と結 婚 させ る と誓 う。 こ う して,ホ ーマ

(護 摩,Skt.　 homa)の 炎 の 中よ り息 子 と娘 が生 ま れ る。 この 娘 が ク リ シ ュナ ー(Kτ §pa,

黒 い肌 の 娘)あ るい は ドラウパ デ ィー で あ る。 この と き天 か ら 「シータ ー が魔 神 の 王

朝 を滅 ぼ した よ うに,シ ヴ アの 第 三 の 目で あ る炎 の 中か ら生 まれ た 彼 女 は王朝 を 滅 ぼ

す で あ ろ う」 と い う声 が 聞 こえ た10)。

10)こ のよ うな ドラウパデ ィーの破壊的な性格 にカー リー女 神との類似性を見いだす のは困難な

　 ことで はあるまい。 この点 については注20を も参照。
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　 ユ デ ィ シュ テ ィ ラの 名 声 が 高 ま る につ れ,ド ゥル ヨー ダ ナ はま す ま す お も しろ くな

い 。 そ こで一 計 を 案 じ,か れ とそ の一 派 は燃 え や す い 離 宮 を 建 てて,こ こにパ ー ンダ

ヴ ア兄 弟 とそ の母 を招 待 す る。 そ して,夜 寝 静 ま った ころ この家 を 燃 や して しま う。

しか し,こ の企 みを 事 前 に 知 った ビーマ は,ぐ っす り眠 って い る母 と兄 弟 た ち を運 ん

で,逃 げ 出す こと に成 功 す る。 離 宮 の燃 え あ とに6人 の 焼死 体 が見 つ か った た め,ド

ゥル ヨーダ ナた ちは か れ らが死 ん だ も の と勘 違 いす る。

　 さて,パ ー ンダ ヴ アた ち は,都 に は戻 らず,そ の ま ま 森 に身 を 隠す こ とに す るが,

こ こで も ビー マ は大 活 躍 を す る。 まず 魔神 の ヒデ ィ ンバ(Hidimba)と 戦 い,か れ を

殺 して その 妹 との 間 に 息子 を も う け る。 さ らに魔 神 バ カ(Baka)を 退 治 して か れ に苦

しめ られ て い た ブ ラー マ ンた ち に喜 ばれ る。

　 この こ ろ ドルパ ダ が 自分 の娘,ド ラウパ デ ィ ーの た め に ス ヴ ァヤ ンバ ラ(Skt.　 sva・

yambara)の を 行 な う と布 告 した。 これ は当 時 の 伝 統 的 な 婚 姻 形 態 の ひ とつ で,多 くの

招 待 され た者 の 中 か ら武 芸 に秀 いで た者 を夫 に決 め る とい う もので あ る。 ドラ ウパ デ

ィー は,美 しい娘 で あ った た め,い た ると こ ろか ら王 子 た ちが 集 ま って きた 。 カ ウ ラ

ヴ ァた ち も例 外 で は な く,さ らにパ ー ンダ ヴ ァ兄 弟 もブ ラ ーマ ンに身 を やつ して ドラ

ウパ デ ィーを 得 よ う とや って き た。 ドラ ウパ デ ィー の父 は,集 ま った王 子 た ちに 大 き

な 弓 に糸 を張 り,そ れ で 的を 射 た もの が娘 を 選 ぶ権 利 があ る と宣言 す る。 この 競 争で

パ ー ンダ ヴ ァ兄 弟 の 三 男 で あ る アル ジ ュナ が 弓 に糸 を張 って 的 を 射 る こと に成 功 す る。

これ を見 た ドラ ウパ デ ィー は,ア ル ジ ュナ に花 輪 を か けて,か れ の妻 に な る こ とを公

言 す る。 ブ ラ ーマ ンが ドラ ウパ デ ィー と結 婚 す る こ とを い さ ぎ よ しと しな い王 子 た ち

は,パ ー ンダ ヴ ァた ちを 阻 止 しよ う とす るが,か え って や られ て しま う。

　 兄 弟 た ち は こ う して,母,ク ンテ ィの待 つ 家 に戻 った。 しか し,彼 女 は 息子 た ちが

何 か を 手 に入 れ て きた の を 聞 い て,そ れ が 何 か も確 か めず に 仲 良 く分 け な さ い と言 っ

た た め,ド ラ ウパ デ ィーは 五人 兄弟 の共 通 の妻 とな った。 この 結 婚で,パ ー ンダ ヴ ァ

た ちが生 存 して い る とい う こと が 明 らか とな る。

　 この あ と,パ ー ンダ ヴ ァ と ドラウパ デ ィー と の 結 婚式 が行 なわ れ る 。物 語 で は,ド

ラ ウパ デ ィー が持 参 金 の 一 部 と して もた ら した 財 産 の す ば ら しさに 嫉 妬 す る ドゥル ヨ

ーダ ナの 姿 が描 かれ る。 結 婚 後,パ ー ンダ ヴ ア た ち はパ ンチ ャー ラ王 国 に住 ん で い た

が,ド ゥ リタ ラー シュ トラの 招 きで再 び都 に戻 り,王 国 の 半 分 を治 め る こ とに な った。

　 ク リシ ュナ がパ ー ンダ ヴ アの た め に王 宮 を 建 て る。 こ こに聖 者 ナ ー ラ ンダ(Naran・

da)が 訪 ね て きて,兄 弟 間 の対 立 を 避 け る た め に,ド ラ ウパ デ ィー は一 年 ご とに夫 を

替 え る こ と,一 年 が終 了 した ら炎 には い っ て身 を清 め る こ とを命 じた。 一 年 目,ド ラ
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ウパ デ ィー は長 兄 の ユ デ ィ シュ テ ィラ と住 む。 しか し,ア ル ジ ュナ は誤 っ て,ド ラ ウ

パ デ ィーを 見 て しま っ た。 こ の罪 を麟 うた め に アル ジ ュナ は 一 年 間巡 礼 に 出 る。 そ し

て,そ の途 上 に出 会 った女 性 た ち と の間 に子 供 を も うけ る。 また この王 宮 に,ド ゥル

ヨー ダ ナが 招 待 され るが,幻 想 を見 て お び え て しま う。 これ を見 て ドラ ウパ デ ィーが

笑 う。 ドゥル ヨー ダ ナ は,こ の 屈 辱 を いつ か 晴 らそ う と誓 う。　 　 `

　 そ の後,ユ デ ィシ ュテ ィ ラの 名声 は高 ま るば か りで,か れ が 天 下 の 王 とな る こ と は

誰 の 目に も明 らか と な って きた 。 そ こで,ド ゥル ヨー ダ ナ は ユ デ ィ シ ュテ ィ ラを さい

こ ろの賭 に誘 った 。 これ が マ ハ ー バ ー ラ タの ク ライマ ックス の ひ とつ で あ る。 こ の賭

で ドゥル ヨー ダ ナ は叔 父 の シ ャ クニ(Sakuni)の 助 け を借 りて 必 ず 勝 つ よ うに細 工 す

る。 この た めパ ー ンダ ヴ ア兄 弟 は全 財 産 を 失 う。 ユ デ ィ シュ テ ィラは 妻 ドラ ウパ デ ィ

ーを も賭 け る こ とに な る。 しか し,ユ デ ィ シ ュテ ィ ラは これ に も破 れ て しま う。 喜 ん

だ ドゥル ヨ ーダ ナ は 弟 の一 人,ド ゥフ シ ャー サ ナ(Dubsasana)に 命 じて ドラ ウパ デ

ィーを 賭 の行 なわ れ て いた ホ ール に 引 つ張 って 来 させ,そ の サ リーを ひ きは が そ うと

した 。 と ころ が,サ リー が ドラ ウパ デ ィー の 身 体 よ り落 ち る やい な や,ク リシュ ナ

(Krsna)神 の力 で 新 たに サ リーが 現 わ れ る。 こ う して,彼 女 は男 た ちの 前 で裸 体 を さ

らす とい う屈辱 よ り救 わ れ るの で あ る。 ここで 賭 の 一 部始 終 を見 て いた 王,ド ゥ リタ

ラ ー シ ュ トラは仲 介 役 を か って で て,シ ャク ニが だ ま し取 ったパ ー ンダ ヴ ァの全 財 産

を返 す よ うに と言 うが,ド ゥル ヨーダ ナ は これを 拒 み,妥 協策 と してパ ー ンダ ヴ ァ と

ドラウパ デ ィ ーは都 を 離れ,12年 間 を森 で暮 ら し,そ の後 最後 の1年 を 誰 に も知 られ

ず に生 活 しな けれ ば な らない こ とに な る。

　 ドラ ウパ デ ィー が人 々の 前 で 辱 め られ た と き,パ ー ンダ ヴ ァ兄弟 の次 兄,ビ ー マ は

ドゥル ヨーダ ナを殺 す ことを 誓 い,ド ラ ウパ デ ィー は その血 を 頭 髪 につ けて 髪 を 流 い

て整 え る と呪 謁(capatam)す る11》。

11)ド ラウパディーは,賭 が行 なわれていた時,生 理中で隔離 されていた とい う[HILTEBEITEL

　 1988:234]。 ただ しD村 のマハーバ ーラタにおいてはこの点は明 らかではない。 生理の問女性

　 は髪を硫 かず に放 ってお く。不浄 の期間が過 ぎると,水 浴を して髪を整える。 したが って,血

　で髪を統 くとい う彼女 の呪いは,そ れが達成 されるまではいわば不浄の身のままにいる という

　 ことを意 味す る。不浄の期間のさまざまなタブーは,供 犠祭主 が供犠の準備期 間(デ ィー クシ

　 in・一一,　Skt・4廊 の に守 らなければならないタブーと類似 している[THITE　 1970]。 このよ うな

　事実 も,本 論の第三章 にみるよ うにマハーバー ラタが供犠のテクス トである という主 張を支持

　 するものであ る。 また,ド ラウパディーは呪誼が達成 されるまで苦行(penance,　Skt.　taPas)の

　状態 にあ った とも解釈で きる。 厳 しい 禁忌を 守 らなければな らない苦行は,他 の 神話か ら推

　 測できるよ うに 強大な 力を当事者 に 与える(こ の点について は0'Flaherty[1973],　 Kaelber

　 [1976]を 参照)。 ドラウパデ ィーはこうして敵の死 によ って しか抑えることのできないような

　 力をもった ともいえる。この点で,ム ンダルにおける ドラウパ ディー女神祭祀のポスターでカ

　 ウラヴァとの戦いをパ ー ンダ ヴァにそそのか したのは ドラウパデ ィーであ ったと書いていたの

　 は示唆的である。それは,ド ラウパデ ィーが夫 に従 う恭順な女 ではなか った とい うことを示唆/
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　 森 に住 ん で い る間,パ ー ンダ ヴ アた ちは さ ま ざ ま な 冒険 に 出会 う。 かれ らと と もに

一 万二 千 人 の ブ ラ ーマ ン も森 に入 る
。 か れ らの食 事 を 用 意 す るた めの 魔 法 の 鍋 が ドゥ

ル ヨーダ ナ に授 け られ る。 また ビーマ が 蛇 に飲 み込 ま れ るエ ピ ソー ドが語 られ る。

　 さ らに,ア ル ジュ ナが シヴ ァ神 に祈 願 して 苦行(Skt,　 taPas)を 始 め,世 界 最 強 の 武

器 パ ー シ ュパ タ(Pa6upata)を 得 る場 面 が あ る。 この 苦 行 を 撹乱 す るた めに,ド ゥル

ヨーダ ナ が放 った 野豚 が この木 の所 に 現 わ れ る。 それ を 追 うの は,狩 人 に変 装 した シ

ヴ ァ とそ の妻 シ ャク テ ィ(Sakti)で あ る。 野豚 は アル ジ ュ ナ と狩 人 の二 人 の 矢 に よ っ

て しとめ られ る。 こ こで ア ル ジ ュナ と狩 人 は どち らが先 に殺 した かを 言 い争 い,弓 矢

を 競 う。 アル ジ ュ ナ は狩 人 に負 け るが,苦 行 が終 了 した の を祝 って,シ ヴ ァは アル ジ

ュ ナに パ ー シュパ タを 与 え る。

　 そ して,最 後 の 年 を 何 とか誰 に も気 づ か れ ず に過 ごす こ との で きたパ ー ンダ ヴ アは

カ ウ ラヴ ァと の交 戦 を 決 意 す る。 戦 い が 始 ま る前 夜,ク リシ ュナ は,ド ゥル ヨー ダ ナ

側 を訪 ね て,か れ らが 王 国 の半 分 を 譲 り渡 す気 が な いか を 問 うが,か れ らは これ を 拒

否 す る。戦 い は も はや 避 け られ な い事 態 とな った。

　 こ う して18日 間 に わ た る骨 肉の 争 い が 開始 され た の で あ る。17日 目,す で に ド ゥル

ヨーダ ナ側 につ いて いた ビ ー シュマ も,ド ロー ナ も,カ ル ナ も死 ん だ。 翌 日 ドゥル ヨ

ーダ ナ側 の将 軍 と な った ミ トラ国 の王 シ ャ リヤ(Salya)と ユ デ ィ シュ テ ィラを 中心 と

す る壮 絶 な戦 い が始 ま る。 アル ジュ ナ は ドロー ナ の 子 供 と して 育 て られ た ア シ ュヴ

ァ ッタ ー マ ン(ASvatthaman)と,ナ ク ラは カ ル ナ の子 供 た ち とそ れ ぞれ 戦 う。 ビー

マ は ドゥル ヨー ダ ナの 弟 た ちをつ ぎつ ぎ と倒 す 。 この 日 ユ デ ィ シ ュテ ィ ラは シャ リヤ

を 殺 し,パ ー ンダ ヴ ァを 勝 利 へ と導 く。 失 意 の ドゥル ヨーダ ナは叔 父 の シ ャクニ に慰

め られ,再 度戦 場 へ と赴 き ビ ーマ の矢 に 倒 れ て 意 識 を失 う。 その う ちマ ヌ朝 の シ ョー

ラ王 が ア シ ュヴ ァ ッタ ーマ ンに矢 を放 ち,か れ は退 く。 また サ ハ デ ー ヴ ァは シ ャク ニ

を殺 す 。 こ う して18日 間 に わ た る壮 絶 な戦 い は パ ー ンダ ヴ ァた ちの勝 利 に終 わ った 。

ドゥル ヨ ーダ ナ は湖 の底 に 潜 み,死 者 た ちを 蘇 らせ る こと の可 能 な サ ム ジーヴ ァニ ー

(Samjivani)・ マ ン トラの使 用 を試 み る。 しか し,こ こで パ ー ンダ ヴ アた ちに 見 つ か

り,ド ゥル ヨー ダ ナ と ビ ーマ の一 騎 打 ち とな って ビーマ が勝 利 す る。 ドラ ウパ デ ィー

は ドゥル ヨー ダ ナ の血 で 髪 を流 い て,呪 誼 を 実 現 す る。

＼する。南イ ンドの語 りによると,追 放期間の ドラウパディーは,カ ー リー女神のよ うに,凶 暴

　 な姿を とり,パ ー ンダヴ ァが寝静ま った後,森 の中を彷裡 し,あ らゆるものを 口に したという

　 [HILTEBEmL　 1988:289-295]。 ドラウパデ ィーは結婚 していたが,戦 いの時まで性交不可能

　 な 「不浄」な状態であ ったと考えると,む しろ未婚の女や未亡人な どと同 じく,夫 が欠如 した,

　 管理 され得ない女であ ったといえる。後述するよ うに,配 偶者 が存在 しないのは危険な村 の女

　 神の特徴で もある。なお,ド ラウパデ ィーは,結 婚後も(す なわ ち追放され る前 か ら)処 女で

　 あったとい う話 を村人か ら聞いた。
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　 サ ンス ク リッ ト語 に よ るマ ハ ーバ ー ラタ で は,こ の戦 い の後 の パ ー ンダ ヴ ァた ち の

生 活 と死 後 の カ ウ ラヴ ァた ち との 出会 い が描 写 され て い るが,祭 祀 にお い て は ユ デ ィ

シ ュテ ィ ラの 戴 冠 式 で終 了 す る。

b)ド ラウパ デ ィー女 神寺 院 の成 立 と発 展

　 ドラ ウパ デ ィー女 神 を 祀 る寺 院 は,主 に南 イ ン ドの タ ミル ナ ーでドゥ州 の北 部 に 集 中

して い る12)。 ス リラ ンカの 西 岸部 で はD村 と近 隣 のN村 が よ く知 られ て い る。D村 の

人 々は か つ てN村 に 住 ん で い た と い う話 もあ り,両 者 は歴 史 的に も密接 な 関係 があ る。

東 岸 部 で はバ チ カ ロ ー周 辺 に ドラウパ デ ィ ー女 神寺 院 が い くつ か存 在 す る とい うが,

筆 者 は未 見 で あ る。

　 D村 の 漁 民 カ ス トの人 々 の話 を 総 合 す る と,か れ らは17世 紀 の半 ば に 南 イ ン ドよ り

ス リラ ン カのマ ンナ ール(Mannar)地 方 に移 住 し,そ の 後 徐 々に南 下 して,18世 紀 に

は現 在 のD村 に定 着 す る ことに な った。 ドラウパ デ ィ ー女 神 の崇 拝 はス リラ ンカ に移

住 す る前 か らの もの で あ った。漁 民 カ ス トの 名 前 が シ ンハ ラ語 で カ ラー ワ ア(Karava)

とい うた め,マ ハ ーバ ー ラタ の カ ウ ラヴ アと の結 び つ きを指 摘 す る村 人 が い る。 この

説 は,宗 教 に 関 係 な くス リラ ン カの 漁 民た ちの 間 に 広 く認 め られ る もので あ る13)。 こ

の 種 の 主 張 は,ド ラ ウパ デ ィー崇 拝 の 理 由 とい うよ り も,漁 民 カス トが カ ウ ラヴ ァと

12)一 説 によ る と,14世 紀 に タ ミル ナ ー ドゥ州 のギ ンギ ー(Gingee)に お い て発 生 したHiltebeitel

　 [1988:18]。 ドラ ウパ デ ィ ー女 神 を祀 る寺 院 も この周 辺 に集 中 して い る。 しか し,今 日で は タ

　 ミル人 の 移住 地 全 域 に 分布 して い る。 南 イ ン ドにつ いて はHiltebeite1[1982,1988],　 OPPert

　 [1893:97～981,Pandian　 [1983],　Reiniche　 [1979二176],　 Richards[1910],　 SQnnerat[1782:

　 247-248],Stokes[1873],シ ンガ ポ ール に つ いて はBabb[1974],　 Lewis[1931:513-517],フ

　 ィ ジー につ い て はBrown[1978:223-252],フ ラ ンス 領 の レユ ニ オ ン島 につ い て はBraive　 et　ai・

　 [1974]が あ る。D村 を 含 む ス リラ ンカ の ドラ ウパ デ ィー 祭 祀 に つ い て はModder[1908],

　 Nevill[1887],　 Raghavan[1961:75-77]が あ る。

13)こ の 点 につ い て はRaghavan[1961:5]を 参 照 。 よ り一 般 的 に はRobert[1982:Chapter

　 2]を 参 照 。 ヒルテ ベ ィ テ ル は,南 イ ン ドで ドラ ウパ デ ィー祭 祀 に深 く関与 して い るの は,ヴ ァ

　 ンニ ヤル(VmPiyar),ム ダ リヤ ール ・ヴ ェー ラー ラル(Mutali頭r　 Vε同ar),コ ー ナー ル(Kδ 一

　 項r)の 三 カ ス トで あ る が,と くに ヴ ァンニ ヤル が主 要 な カ ス トで あ る と論 じてい る。 か れ らは,

今 日で は 農耕 民 で あ るが,か つて は戦 士 と して 王侯 に仕 えて いた 。ヒル テ ベ イテ ル は,さ らに15

　 -16世 紀 に ヴ ァ ンニ ヤ ルの一 部 が 戦 い に敗 れ てス リラ ンカ に渡 った 事 実 に注 目 し,こ の 子孫 た

　 ち が ス リラ ンカ に ドラウパ デ ィ ー祭 祀 を定 着 させ た ので は ない か と推 測 して い る[HILmeBEImeL

　 1988:32-39]。D村 の漁民 た ちは,17世 紀 にイ ン ドか ら移 住 して き た といわ れ て い る。 この点

　 で,ヒ ルテ ベ イ テル の推 定 す る移民 の時期 とず れ る が,か れ らが ヴ ァ ンニ ヤルで あ った か も し

　 れ な い とい う事 実 を 否定 す る もので はな い 。 この こ とは ま た,た とえ マハ ー バ ー ラタ の登 場 人

　 物 に 直接 結 び つ くもの で はな い に して も,か れ らが過 去 に戦士 で あ った とい う可 能 性 を残 す も

　 の で あ る。D村 に伝 え られて い る漁 民 カス トの 起 源 神話 で は,ク ル家 の娘 が悪 い王(こ こで は

　 地 方 の 領主)に 見 初 め られ たた め に,こ れ を嫌 う クル家 の人 た ちが イ ン ドか らス リラ ンカ に逃

　 げ,そ の子 孫 が今 日 のD村 の漁 民 カ ス トで あ る とい う[COImaA　 l　965]。 マハ ーバ ー ラタ は クル

　 家 の 物語 で あ った こ とを 考え る と,こ の神話 にお いて も,直 接 の言 及 は ない に して も,マ ハ ー

　 バ ー ラタ と漁 民 た ち との 結 びつ きが示 唆 されて い る といえ る。
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同 じ戦 士(K§atriya)階 級 で あ る と い うこ との正 当化 に使 用 され て い る。 ま た,あ る

村 人 は,漁 民 カス トと ドラ ウパ デ ィー祭 祀 と の密 接 な 関係 を示 す 理 由 と して,パ ー ン

ダ ヴ ァの 祖 先 で あ るヴ ィヤ ーサ の母,サ テ ィヤヴ ァテ ィー が魚 か ら生 ま れ,漁 師の 頭

に育 て られ た とい う挿 話 を紹 介 した。 この挿 話 は ドラ ウパ デ ィー祭 祀 で 語 られ る もの

で,こ の 魚 はヤ ム ナ女 神 が変 身 して い た もので あ った。 彼 女 は,小 鳥 が落 と した太 陽

王朝 の王 ヴ ァス の 精 液二 滴 を 呑 込 み妊 娠 す る。 その後 彼女 は漁 師 に 捕 ま り,そ の腹 の

中 か ら生 ま れ た の が サ テ ィ ヤ ヴ ァテ ィー と ひ と りの 男 の子 で あ った 。 男 は王 に 引 き取

られ るが,サ テ ィヤ ヴ ァテ ィ ーは 漁 師 の頭 に育 て られ る。 この 場 合,漁 民 カ ス トの 出

自 は ク シ ャ トリヤ に結 びつ いて は い な い14》。

　 漁 民 た ち が どの よ うな形 で ドラ ウパ デ ィーを 村 の女 神 と して 祀 る よ うに な ったか は

定 かで はな い 。 当初 はか れ らの 中か ら司祭 が選 ば れ て,女 神 を 祀 って い た と い う。 し

か し,1860年 頃 に は この地 域 に 住 ん で い たパ ンダ ー ラ ン ・カス トの成 員 が村 に移 住 し,

漁 民 カ ス トの成 員 に代 わ って ドラ ウパ デ ィー寺 院 の 司祭 お よび 霊 媒 とな った。 そ して,

1890年 代 に な って初 めて,ブ ラー マ ンが村 に滞 在 して,ド ラウパ デ ィー女 神 寺 院の 司

祭 とな る。 ブ ラ ーマ ン司 祭 お よび 霊媒 の系 譜 に つ い て は後 に 詳 し く論 じる こ とに す る。

こ こで 述 べ て お きた い こと は,ド ラ ウパ デ ィー女神 寺 院 の変 化 で あ る。

　 今 世 紀 に入 って か ら ドラウパ デ ィー寺 院 は何 度 も改築 され る。 ま ず,土 で で きた 粗

末 な寺 院 が1908年 に 煉 瓦 作 りの寺 院 と な った 。 この年 に は西 岸 部 で は最 大 の シヴ ア

(Siva)寺 院 の ム ン ネ ー シ ュヴ ァラ ム(Munnesvaram)寺 院 よ りブ ラ ーマ ン司 祭 た ちが

来 て,寺 院 を聖 化 す る盛大 な儀 礼(Skt.mahakumbabhiseka)の を執 り行 な った15)。 つ い

で,1929年 に寺 院 の一 部 が改 修 され る。 特筆 す べ きな の は1950年 の寺 院改 修 で,こ の

年,ド ラ ウパ デ ィ ー寺 院 は実 質 的 にパ ー ル タ サ ー ラテ ィ(Partasarati)を 本 尊 と して

祀 るパ ール タサ ー ラテ ィ寺 院 へ と変 貌 し,寺 院聖 化儀 礼 が行 なわ れ た 。 マハ ー バ ー ラ

タで パ ー ンダヴ ァの守 護 神 と な るの が 久 リ シュ ナ神 で,か れ はア ル ジ ュナ の乗 る戦 車

の 御老 パ ール タサ ー ラテ ィと して 活躍 す る 。 こ こに ドラ ウパ デ ィー とパ ール タ サ ー ラ

テ ィとの 結 びつ きが存 在 す る。 この結 果,そ れ まで 内陣(mulastanam)に あ っ た ドラ

ウパ デ ィー女 神 の石 像 はパ ール タ サ ー ラテ ィ像の手 前 に安 置 され る こ とに な る(図4

参 照)16)。1950年 後 も,1961年,1972年,1974年,1980年 に 改修 が な され た 。

14)南 イ ン ドの他 の漁 民 カ ス ト(Paravar)に お いて も,カ ス トの起 源神 話 と して 同 じ挿 話 を 語 っ

　 て い る例 が 報告 され て い る[THuRsToN　 and　RAIgGAcHAI(11987:142]。

15)多 分 そ の後 の 改修 を 祝 う聖 化 儀礼 にお い て も,ム ンネ ー シ ュヴ ァラム よ り司 祭 た ちが 招 かれ

　 た と推 察 で きる。

16)厳 密 には ドラウパ デ ィーの石 像 の 場 所 はardhama4daPaだ が,本 論で は内 陣 と して 記 述 して

　 い る 。
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　 ブ ラーマ ン司 祭 が ドラ ウパ デ ィ ー寺 院 の専 従 司 祭 と な る前 の ドラウパ デ ィ ー女 神 の

性 格 を 推 し量 る こ とは 困難 で あ るが,す くな くと も1890年 以前 は パ ンダ ー ランが 司祭

で あ り,ま た20世 紀 初 頭 まで 動 物 供 犠 が 行 なわ れ て い た とい う記 録 があ る[MODDER

l908:179]。 こ こか ら ドラ ウパ デ ィー祭 祀 に は,よ り激 しい 憑 依 な ど村 の女 神 特 有 の

諸 特 徴 が存 在 した と推 測 で きる。 しか し,こ れ らの諸 特 徴 は ブ ラー マ ンと の 関わ りを

通 じて払 拭 され て い き,最 後 に は そ の寺 院 が パ ール タ サ ー ラテ ィ寺 院 へ と変 容 したの

で あ る。

　 ドラ ウパ デ ィー女 神 寺 院 の サ ンス ク リ ッ ト化 の過 程 が一 段 落 す る時 点 を,そ れ がパ

ール タ サ ー ラテ ィ寺 院 へ と変 貌 した1950年 に 求 め る ことが で き るが,そ れ は,今 日見

る こ との で きる村 落 祭 祀 の パ トロ ン制 度 が確 立 した年 で もあ った 。 この 点 に つ い て は

後 述 す る。

c)神 　々

　 ドラウパディーを祀 るパールタサーラティ寺院は,村 の中心よりやや南よりのとこ

ろに位置する。その前には大きな広場があり,家 々が密集するD村 の他の地域と対照

的に落ち着いた零囲気を漂わせている(写 真1)。 広場の回りにはバス停,青 空市場,

雑貨店や茶屋,布 を売る店,散 髪屋,さ らに行政関係の建物が集まっていて村の日常

活動の中心となっている。青空市場には野菜を売る商人が毎日外からやって くる。

　パールタサーラティ寺院の構造は,基 本的に他のヒンドゥ寺院と同じである(図4

参照)。 ただし,一 部を除き,こ こには外と境内とを区別するような外壁 も門もな く,

建物の壁が外と聖なる空間である寺院とを区別する唯一のものである。また建物の内

写真1　 パールタサー ラティ寺院
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図4　 パールタサーラテ ィ寺院

部 の 北東 側 に は ヒン ド ゥ寺 院管 理 委 員 会 の 事務 所 があ る。

　 以 下 で は パ ール タサ ー ラテ ィ寺 院 に 祀 られ て い る主 要 な神 々を 紹 介 す る。 す で に ふ

れ た よ うに,ド ラ ウパ デ ィー女 神 を 安 置 す る寺 院 の本 尊 はパ ール タ サ ー ラテ ィで あ る。

パ ール タ サ ー ラテ ィす なわ ち ク リシュ ナは,今 日の ヒ ン ドゥ教 で シヴ アと並 ん で も っ

とも人 気 が 高 い ヴ ィ シ ュ ヌ(Visnu)神 の 化 身 で あ る。 パ ー ル タサ ー ラ テ ィに は 二 人

の配 偶 神,か れ の 右 側 に ル ク ミ ニ ー(Rukumipi)そ し て 左 側 に サ テ ィヤ バ ーマ ー

(Satyabama)が 控 え て い るが,こ れ らは独 立 した 信 仰 の 対 象 とは な って い な い。

　 D村 の ドラ ウパ デ ィー女 神 は他 の村 の女 神,す な わ ち行 政 上 は 隣村 に寺 院 の あ るム

ッ トゥマ ー リー(Muttumari,以 下マ ー リー と略 す)や バ ドラカ ー リー(Badhrakali,

以 下 カー リー と略 す)女 神 に比 べ て,性 格 が温 和 で,動 物 供 犠 を 受 けつ けな い 清 浄 な

(paricuttamana)の存 在 と形 容 され る。 マ ー リー や カ ー リー女 神 の 祭 祀 で は,冷 却 効 果 の

あ る イ ン ド ・セ ンダ ン(vempu,Azadirachta　 Indica)の 葉 を 儀 礼 に使 用す る。 イ ン ド ・

セ ンダ ンの 葉 は また 天 然 痘 に 効果 があ る と信 じ られて い る。 この 事 実 は,こ れ らの 女

神 が 天 然痘 を 引 き起 こす神 で あ る こ とを示 唆 して い る1?)。 これ に 対 して ドラ ウパ デ ィ

ー女 神 の 儀 礼 に は け っ して イ ン ド ・セ ンダ ンを使 用 しな い。 ドラ ゥパ デ ィー女 神 の依

代 に な るの は,マ ン ゴ ーの 葉 や コ コヤ シの 花穂(tenkaypu)の で あ る。 一 般 に ブ ラーマ ン

17)イ ン ド ・セ ンダ ンにつ いて は 田 中[1989a:480]で 論 じた 。
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司祭 が奉 仕 す る神 は慈 悲 深 く,入 々 に憑 依 して苦 しめた り しな い18)。 ドラ ウパ デ ィー

の憑 依 は その祭 の と きの み 生 じ る。 ドラ ウパ デ ィー は しば しば ヴ ィ シュ ヌの 妻,ラ ク

シュ ミー と同一 視 され る。 ま た ク リシュ ナの 妻 と も妹 と も いわ れ る19)。

　 しか しな が ら,ド ラ ウパ デ ィー女神 は 内陣 の パ ール タ サ ー ラテ ィや その 配 偶者 とま

っ た く同等 に 扱 わ れて い る ので はな い 。 そ の像 の 安 置場 所 は,寺 院で も っ と も浄 で あ

るパ ー ル タ サ ー ラ テ ィの 像 の 置 かれ て い る場所 よ り少 し入 口寄 りに あ る。 ま た,ド ラ

ウパ デ ィー 女 神 の 乗物(Skt.vahana)の が ライオ ンで あ る こ とを 指摘 した い 。 これ は ド

ゥル ガ ー や カ ー リー また マ ー リー女 神 と同 じもの で,そ の潜 在 的 な 危 険性 を 表 わ す と

い え る20)。 ドラウパ デ ィー はパ ー ンダ ヴ ァの妻 で あ るが,寺 院 にパ ー ンダ ヴ ァの 像 は

な く,村 の 女神 の 特質 で あ る未 婚 の女 神 を 想 起 させ る21)。未 婚 の女 神 は,配 偶神 とと

もに 祀 られ て い る女 神 に 比 べ て危 険 であ る とい わ れ る。 ドラ ウパ デ ィー女神 の祭 祀 の

際 に その 憑 依 を 受 けて,女 神 と して ふ るま うの は,ブ ラーマ ン よ り も地 位 の 低 い パ ン

ダ ー ラ ン ・カー ス トの 成 員 で あ る こ と も ドラ ウパ デ ィー女 神 の 性 格 の曖 昧 さを 示 唆 し

て い る。

　 つ ぎに,内 陣 に 向 か って 左手 前 に小 祠 の あ るガ ネ ー シ ャ(Gape忌a)に つ いて 見 て み

よ う。 か れ は シヴ ァの 長男 で,ヴ ィナ ー ヤ カ(Vinayaka)と もい う。 かれ を 礼 拝 す る

とい か な る障 害 も取 り除 い て くれ る22)。 この た め儀 礼 の際 に は,ま ず か れ に礼 拝 を行

な って,以 後 の儀 礼 が ス ム ー ズに 執 り行 なわ れ る よ うに祈 る。 か れ は また 非 常 に 嫉 妬

深 い ので,最 初 に 礼拝 を して尊 敬 を 表 明 しな い と,な に が起 こ るか わ か らな い と恐 れ

られ て い る。

　 ガ ネ ー シ ャの 小 祠 と内 陣 を は さん で ち ょう ど反 対 の と ころに ムル ガ ン(Murukag)

の 小 祠 が あ る。 か れ は シヴ ァの 次男 で あ る。 もと もと ムル ガ ンは タ ミル人 が 古 くか ら

信 仰 して いた 固 有 の 神 で あ った が,今 日で は ア ー リヤ 系 の ス カ ン ダ(Skanda)神 と同

一 視 され て い る
。 こ こか らカ ンダ サ ー ミ(Kantacami)と もい う。 ムル ガ ン はタ ミル

18)若 い女 性 の両 義 的 な憑 依 に関 して,ド ラ ゥパ デ ィ ー が憑依 して い る と主 張す る老女 に 出会 っ

　 た こ とが あ る が,こ れ は若 い女 性 に憑 い て い る神 々 と じて村 の寺 院 に祀 られて い る女 神を す べ

　て 列 挙 して い た もの で例 外 とい え る。

19)ラ ク シ ュ、ミー と同一 視 され る とい う事 実 につ い て は,宜iltebeitel[1981:205]を 参照 。 ク リ

　 シュ ナ との 関係 につ いて は,後 述 す る ク ン ミ ・ダ ンスの 歌 に も認 め られ る。

20)こ の点 につ いて はHiltebeite1[1988:9]に も類 似 の指 摘 が あ る。 ドラ ウパ デ ィーの 別 名 は肌

　 の 色 が黒 い とい う意 味 の ク リシ ュナ ーで ある 。 こ こか ら や は り黒 を 意 味 す る カー リー(K互1i)

女 神 との 結 びつ きを示 唆 す る 研 究者 もい る[BIARDEAu　 1976b:235]。 シ ンガ ポ ール で は ドラ

　 ウパ デ ィー は ドゥル ガ ー の化 身 とみ な されて い る[BaSB　 1974:4]。

21)村 の女 神 が未 婚 の女 神(kamPi,処 女)で あ る とい う点 につ いて はKinsley[1987:202]を 参照 。

　数 人 の 村人 た ち は,結 婚 後 も ドラウパ デ ィ ーは処 女 で あ った と主 張 した 。 この点 に つ い て は

　 H五ltebeitel[1988:8-9,74]お よび注11を 参照 。

22)ガ ネ ー シ ャにつ い て 詳 し くはGourtright[1985]を 参照 。
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文 化 圏 に お いて も っ と も人 気 の あ る神 で,さ ま ざ ま な伝 説 や 固有 の儀 礼 が発 達 した23)。

　 内 陣 の入 口の脇,向 か って左 側 に は 祓 除 師(mantiravati)の 首 を 持 つ ム ッタ ー ララ ー

ジ ャ ン(Muttalar司a塾),右 側 には馬 に乗 る ポ ー ッ トゥ ラー ジ ャ ン(P6ttur司a旦)が 守

護 神 あ るい は見 張 り番(kaval)の と して 立 って い る24》。 そ して,寺 院 の 入 口に位 置 す る

地 下 の 国 の 支配 者 で あ る蛇神 ナ ー ガタ ン ビ(Nakatampi)が い る。 旗 竿 の 前に は ヴ ィ

ー ラバ ドラが寺 院 の 入 口に 向か って 立 って い る25)。か れ もまた この 寺 院 の見 張 り番 で

あ る。 パ ー ル タ サ ー ラテ ィの乗 物 で あ るガル ー ダ は,パ ール タ サ ー ラテ ィの方 を 向 い

て 供 物 を 置 く台 で あ るバ リ ピータ(Skt.baipitha)の 後 ろに い る。

　 以 上 は,パ ール タサ ー ラテ ィ寺 院 で 石 像 と して 表象 され て い る神 々で あ る。 しか し

なが ら,祭 祀 の期 間 中神 々の 表象 と な る もの は これ らの石 像 に 限 らな い6霊 媒 が 頭 に

乗 せ るカ ラハ ム(karakam)と い う壷 は女 神 の 一 時 的 な 依代 と な る。 ま た北 側 に 安 置 さ

れ て い る金 属 性 の祭 祀 像(Skt.utsavamurti)は 行 進 に使 用 され る。 これ らは,祭 祀 と

い う非 日常 空 間 に お け る神 々の力 の依 代 と考 え る こと が で き る26)。

d)祭 祀組織

　 ドラ ウパ デ ィー女 神 祭 祀 は,ヒ ン ドゥ寺 院 管 理 委 員会 の下 で 運 営 され る。 それ は10

名 よ り成 り,漁 民 カ ス トの なか か ら男 性 た ちの 選 挙 で選 出 され る。 任 期 は1年 で あ る。

ヒ ン ドゥ寺 院 管 理 委 員会 は村 の 四つ の寺 院 の 管 理,司 祭 や サ ー ビス ・カ ス トへ の 報 酬

の支 払 い,祭 の経 費(vari)の 徴 収 な どを行 な う。 この 委 員会 は村 落 政 治 の焦 点 の ひ と

つ で あ り,収 入 源 も豊 か で あ る。 従 来 村 の 有 力者 が 委員 に選 ば れ て きた。 した が って,

23)ム ルガ ンについて詳 しくはClothey[1978]を 参照。

24)筆 者は,こ の説明をブラーマ ン司祭 か ら受けたが,混 乱があるように思われる。その根拠 と

　なる神話を簡単 に紹介 してお く。それによると,ス ニーダ ンとい う名の王が統治する王国は し

　ば しば,百 の顔 を持つ魔神@蹴 ⑫ に襲われた。 ポー ットゥラージ ャンはこの王の家 臣であ

　 った。かれ らは ドラウパデ ィーに助 けを求 める。 ドラウパデ ィーは魔神 と戦 うが,魔 神の最後

　の首が地上 に落 ちると,そ れを切 った神が死ぬ といわれていた。 このため,ス ニーダ ンはポー

　 ットゥラージャンに ドラウパデ ィーが最後の首をはねた ら,そ れが地面 に落ちないよ うに手で

　持 っているようにと命令 した。かれ はこの命令を守 ったため,首 をはねた ドラウパデ ィーは,

　死ぬ こともな く魔神を退治す ることがで きたのである。このため,ポ ー ットゥラージ ャンは首

　を手に持つ者 として 描かれる(詳 しくはHiltebeitel[1988:79ff]を 参照)。 ム ッター ララァジ

　 ャンあるい はム ッタール ・ラーヴ ッタ ン(Mutt互1　R互vuttan)に ついて述べ ると,か れはムス リ

　 ムだが,イ ス ラム教を捨てて ドラウパデ ィー女神の信徒にな った。一説 によるとかれはムス リ

　 ムの騎兵(iravttaG)で あった。 このため,か れは馬 に乗 っている人物 と して描 かれているので

　ある[HILrZBEImL　 1988:51]。 以上か らポー ットゥラージ ャンが首を持 ち,ム ッター ララー

　 ジャンが馬 に乗る人物 と考え る方 が妥 当であろう。

25)ポ ー ッ トゥラージャンとヴィー ラバ ドラは しば しば同一視 されるため,こ の場合 もポー ッ ト

　 ゥラージ ャンである可能性 が高い[HILmsBEIrsL　 1988:43,139　 n・7]。

26)こ の点 については田中[1989a:475-476]を 参照。 後 にみるように,司 祭 と霊媒 とい う職能

　者の分業 と神の依代(神 体)の 種類 とは密接に関係 している。
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ヒンドゥ寺院管理委員会は,実 質的には漁民カス トの一部の利益を代表しているのだ

が,理 念的には村全体または漁民カス トを代表する機関なのである。

　祭祀には,そ れを経済的に支えるパ トロン(upayakkaran)のが存在する。 村落祭祀の

場合パ トロンは大 きく二つに分かれる。ひとつは,年 間25ル ピー(1982年 当時1ル ピ

ーは約10円)程 度の少額の金を寄付する漁民カス トの成人男性である。もうひとつは,

原則として村の網元である。かれらの支払う金額は成人男性が一律に払う寄付より大

きい。それは年間350ル ピーほどである。そして,前 者の代表としてヒンドゥ寺院管

理委員会の委員長が儀礼に参加する。後述する分析で明らかなように,村 の政治経済

関係はこのパ トロン制度を媒介として祭祀という宗教領域に介在 しているのであり,

またそれを通じて祭祀は権力構造を構築する一要素として機能 しているのである。

　漁民カス ト(村 人)と 網元の二種類のパ トロンが ドラウパディー祭祀に存在すると

いうことは,第 三章で明らかなように祭祀の構造を理解する上できわめて重要である。

これに加えて,カ ス トや地域共同体,あ るいは経済的要因によって規定されない 「信

徒(バ クタ,Skt.　bhakta)」の存在 も重要であることをここで指摘 しておきたい。

　パ トロン制度の一部が網元という経済的な要因に基づいているということは,さ き

に示唆したように,経 済的な変化がそのままパ トロン制度に反映 していることを意味

する。村落祭祀のパ トロン制度の歴史をたどってみると,網 元たちがパ トロンになる

ということが明文化されたのは1950年 のことにすぎない。それ以前にも裕福な網元た

ちがパ トロンをつとめていたが,今 日見 られるような形をとってはいなかった。1950

年にパ トロン制度が網元中心のものとなったのは,パ ールタサーラティ寺院の大改築

の完成を契機としているが,そ の背景には網元たちの経済的な地位の上昇という事実

があったことを忘れてはならない。すなわち,第 二次世界大戦中の食糧不足による魚

の値の高騰や交通網の拡張 ・整備が,コ ロンボへの出荷を促進 し,村 に資本の蓄積を

可能にして,網 元の経済的な地位を高めたのである27)。

　その当時,地 引網漁は村の周辺に限られていたが,1950年 代末より村の外部,と く

に東海岸に漁場を得て操業を開始する新興の網元が現われてきた。かれらは,最 初村

落祭祀のパ トロンから除外されていたが,1973年 にパ トロンの資格を与えられること

になった。そして,同 じ年に新 しい村の祭りが始まっている。 こうしてパ トロン制度

は,網 元という条件を崩してはいないが,よ り開かれたものとなったのである。村周

辺と異なり,東 海岸 には新 しく操業するための漁場が多いため,網 元の数は年々増え,

その結果,パ トロンであることの価値も減ることになった。したがって,裕 福な網元

27)こ の点 につ いて はAlexander[1982:210]を 参照 。
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たちはパ トロンに要求される額以上の寄進を,ト ラクターの提供や祭具の購入など,

別の形で行なっている。

　さて,そ の後の変化は 「網元のみ」という原則をも変化せ しめるものであった。す

なわち,1979年 にいままで個人的に多額の寄付をしていた二人のコロンボの商人を正

式なパ トロンとして認めたのである。この問題は,そ れより数年前か ら懸案となって

いた ものであった。かれらはD村 と何の経済的な利害関係も持たないため,そ の行為

は純粋な信心に基づ くものと思われる。しかしながら,本 来村落祭祀のパ トロン制度

が村民以外の人間を正式にパ トロンとして受け入れたことは異例なことであった。

　最後に筆者が調査中に気づいたものとして,動 力船の所有者がパ トロンとして村落

祭祀に名を連ねていたというものがある。これは例外的なものであったのか,そ れと

も今後の変化を意味するものか定かではない。 しかし,1970年 代の後半より網元体制

を脅かす勢力が,こ の動力船の所有者たちであることを考えると,き わめて暗示的な

ものと思われる。また,も うひとつの例外として,も と網元であった商人がやはりパ

トロンにとどまっていた。

　以上のように,網 元を中心とするパ トロン制度もこの30年 の間に変化してきている

が,網 元たちのなかにも伝統的な村落の支配層に属さない人々が徐々に出現 している。

その典型的な例は,劣 位のサブカス トに属する二人の網元たちである。すでに指摘 し

たように,こ のサブカス トは高位のサブカス トの使用人であった。それがいまでは網

元である。しかしなお,高 位の者は劣位の者を差別 している。このように見て くると,

網元であるということを条件とするパ トロン制度は,そ れだけを条件とするゆえにか

えって村の複雑な社会関係を忠実に反映しているとはいえない。しかしながら,今 日

でもなお網元たちがD村 の権力構造の主要部分を構成 していることにかわりはない。

ただし,す でに明らかになったようにパ トロンは必ずしも網元とは限らない。このた

め本論では村の有力者という言葉を網元でない村出身のパ トロンたちをも包括する言

葉として使用したい。なお,本 論では,議 論を複雑にすることを避けるために,コ ロ

ンボの商人など例外と思われるパ トロンたちを分析の対象からはず している。

　 ドラウパディー女神祭祀では,網 元を中心とするパ トロンたちが11日 目以後の儀礼

の諸経費を請け負う。村の有力者たちがパ トロンとなるのは11日 目,12日 目,13日 目,

16日 目の4日 間である。村の有力者たち約70名 が四つのグループに分かれて,4日 間

のどれかにパ トロンとして参加する。14日 目と15日目はコロンボの商人たち,そ して,

17日 目は村(漁 民カス ト)全 体がパ トロンとなる。他はヒンドゥ寺院管理委員会の予

算で執行する。
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写真2　 儀礼中の祓除師

e)宗 教職能者と祭祀への参加者

　村の代表的な宗教職能者は大きく三

つに分かれる。それらはブラーマン・

カス トの司祭,パ ンダーラン・カス ト

の霊媒,特 定のカス トに限らない祓除

師である。本論の主要な目的は,ひ と

つの村落祭祀における司祭と霊媒との

関係を論 じることにあるのだが,そ れ

は宗教職能者についての従来の類型論

を批判的に考察することでもある。そ

のため,こ こで祭祀とは直接関係のな

い祓除師についても簡単に触れること

にする。

　祓除師(annavi)は,　 D村 に5人 い

る(写真2)。 その内の一人を除いてす

べてD村 の漁民カス ト出身である。か

れ らは漁業に従事する傍 ら呪文と祓除

儀礼を別の祓除師から学び,頼 まれる

と他人の家に出かけてい く。 南インドの祓除師を 指す言葉,マ ンディラヴ ァーディ

(mantiravati)の が示唆するように,か れらの呪術的な力の源泉は呪文(mantiram,　 Skt.

mantra)の にある。かれらが取り扱うことがらは,病 気や厄災で苦 しむ人からその原因

と思われる悪霊(pey)を 取り除 くこと,縁 談の成就,漁 業の成功,そ の他の金儲け,

黒呪術などがある。ここで詳 しい祓除儀礼(kalippu)の 記述を行なうことは避けるが,

重要なことはかれら自身が祓除にあたって憑依状態にはいらないという事実である。

かれらの力はあ くまで獲得 した呪文に潜んでいる。かれらはある祓除師を師として呪

文を学び独立する。 この点で,祓 除師は生得的な身分と関係なく誰でもなることがで

きると考えてよいと思われる。これが司祭や霊媒と異なる特徴である。また,司 祭や

霊媒が主として神々と関係するのにたいし,祓 除師は悪霊のような否定的な力を専門

的に処理する。かれ らの儀礼は,共 同体に関わる公的な性格を持つものではなく,原

則として私的なものである。そして顧客との関係は一時的なものにとどまる。 したが

って,村 落祭祀などに祓除師が参加することはない。

　つぎにブラーマン司祭の紹介に移りたい。ブラーマン ・カス トの成員であるという
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こと は必 ず し も司 祭 で あ る とい う ことを 意 味 しな い。 しか しなが ら,ス リラン カで は

ブ ラ ーマ ンの数 が少 ない こ と もあ り,司 祭 とな る割 合 は イ ン ドな どよ り高 い と思わ れ

る。

　 D村 の ブ ラーマ ン お よび 村 人 た ちの 話 を 総 合 す る と,1890年 代 の半 ば に ス リ ラ ンカ

の北 部 の ジ ャフ ナ(Jaffna)よ り ラーマ サ ー ミ(Ramacami)と い うひ と りの ブ ラーマ

ンがD村 に 来 て,ド ラウパ デ ィ ー寺 院 の儀 礼 を 司 った。 か れ は,ム ン ネ ー シ ュヴ ァ ラ

ム寺 院 に 参 拝 した 際,そ こで 出会 ったD村 の 村 人 た ちに頼 ま れて 村 に 立 ち寄 った 。 だ

が,か れ は数 カ月 ほ ど滞 在 した 後 で ジ ャフ ナに 帰 って しま う。 村 人 た ちは,そ の後 も

ジ ャフ ナ よ り何 人 かの ブ ラ ーマ ンを 呼 ぶ。

　 まず,ア イヤ ー デ ィナ イ(Aiyadinai)が ジ ャフ ナよ りD村 を訪 れ,二 年 ほど 滞在 し

た。 続 いて,ヴ ァイ ッテ ィー シ ュヴ ァ ラ(Vaittisvara)と か れ の二 人 の 弟 た ちが村 に

きて,ド ラ ウパ デ ィー寺 院 の 司 祭 とな った(図5参 照)。 こ の弟 た ちの 一 人,パ ー ン

ジ ャー チ ャラ ン(Pancatcaram)が,筆 者 の滞 在 中の ドラ ウ7xeデ ィー寺 院 の 司祭 で あ

った クマ ラサ ー ミ(Kumaracami)の 父 で あ る。 しか し,か れ らは,み な短 期 間 しか

と どま らず に,1905年 に は村 か ら 引 き上 げて しま う。 この年 か ら1937年 ま で,互 い に

血 縁 関係 の無 い ブ ラー マ ン司 祭 が4人 ドラウパ デ ィー寺 院 の 司祭 と な る。1937年 に ク

マ ラサ ー ミが義 理 の 父 と と もにD村 に 滞在 しは じめ る。 義 理 の 父 は数 年 後 ジ ャ フナ に,

戻 るが クマ ラサ ー ミは1983年 まで47年 間D村 に 住 み,ド ラ ウパ デ ィー寺 院 とア イ ヤ ナ

ー ル(Aiya塾ar)寺 院 の司 祭 と して 村 人 た ちの 生活 に深 く関 わ って い った
。 この よ う

に,今 世 紀 にな る と ドラウパ デ ィ ー寺 院 は ブ ラーマ ン司祭 に よ って 儀 礼 が 行 な われ る

とい う形 が定 着 す るので あ る。 以 下 で は クマ ラサ ー ミを ブ ラ ーマ ン司 祭 あ るい は た ん

に 司 祭 と呼 ぶ。

11の息子2人は祭祀の期間

　　父を助ける

代

1

2

3

4

5

6
s

9

10

11

名 前

ラ ー マ サ ー ミ

ア イヤー デ ィナイ

ヴ ァイ ッテ ィー シュヴ ァラ

パ ン ジャーチ ャ ラン

略

略

略

クマ ラサー ミ

図5　 ブラーマ ン司祭の系譜関係
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　 な お,ス リラ ンカ の ヒン ドゥ教 徒 の 大 多数 が シヴ ァ神 を最 高神 と して 崇拝 す る シヴ

ァ派 に属 す る。D村 の 司祭 も村 人 も例 外 で は な い。 こ の ため パ ー ル タ サー ラテ ィの よ

うな ヴ ィ シュ ヌ派 の 神 々へ も シヴ ァ派 の儀礼 が行 な われ る。

　 霊 媒 の 場 合,19世 紀 の半 ば よ り現在 の霊 媒.パ ラ ンダ ーマ ン(Parandaman)の 祖 先

た ちが ドラ ウパ デ ィー祭 祀 に 関 わ って きた。 か れ らは非 菜 食 の 司 祭 と して この地 域 の

寺 院 司 祭 を務 め て きたが,D村 で は伝 統 的に カ ー リー女 神 寺 院 とマ ー リー女 神 寺 院 の

司 祭 の 役 割 を 果 た して き た。 他 の 地 域 で は祭 祀 の 間 憑 依状 態 に はい る よ うな宗 教 職 能

者 を 「手 首 に カ ー ップ(kappu)の,聖 紐 を つ けた人(kappukkaran)」 と い うが28),こ の

村 で は特 別 の 名 前 は な くサ ー ミ(cami)]と か ア イ ヤ ー(aiya)と 呼 ばれ る。 前 者 は神 に

も使 用 され る。 後 者 は祖 父,尊 敬 す べ き老 人 を 意 味 す る。 両 者 と もブ ラーマ ン司 祭 に

も使 用 され る た め,こ れ らの 呼 称 は霊 媒 自身 が 司祭 であ る とい う事 実 と関 係 して い る

か も しれ な い 。

　 パ ラ ンダ ーマ ンの祖 先 は,か つ て ドラウパ デ ィー女 神 寺 院 の 司祭 で もあ った よ うだ 。

しか し,ブ ラー マ ン司 祭 がD村 に定 着 して か ら,ド ラウパ デ ィー女 神 と は霊 媒 と して

関 わ る こと に な る。 最 初 の ブ ラ ーマ ンが 定 着 した1890年 頃 に パ ラ ンダ ーマ ンの 祖 父 ソ

ッカ リンガ ム(Cokkalingam)が ドラウパ デ ィー祭 祀 の霊 媒 と して 活 躍 した(図6参

1)～6>霊 媒の系譜(年 代は霊媒の期間)

A～Cマ ハーバーラタ読唱の系譜

図6霊 媒 の系譜 関係

28)こ の点 につ いて は,た とえ ばDiehl[1956:252　 n.3],　 Moffatt[1979:252]を 参 照 。
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照)。 つ ぎに,す ぐに死 ん だ 長 男 の シダ ンバ ラム(Cidambaram>,そ して パ ラ ンダ ー

マ ンの父 ム ッタ イ ヤ(Muttaiya)と 続 く29)。 現在 の霊 媒 で あ るパ ラ ンダ ーマ ンの 父 ム

ッタ イ ヤ は,ひ と りで マ ー リー とカ ー リーの 両寺 院 の司 祭 を して い た が,パ ラ ンダ ー

マ ンの 結婚 を機 会 に 隠居 し,1974年 に そ の 役 目を子 供 た ちに 譲 った。 こ う して パ ラン

ダ ー マ ンはマ ー リー女 神 寺 院の 司 祭 とな った。 パ ラ ンダ ーマ ンの 長兄 は鄧 便 局 に 勤 め

て い る が,カ ー リー女 神 寺 院 の 司 祭 も して い る。 も うひ と りの兄 は,近 隣 のN村 の ド

ラ ウパ デ ィー女 神 寺 院 の 司祭 で あ る と同 時 に そ こで の祭 祀 の 時 の 霊媒 で もあ る30)。兄

た ちで な く,パ ラ ンダ ー マ ンがD村 の ドラ ウパ デ ィー女 神 祭 祀 の霊 媒 に選 ばれ た の は,

宗 教 的 な 資質 に よ る とい う説 明 を 受 けた31)。

　 祭 祀 の期 間 中 は,司 祭 も霊 媒 も ヒ ン ドゥ寺 院 管 理委 員 会 よ り特別 の手 当を もら う。

ま た,両 者 を 助 け るた め に,祭 祀 の 後 半 に な る と村 外 か らもか れ らの親 族 た ちが 助 け

に や って くる。

　 さて,ド ラウパ デ ィー祭 祀に おい て,マ ハ ー バ ー ラタの 読 唱 が必 須 で あ る。 その 役

割 もま た,伝 統 的 にパ ンダ ー ラ ンの一 族 の血 縁 者 た ちが行 な って きた32》。祖 父 の ソ ッ

カ リンガ ム か らパ ラ ンダ ー マ ンの姉 の 夫 の 父 へ と継 承 され,1971年 よ りパ ランダ ーマ

ンが読 唱 を して い る。1982年 当時 は,霊 媒 で あ る パ ランダ ーマ ン自身 がマ ハ ーバ ー ラ

タ の読 唱 を も行 な って い た が,必 ず しも同一 人 物 であ る必要 はな い。 む しろ,二 役 は

疲 労 が大 き く負 担 にな る とい う理 由か ら同 一 人 物 に任 せ る こ とを 避 け る傾 向 にあ る。

パ ラ ンダ ー マ ンの 場合,霊 媒 と な る以 前 か ら読 唱 の方 を受 け持 って い た。 これ は,霊

媒 は 司祭 と 同 じよ うに妻 帯 で な けれ ば な らな い が,読 唱 は その必 要 が な いか らで あ る。

　 マ ハ ー バ ー ラタの 読 唱 に は,合 いの手 を 入 れ た り,踊 りの 相手 を す るア シス タ ン ト

(PakkaPattu)が 必要 であ る。 か れ は,熱 心 な信 徒 で あ ると い うこ とを 条件 に漁 民 カ ス

トの成 員 の 中か ら選 ば れ る。 現 在 の ア シス タ ン トは,地 引網 漁 の漁 師で あ った が,引

退 して 潟 で漁 を して い る老 人 で あ る。 か れ は,現 在 の 役 割分 担 が確 立 した19世 紀 の 末

か ら数 え て5代 目で あ る。 か れ は この 手 当 て と して ヒン ドゥ寺 院 管 理 委員 会 よ り2000

ル ピーを 受 け取 る こ とがで きる。 しか しア シス タ ン トに よ る と,信 仰 の証 と して この

役 を 果 た して い る ので 報酬 を受 け取 って は い な い と い う。

29)シ ダ ンバ ラムの死後,再 度 ソ ッカ リンガムが霊媒の役を引き受 けていた。

30)し たが って,祭 祀の期間 中パ ランダーマ ンが司祭を務 めるためにN村 に通 う。かれ はまた,

　 マハーバー ラタを も読唱する。

31)パ ランダーマ ンは,カ ー リー女神の村落祭祀 において も霊媒および司祭の役割を果 たす[田

　 中　　1989a]0

32)こ の役割を果たす人物を指す言葉は不明である。南 イ ンドで はρ伽 妙爵 とかpa'ratapiracahki

　 という ドラウパデ ィー祭祀 の 際に 呼ばれて マハ ーバ ーラタ を読唱する 専門家が知 られている

　 [HILTEBEITEL　 1988:47]。
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　 ほか に,ア ル ジ ュ ナに 扮 す る男 が い る。 か れ は願 を 掛 けて,そ の願 いが か なえ られ

た 結 果,ア ル ジ ュ ナ と な って ドラ ウパ デ ィ ー女神 祭 祀 に 参 加 す る 。 したが って毎 年 変

わ るの が原 則 で あ る。 その 主要 な役 割 はマ ハ ー バ ー ラタ の 一 場 面 を祭 祀 で 演 じ る こ と

で あ る。 しか し,か れ は 他 のマ ハ ーバ ー ラタ の演 者 た ち と違 って,祭 祀 の 期 問霊 媒 と

同 じ禁 忌 を守 り,パ ー ンダ ヴ アの旗 を 持 って常 に霊 媒 と行 動 を と もにす る。 アル ジュ

ナ は ドラ ウパ デ ィ ーの 夫 の ひ と りで あ るが,祭 祀 で の か れ の役 割 は ど ち らか と い うと

女 神 の従 者 で あ る。 この 点で,ア ル ジ ュナ は他 の 村 落 祭祀 に お いて 女 神 の従 者 と な る

男神 に対 応 す る とい え る33)。

　 ブ ラーマ ンや パ ンダ ー ラ ン ・カ ス トの ほか に,カ ス トの 義務 と して この祭 祀 に 参 加

す る のは,村 内 で は金 細 工 師 カ ス トと洗 濯 屋 カス トの二 つ で あ る。金 細 工師 カス トは

祭 祀 の12日 目に演 じ られ るパ ー ンダ ヴ ァと ドラ ウパ デ ィ ーの 結 婚式 のパ トロ ン とな り,

金 の ネ ック レス(tali)を 奉 納す る。 洗 濯 屋 カス トは祭 祀 で 使 用 す る白 い布 を 用 意 す る。

村 外 か ら も近 親 の もの が か けつ けて,村 の 洗 濯 屋 カ ス トの成 員 を 助 け る。 また,現 在

は 廃 止 され た が,カ ス トの義 務 に 準 じる もの と して,か つ て は行 進 の 際 に松 明 を もつ

の は 低 い漁 民 サ ブカ ス トの成 員 た ち と決 ま って い た。 しか し,か れ らの 抵 抗 に よ って

現 在 この義 務 は守 られ て い ない 。 代 わ りに,一 般 の人 々か子 供 た ちが松 明 を 持 つ 。

　 つ ぎ に楽 師 た ちにつ い て触 れ て お きた い。 か れ らは大 き く三 つ に分 か れ る。 ひ とつ

は,漁 民 カ ス トた ち6名 の グル ー プで,カ ラハ ム 行 進 の 時 に ク ン ミ(kummi)と い う

踊 りの演 奏(太 鼓,melamと 小 シ ンバル,taram)と 歌 を 引 き受 け る。 ま た 礼拝 中 に も

演奏 をす る こ とが あ る。 つ ぎは,タ ミル の 楽 師 カス ト(Me1akkara塾)の 成 員 た ちで,

2名 か ら3名 が,太 鼓 と ラ ッパ(nakasvaram),ハ ル モ ニ ウ ムを 演 奏 す る。 か れ らは,

村外 よ り祭 祀 の 期 間 中雇 わ れ,主 要 な儀 礼 で 演 奏 を行 な う。 第 三 の グル ー プ は2,3

名 か らな る シ ンハ ラの太 鼓 叩 きの グル ー プ であ る。 か れ ら も村 外 よ り雇 わ れ る。

　 D村 に は寺 院 の雑 用 を 引 き受 け る寺 男(寺 の使 用 人)が3人 い る。 か れ らは漁 民 カ

ス トに所 属 し,時 間 があ れ ば 漁 に も出 る が,祭 祀 の 期間 中 は主 と して寺 で 寝 泊 ま り し,

儀 礼 に 関 す る さま ざ ま な雑 用 を行 な う。 た だ し,3人 の 内1人 は 近 親 が死 ん だ た め に

不 浄 とな り,寺 院 で 手 伝 い を す る ことが で きな か った。

f)憑 依 の類 型

　 霊 媒 は祭 祀 の 間 ドラ ウパ デ ィー女 神 の 化 身 とな る。 これ は 女神 が霊 媒 に憑依 す る こ

とを 意味 す る。 こ こで は,か れ の憑 依 の性 格 を理 解 す るた め に,D村 に お け る憑 依 に

つ い て簡 単 に 紹 介 して お きた い 。

33)こ の種の付添いの例 と して田中[1989a:468]を 参照。
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　 D村 に は三 種 類 の 憑 依 を 表わ す 言 葉 が あ る。 それ らは,サ ンナ ダ ム(r.aip4atam),サ

ー ミヤ ー ドゥダ ル(camiyatutal)の
,そ して ペ ーイ ッー ビデ ィ ッタ ル(ρ 卿 勿 伽 の で あ る。

ま ず サ ンナ ダ ム か らみて い こ う。

　 サ ンナ ダ ム は,神 の 憑 依一 般 を意 味 す るが,な か で も穏 やか な憑 依,抑 制 され た憑

依 を 指 す 。 そ の典 型 的 な もの が,村 祭 の 期 間 に生 じる霊 媒 の 憑 依 で あ る。 か れ が この

種 の 憑 依 を 経 験す るの は,ド ラ ウパ デ ィ ー とカ ー リー女 神 の 祭 祀 の2回 だ けで あ る。

この と きか れ は女 神 の 化 身 と もみ な され るが,原 則 と して 髪 を 振 り乱 し,狂 った よ う

に 叫 び 続 け る とい った トラ ンス 状態 に は い る こ とは な い34)。

　 霊 媒 は 世 襲 で あ る。 現 在 の 霊媒 の父 もその 祖 父 も ドラウパ デ ィ ー女 神 祭 祀 の と きに

霊 媒 の 役 目を 果 た した 。 しか し,サ ン ナダ ム とい う憑 依 を体 験 す るの は,個 人 の 資質,

と くに 神 へ の 献身 の強 さに 依 る とこ ろが 大 きい と言 わ れ る。 長 男 や 次 男 で は な く三 男

のパ ラ ンダ ーマ ンが選 ばれ た理 由 も この 種 の 事 情 と関係 す る。 霊 媒 に よ る と,女 神 の

像 の 前 で 神 経 を集 中す る と,か れ の 献 身 に答 え るか た ちで 神 の 力(シ ャク テ ィ,Skt.

Sakti)あ る い は その 恩 恵(07〃 の が か れ に は い って くる とい う。 この 献 身 は バ クテ ィ

(Skt.　bhakti)と 呼 ばれ る が,サ ンナ ダ ム は 「バ クテ ィに よ る踊 り」(Pattina-ta1am)と

も呼 ば れ る。 つ ま り この 種 の 憑 依 とバ ク テ ィとは 密 接 に 関係 して い るの で あ る35)。

　 サ ンナ ダ ム と個 人 的 な献 身 との 関係 を 理 解 す るた め に,以 下 で は現 在 の 霊 媒 で あ る

パ ラ ンダ ーマ ンが初 めて 火渡 りに参 加 した 時 の 話 を こ こで 紹 介 した い 。

　 パ ラ ンダ ーマ ンは,父 の代 わ りに女 神 の霊 媒 と して初 め て ドラウパ デ ィ ー女神 祭 祀

に参 加 す る こ とに な っ た。 霊 媒 に な る と,信 者 た ち の先 頭 に立 って 火 渡 りを しな けれ

ば な らな い。 しか し,か れ は火 傷 を しな いで 火 渡 りを行 な う ことが で き るか ど うか不

安 で あ った 。 驚 い た こと に,か れ は そ れ以 前 に 火 渡 りに参 加 した こ とは な か った ので

あ る。 前 日か れ は18日 間 家 に帰 って は い け な い とい う禁 忌 を犯 し,密 か に 自宅 で 父 ム

ッタ イ ヤに 会 った。 そ して,父 に 火渡 りを 先 導 す るよ うに と訴 え た の で あ る。 しか し,

父 は これ を 拒 み,パ ラ ンダ ーマ ンは しか た な く寺 院 へ と戻 っ た。

　 そ の夜,パ ランダ ー マ ンは夢 を見 た。 か れ は これ か らま さ に火 を 渡 らん とす る と こ

34)例 外がないわけではない。霊媒 は,カ ー リー女神の祭祀 の時に2回,激 しい トランス状態に

　 はい り,反 抗的と思われる態度を示 した。ひ とつは1982年 の祭祀の時で,当 時寺院は修復 中で

　 あ ったが,計 画 は大幅に遅れていた。そ して,寺 院の修復資金を一部の網元たちが着服 してい

　 るという噂が流れた。霊媒 は早 く寺院を修復 しないといつまで も海 にとどま らねばな らない と

　 語 り,現 状への不満を述べ た[田 中　1989a:495　 n.63]。 もうひとつは1983年 の祭祀 の時で,

　 山羊の供犠を廃止す るというヒン ドゥ寺院管理委員会の決定 にたい し,霊 媒はカー リーと して

　 不満を述べ,そ の決定を覆 すことに成功 した[田 中　1989a:483-484]。 なお化 身(uruvam,　Skt・

　 吻 α吻 も憑依をあ らわす言葉 と して使用 され る。この点 については田中[1990]を 参照。

35)バ クテ ィと憑依 との関係 に関 して はDumont[1970;57],　 Meyer[1986:257-265],　 YQcum

　 [1982:187-194]を 参照。
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ろであった。 しかし,か れは恐怖のあまり足がす くみ一歩 も踏み出せないでいた。す

ると,火 の向こうに黄色い布をまとった少女が立っているのに気づいた36}。彼女は霊

媒の方を見て優 しく声をかけた。「安心して渡 りなさい,わ たしの息子よ」。こう言っ

て少女はかれを火の向こう側へと導いたのである。そして,か れの後に信者たちが続

いて火を渡 った。かれ らは我先にと霊媒が握っていた棒(ρ碗ηψのを奪 い取ろうとし

て霊媒の回りを取り囲んだ。霊媒はかれらに 「押さないで くれ!や あて くれ!」 と叫

び続け,そ の叫び声で目を覚ました。夢とは気づかずに,か れは隣で寝ていた寺男に

火渡りは成功だったかどうかと尋ねた。寺男は霊媒が夢を見ていたことに気づき,勇

気づけるようにして 「心配 しな くてもいい。あなたは女神の恩恵を受けたんだ」と語

った。こうして霊媒は火渡 りを行なう勇気@η ψの を獲得 したのである。翌日の火渡

りが成功に終わったのは言うまでもない。

　 霊 媒 が筆 者 に語 った以 上 の エ ピソー ドは,厳 密 に言 え ば サ ン ナダ ムそ れ 自体 につ い

て の 話 で は な い。 しか しな が ら,火 渡 りの 際 に 霊媒 は サ ン ナダ ム に な る必要 が あ る こ

とを 考 え る と,サ ン ナダ ムに は女 神 の恩 恵 が 必要 で あ る とい う こ とを 明示 して い る と

いえ よ う。 サ ンナ ダ ムを 可 能 とす るの は必 ず しも世 襲 的 な もの で は な く,つ つ ま しや

か な献 身 に た いす る神 の 反 応 な の であ る3?》。

　 しか しな が ら,サ ン ナダ ムの個 人 的 な性 格 に もかか わ らず,ド ラ ウパ デ ィ ー女 神 の

サ ン ナダ ム を得 て その 化 身 とな る の は,パ ンダ ー ラン ・カス トに 固 有 の もの と考 え ら

れ て い る。 た だ し,こ の 点 で 強調 され るの は 霊媒 の属 す るカ ス トの 特権 と い った もの

で はな く,カ ス トとま った く無 関係 で はな い が,霊 媒 が 獲 得 した 呪 文 の力(Skt.　 man一

伽 ㍍ん紛 で あ る。 こ の点 に 関 して 興 味深 い エ ピソ ー ドを紹 介 した い。

　 1983年 の夏,霊 媒 は 妻 が 死産 を した た め に,不 浄 と な り神 事 を 行 な うこ とが 不 可 能

とな った 。 この た め,ち ょ うど始 ま ろ う と して いた ドラ ウパ デ ィー祭 祀 の予 定 期 日を

延 ば すか ど うか を 村 人 た ちが話 し合 った 。村 人 た ちの な か に は,代 理 人 を た て れ ば期

日を延 長 す る必 要 はな い と主 張 す る者 もい た。 これ に 反 対 す る人 々が 強調 した の は,

霊 媒 だけ が ドラ ウパ デ ィー の化 身 と な るの に適 切 な呪 文 の 力 を もつ と い う こ とで あ っ

36)女 神は,黄 色のサ リーを着てい ることが多いとい う。黄色 はまた未亡人や現世放棄者の着る

　色で もある。 注11で示唆 したよ うに,戦 いの前の禁欲を守る ドラウパ ディーの状態は,こ れ ら

　 の人物にたとえることも可能であ る。シ ンガポールでは,ド ラウパディーが屈辱を味わ った後

　 ドラウパデ ィー祭祀像のサ リーの色を赤か ら黄色 に替え,ド ゥル ヨーダナが死んだ後,髪 を整

　 えてか ら再び赤いサ リーに替える[BABB　 1974:9,19]。 この場合,赤 は吉なる色であり,結

　婚 と密接 に結びついている。これにたいし,黄 色はより否定的な意味合いを含む リミナルな状

　 態を表わすといえよう。

37)一 般 の信徒の場合 だが,ド ラウパデ ィーが夢に現われて火渡 りを恐れ る必要 はないと言 った

　 という話 は他の地域 からも報告 されて いる[BABB　 1974:32]。
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た。つまり,女 神による本来危険な憑依を統御できるのはパランダーマンが得た呪文

の力ということになる。それは文字通りに解釈すれば,呪 文の知識に備わった力とい

うことになろう。呪文の力がないと,神 の力は人間にとって危険であ り,統 御できな

いのである。ただし,こ の力は,誰 にも開かれているというより,カ ス トの地位と密

接に関係する。このことはつぎに紹介するブラーマンの意見からも明らかである。

　サンナダムは霊媒の憑依だけでなく,一 般信者が集中的な献身によって得る憑依に

も使用される。両者の相違を敢えていうならば,信 者の憑依は必ずしも統御されては

いない点である。その根拠は,信 者には憑依を統御するような呪文の力が欠如 してい

るか らと解釈できよう。

　ここでブラーマン司祭の意見を紹介することにしたい。まず確認しておきたいこと

は,ブ ラーマンもまた儀礼の執行にあたって神の力を統御するために呪文の力という

ものを必要 とするということである38)。ブラーマン司祭自身,礼 拝の間サンナダムを

得ることができると公言 している39)。ただし,か れはサンナダムがほんの一時的なも

のであ り弱いものであることを認めた。筆者は,霊 媒が不浄で神事に関与することが

できないこと,他 の人には呪文の力がないことなどを理由に,ブ ラーマン司祭ならば

霊媒に代わって ドラウパディーの化身となることができるのではないかと本人に尋ね

たところ,そ れは 「習慣ではない(valakkam illai)」 と答えた。

　1983年 の夏に村に移 り住んで来た別のブラーマン司祭に同じ質問をすると,か れの

呪文の力はドラウパディーのサンナダムにふさわ しいものではないという返事がかえ

ってきた。ここで興味深いのは,呪 文の力が,強 弱によって上下関係にあるというの

ではなく,む しろ機能分化しているということである。そして,そ の分業はかならず

しもカス トの上下関係や浄 ・不浄の観念に対応 したものではない。さらに,ブ ラーマ

ン司祭の態度はサンナダムにたいして否定的なものではないということも留意すべき

点である。この点で1ブ ラーマンはサンナダムのような憑依にたいして否定的である

とか,あ るいは見下 しているという二元論的な前提に基づ くヒンドゥ教研究の主張は,

再考の余地があるように思われる。

　つぎに,サ ンナダムと対照的な悪霊による憑依を取り上げる。

　悪霊による憑依は,ペ ーイッビディッタルとかペーヤディッタル(ρの曜漉αの と呼

ばれ,そ の意味は悪霊が人を捕える,あ るいは襲うということである。悪霊は,人 々

が恐怖(payam)を 感じるその心のすきまに入 りこんで憑依する。その憑依は,神 によ

38)こ の点 につ いて は田 中[1986:16】 を 参照 。

39)よ り神 学的 な次 元 で,シ ヴ ァ神 は シヴ ァ神 自身 に よ って の み礼 拝 可 能 であ る とされ,司 祭 は

　 シ ヴ ァ 自身 とな る と も言 わ れ る[BRuNNER-LAcHAux　 1963:130]。
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るものと異なり,不 吉でやっかいなものである。悪霊に憑依されると,人 は生魚を食

べたり半裸で踊ったりして常軌を逸 した不浄な(acuttama-na)行 為に走る。 悪霊によ

る憑依は必ず しもトランスという形をとらない。原因不明の病気や重なる不幸が憑依

の証左とされることがある。

　ペーイッビディッタルとサンナダムは対照的な性格を持つ。サンナダムは霊媒や他

の信徒たちに力を与えるが,悪 霊による憑依は人を狂わせ,不 浄な行為に走らせる。

サンナダムが生 じる典型的な場所は,霊 媒であれ,一 般信者であれ,寺 院,そ れも祭

祀の期間中である。かれらは水浴後の清浄な状態でサンナダムにはいる。これにたい

して悪霊による憑依は突発的で,場 所は村の周りの荒れ地(katu)で 生じる。 その犠

牲者は生理中など不浄な状態にあることが多い。

　 これら二種類の憑依にたいして,サ ーミヤー ドゥダルの場合は両義的である。ここ

でいう両義性とは,主 として憑依霊の正体と憑依の様式に関するものである。サンナ

ダムと異なり,憑 依をする信者は必ず しも浄化儀礼を行なって儀礼的に清浄な状態に

いるとは限 らない。それはしばしば突然生じ,ま た暴力的である。サー ミヤードゥダ

ルの意味は 「神(サ ーミ)に よる踊 り」である。サー ミヤー ドゥダルの憑依霊の正体

は定義からいえば神であるわけだが,悪 霊による憑依との区別はきわめて微妙である。

さらに,サ ンナダムも一般信者の激 しい トランスを意味することもあるため,こ の種

のサンナダムとサーミヤー ドゥダル,そ して悪霊の憑依とを区別することは困難であ

る。

　 ここでN村 の ドラウパディー女神祭祀でのハプニングを紹介することにしよう。D

村の場合と同じく,こ こでも女性は火渡りに参加することはできない。 しかし,1982

年の夏,火 渡 りを見て興奮した女性が トランス状態となって火渡りを行なおうとした。

しかし,こ れに気づいた数人の男たちにとり抑えられた。あとで彼女について幾人か

の村人に尋ねると,ひ とりの女性は彼女に憑依していたのはドラウパディーであると

答えた。 ドラウパディーの恩恵が彼女に降りてきて,火 渡りをさせようとしたという

のである。霊媒の父ムッタイヤも同じ解釈をした。 これにたいして,村 の男のひとり

は,ド ラウパディー女神が禁を破 ってまで女性に火渡 りをさせようとしたとは考えら

れない,彼 女は清浄であったかもしれないが,ト ランス状態の激しさから悪霊が憑い

たにちがいないと述べた。このように,状 況や解釈者の立場によって憑依霊の正体が

定まらず,憑 依の性格を断定できない場合が生じるのである40》。

　以上の憑依に関する議論をまとめると,サ ンナダムはかなり広い意味で使用される

40)両 義的な憑依について は別のところでも詳 しく論 じた[田 中　1990]。
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図7D村 の 憑 依 類 型

が,そ の憑依霊は常に明確である。そ してそれは宗教的な機会に生 じる。この対極に

あるのが悪霊の憑依であり,そ の中間にサー ミヤー ドゥダルが位置す る(図7参 照)。

そして,霊 媒の憑依と一般信者の憑依を区別するのが呪文の力の有無である。

2.　 ドラウパデ ィー女 神祭 祀 の記述 と解釈

　 ドラ ウパ デ ィー祭 祀(Draupadi　 Devi　 maha-　utsava)41)は タ ミル 暦 の アー 二(吻 の月

(6-7月)か らア ーデ ィ@4)月(7-8月)に わ た って19日 間 行 な わ れ る42)。 火 渡

りの 日 が ア ー デ ィ月 の 満月 にか か る。 以 下 の記 述 は1982年7月18日 か ら8月5日 に 観

察 した も ので あ る。記 述 は時 間 軸 に 沿 って一 日 ごとに ま と め て行 な う。 最初 に そ の 日

に行 なわ れ る儀 礼 を列 挙 し,そ の後 に主 要 な儀 礼 のみ の記 述 と解 釈 を 行 な う。記 述 箇

所 に記 した番 号 は,表3の 番 号 と対応 して い る。 な お,時 間 は お よ そ で あ る。 また祭

祀 の構 成 要 素 で は な い 突発 的 な もの は 表3か ら除 いて い る。

1日 目

　 1日 目 の 儀 札 は つ ぎ の 五 つ で あ る 。

　1.1.　 ヴ ァ ー ス ト ゥ ・シ ャ ー ン テ ィ と グ ラ マ ・ シ ャ ー ン テ ィ

1.2.　 カ ラハ ム 行 進

1.3,　 マ ハ ー バ ー ラタ の 読 唱

1.4.　 旗 の 掲 揚

1.5.礼 拝

41)し か し,村 人 たちはむ しろアーデ ィ ・ペルナール(醸 ρ67雁♂)とかアーディ ・ティルヴィラ

　ー@繭7漉1の と表現する。これ らはすべて 「アーデ ィ月の祭 り」 とい う意味である。

42)村 人たちは,ド ラウパデ ィー女神祭祀を火渡 りまで とみな して18日 間続 くと考えている。 こ

　れは,マ ハーバーラタの戦いが18日 間続いたとい うことと関係 している。
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表3祭 祀 の ス ケ ジ ュ ー ル

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

番 号

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

2.1

2.2

2.3

3.1

3.2

3.3

4.1

4.2

4.3

5.1

5.2

5.3

5.4

5.5

5.6

5.7

-
占

04

00

4

6

6

6

6

7.1

7.2

7.3

7.4

7.5

8.1

8.2

8.3

8.4

9.1

9.2

9.3

9.4

9.　5

時 間

17:00

18:30

21:00

22:30

1:00

6:00

11:00

19:00

6:00

11:00

19:00

6:00

11:00

19:00

6:00

9:00

10:00

11:00

17:00

19:00

21:00

6:00

11:00

19:00

21:00

6:00

11:00

17:00

19:00

21:GO

6:00

11:00

17:00

21:00

6:00

11:00

17:00

19:00

21:00

儀 礼

ヴ アース トゥ ・シ ャー ンテ ィと グ ラマ ・シ ャー ンテ ィ

カ ラハ ム行進

マハ ーバ ー ラ タの 読 唱

旗 の掲 揚

夜 の礼 拝

早朝の礼拝

昼の礼拝

夜の礼拝

早朝の礼拝

昼の礼拝

夜の礼拝

早朝の礼拝

昼の礼拝

夜の礼拝

早朝の礼拝

ハ ヌマ ンの旗の掲揚

村の集会

昼の礼拝

カラハム行進

夜の礼拝

マハーバーラタの読唱

早朝の礼拝

昼 の礼拝

夜 の礼拝

マハ ーバーラタの読唱

早朝 の礼拝

昼 の礼拝

カ ラハ ム行 進

夜の礼拝

マハーバー ラタの読唱

早 朝の礼拝

昼 の礼拝

夜の礼拝

マハーバ ーラタの読唱

早朝の礼拝

昼の礼拝

カラハム行進

夜の礼拝 　　 　 　　 '

マハーバーラタの読唱
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日

10

11

12

13

14

15

番 号

10.1

10.2

10.3

10.4

11.1

11.2

U.3

11.4

11.5

11.6

12.1

12.2

12.3

12.4

12.5

12.6

12.　7

ユ2.8

13.1

13.2

13.3

13.4

13.5

13.6

ユ3.7

14.1

14.2

14.3

14。　4

14.5

14.6

ユ4.7

14.　8

14。9

15。1

15。2

15,3

15.4

ユ5.5

15.6

15.7

時 間

6:00

11:00

19:00

21:00

6:00

10:00

ユ2:00

20:00

22:00

23:00

6:00

6:30

10:00

12:00

17:00

20:00

22:00

23:00

6:00

6:30

10:00

12:00

20:00

22:00

23:00

6:00

6:30

8:30

10:00

12:00

17:00

20:00

22:00

23:00

i

6:00

6:30

8:QO

10:00

ユ2:00

16:30

20:00

儀 礼

早朝の礼拝

昼 の礼拝

夜の礼拝

マハ ーバー ラタの読唱

早朝の礼拝

スナーナー ビシ ェーカ

昼 の礼拝

ガネーシャ祭祀像 の行進

夜の礼拝

マハ ーバー ラタの読唱

早朝 のガネー シャの行進

早朝 の礼拝

スナーナー ビシェーカ

昼の礼拝 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　 闇

カ ラハ ム行進

パールタサーラティの祭祀像 の行進

夜の礼拝

マハーバー ラタの読唱(ド ラ ウパディーの結婚)

早朝のガネー シャの行進

早朝の礼拝

スナーナービシェーカ

昼の礼拝

パールタサーラティの祭祀像 の行進

夜の礼拝

マハーバ ーラタの読唱

早朝のガネーシ畢の行進

早朝の礼拝

奉納儀礼

スナーナービシェーカ

昼の礼拝

カラハム行進

パールタサーラティの祭祀像の行進

夜の礼拝

マハーバ ーラタの読唱

早朝のガネーシャの行進

早朝の礼拝

奉納儀礼

スナーナー ビシェーカ

昼 の礼拝

マハーバーラタ上演

パ ールタサーラテ ィの祭祀像の行進
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日

16

ヱ7

18

19

番 号

15.8

16.1

16.2

16.3

16.4

16.5

16。　6

ユ6.7

16.8

16,9

16.10

16.11

17.1

17.2

17.3

17.4

17.5

17.6

17.7

17.8

17.9

17.10

18.1

18.2

18.3

ユ8.4

18.5

18.6

18.　7

ユ8.8

18.9

19.1

19.2

19.3

19.4

19.5

19.6

19.7

19.　8

19.9

時 間

22:00

6:00

6:30

8:30

10:15

10:45

11;00

13:00

ユ6:00

18:00

20:00

22:00

6:00

6:30

9:30

10:30

10:45

11:00

13:00

17:00

20:00

22:00

6:30

7:30

8:30

9:00

9:00

ユ1:00

16:45

18:00

19:00

6:00

6:30

ユ1:00

13:00

19:00

23:00

0:30

1:00

2:30

夜の礼拝

儀 礼

早朝のガネー シャの行進

早朝の礼拝

奉納儀礼

マハーバー ラタ上演の準備

プーニダムの聖化

スナーナービシェーカ

昼の礼拝

マハーバーラタ上演

カ ラハ ム行進

パ ールタサーラティの祭祀像 の行進

夜の礼拝

早朝のガネー シャの行進

早朝の礼拝

守護神の勧請

プーニダムの聖化

マハーバーラタ上演 の準備

スナーナービシェーカ

昼 の礼拝

マハーバーラタ上演

パ ールタサーラテ ィの祭祀像の行進

夜の礼拝

グラマ ・シャー ンティとアグニ ・ヤーガ

山羊の奉納

マハーバーラタ上演 の準備

マハーバー ラタの読 唱

アルチ ャナ

昼の礼拝

マハ ーバー ラタ上演

ドラウパ ディー女神祭祀像の出場

火渡 り

祭祀像の退場

早朝の礼拝

ヴ ァース トゥ ・シャー ンテ ィとグラマ ・シャー ンティ

昼の礼拝

ドラウパ ディー女神祭祀像の行進

マ ーヴ ィラック供物

マハーバーラタの読唱

旗の降納

夜の礼拝
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1.1.　 ヴ ァース トゥ ・シ ャー ン テ ィと グ ラマ ・シ ャー ン テ ィ

　 ドラ ウパ デ ィー祭 祀 の最 初 の儀 礼 は夕 刻 か ら始 ま る。 そ れ は,ヴ ァ ース トゥ ・シ ャ

ー ンテ ィ(Skt .　Vastu santi)の とグ ラマ ・シャ ー ンテ ィ(Skt・grama santi)と い う二 種

類 の宥 和 儀 礼(シ ャー ン テ ィ,Skt.santi))を 組 み 合 わせ た もの で あ る。 ひ とつ は,

ヴ ァース トゥ(Vastu),も うひ とつ は村(Skt.　 grama)の 悪 霊 た ちを 宥和 す る 目 的で 行

なわ れ る43)。 この儀 礼 を執 行 す るの はブ ラーマ ン司 祭 で あ る。ヴ アース トゥは,自 己

供 犠 に よ って世 界 を 創 造 した 原人(Purusa)と しば しば 同一 視 され る。 この 原 人 の 肉

が 落 下 した と ころに 大 地 が で きた と も寺 院 が で きた と もいわ れ る44)。 この た め寺 院 や

家 を 建 て る と きに は,必 ず ヴ ァ ース トゥの 許 しを 得 な け れ ば な らない 。 寺 院祭 祀 の 最

初 に ヴ ア ース トゥへ の儀 礼 が 行 な われ るの も類 似 の 意 図 か らであ ろ う。 しか しな が ら,

後 に 明 らか とな るよ うに,こ の 儀 礼 の真 の 目的 は霊媒 の聖 化 で あ る。

　 儀 礼 は 寺 院 の 内部 で 行 なわ れ る。司 祭 の 傍 らに はパ ンダ ー ラン ・カス トの 霊 媒 が 座

る。 その 前 に は護 摩(ホ ーマ)壇 が用 意 され て い る。 これ は一 辺 が50セ ンチ の正 方 形

の形 を した 炉(Skt.　 homakuada)で あ る。 この 周 りに 糸 を 三 重 に巻 き,真 ん 中に 白砂

を敷 く。 最 初 は この炉 の 口 が 隠れ るよ うに して 生 米 を 敷 い た真 鍮 製 の 盆 を 載 せ る。 こ

れ に は 「聖 な る壼」 と い う意 味 の プ ンニ ヤ ク ンバ ム(punnniyakkumpam)を 置 く。 壺

口に はマ ンゴ ー の葉 が五 枚 直 立 す るよ うに挿 して,コ コヤ シの実 を 縦 に 置 く。

　 内陣 に 近 い方 に は九 つ の 壺(ク ン バ ムkumpam)が 設 置 され る。 これ らは 九 つ の 惑

星 神(Navagraha)を 表 わ す。 ク ンバ ムは儀 礼 で 喚起 され る神 々の一 時 的 な神 体 とな

る もの で,壺 の 周 りに は糸 を巻 き付 け,プ ンニ ヤ ク ンバ ム と同 じ要 領で 壺 口に は マ ン

ゴー の葉 が 五 枚 直 立 す るよ うに挿 して,コ コヤ シの 実 を 縦 に 置 く。 また,三 束 の ダ ル

バ 草(Skt.　 darbha,　Poa　CPtnosuroides)を 用 意 し,そ の 片 方 の み を束 ね て他 方 を 開 き,三

角錘 状 に した もの を コ コヤ シの 実に か ぶ せ る。 壺 の 中に は ウ コ ンを混 ぜ た 水 を 入 れ る。

　 ドラ ウパ デ ィーの 武 器(Skt.ayudha)の で あ る ハ ン ド ・ナ イ フ(camcapatu)や ドラ ウ

パ デ ィ ーの依 代 とな る カ ラハ ム 壺,霊 媒 が トラ ンス状 態 に な る と きに持 つ 長 さ50セ ン

チ く らいの 金 属 性 の棒(Pirampu)が 炉 の周 り に置 かれ て い る。 ハ ン ド ・ナ イ フの 先 に

は レモ ンに 似 た ライ ム(elumiccampalam,　 Citrus acida)のが刺 して あ る45)。

　 1)司 祭 は まず,村 の 名 に よ って これ か ら行 なわ れ る儀 礼 と祭 祀 の 宣 言(Skt.san-

43)シ ャー ンテ ィ につ いて は文 献 研 究 に基 づ くGonda[1980:286-288]を 参照 。 なお 類 似 の儀

　 礼 につ い て の詳 しい 分析 は田 中[1986]を 参 照 。

44)ヴ ァー ス トゥにつ いて の 詳 しい議 論 にKramr三sch[1946こChapter　 3]が あ る 。

45)ラ イ ムは吉 な る品 物 の ひ とつ で あ る。 そ れ は また イ ン ド ・セ ンダ ンの葉 と 周 じよ う に冷 却効

　 果 が あ る。 ここで はと くに,ハ ン ド ・ナ イ フに集 中す る 「熱 い 」神 の力 を コ ン トロー ルす るた

　 め に使 用 され る と解釈 した い 。 こ の点 につ いて は レモ ンに 関す るPandian　 [1983:208]を 参 照 。

433



国立民族学博物館研究報告　 ユ5巻2号

写真3　 司祭(右)と 霊媒(左)

kaipa)を する(写 真3)。 つぎに,霊 媒は司祭より聖灰を受けて,こ れを額につける。

それから,右 の薬指にはめるダルバ草の指輪(Skt.pavitra)の とあぐらを組んだ右足の

下に敷 くダルバ草一本を受け取る。ダルバ草の指輪は,儀 礼の間汚れや邪霊の悪影響

から身体を保護する役割をもつ。 しか し,そ れはまた,こ の後生 じる神との交流に際

して,本 来危険な神の力からひとを保護する役割をも有する。ダルバ草の指輪は,汚

れからの保護 と神の危険なカか らの保護の二つの機能を持つと言える。後者は,後 に

みるようにカーップという聖紐についていっそう明確なものとなる。さらに,ダ ルバ

草の指輪やカーップは,そ れをつけている人物が,特 別な状態,聖 化された状態にあ

る印である。

　霊媒が足の下に敷 くダルバ草は,現 世放棄者が使用するダルバ草で編まれた座を象

徴する。かれは,こ れによって地面より伝わる汚れを遮断し,五 感を制御 し清浄な状

態に保つ。

　司祭もまた,霊 媒に行なったのと同じ儀礼を自身にたい してもすばやく執り行なう。

　2)つ ぎに,司 祭は儀礼で使用する水を呪文で聖化し,こ の聖水で儀礼用の鈴を浄

める。そして燭台に水と花弁を供えて,富 と豊饒の女神ラクシュミーを喚起する。

　 3)　 こうして身体と祭具を清めた後,司 祭は,ガ ネーシャ神を円錘上のウコンの固

まりに喚起 して,礼 拝(Skt.puja)を 行なう。礼拝は一連の歓待の儀礼から成る(詳し

くは後述)。 司祭は左手で鈴を鳴らしつつ,呪 文を唱えてガネーシャを喚起して座を

勧め,手 を洗 う水と足を洗 う水,口 を濯ぐ水 沐浴用の水を各々の数滴,ウ コンの固ま
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りに た らす 。 そ して,聖 灰(tiruniru),白 檀(cantanam)の ペ ー ス ト,赤 粉(kurkkwmam)

で シヴ ァ派 のマ ー クで あ る ポ ッ トゥ(ρ 曜 の を つ け る。 勧請 した ガ ネ ー シ ャに象 徴 的

に これ らを捧 げて い るの で あ る。 こ う して,ガ ネ ー シャ神 を勧 請 した後,そ の 名 を 唱

え つつ,花 弁を 献 じ,香 を 焚 き,灯 火 を と も して 歓 待 す る。 司祭 は ココ ヤ シの 実 を二

つ に割 った もあを 供 え,ナ ィ ヴ ェ ー デ ィヤ と い う供 物(Skt.　 naived2a)と して米 を撒

き,水 と花 を再 び 献 じ る。 最後 に樟 脳 で ア ー ラー チ(aratti)を して か ら,こ れ を 消 し

て 別 れ を 告 げ る。

　 こ こで は コ コヤ シの 実 を 割 る所 作 とア ー ラー チ につ い て や や 詳 し く紹 介 して お く。

　 司祭 は ココ ヤ シの 実 を ひ とつ 取 り出 して 香 煙(campirani)の に 窮 す 。 この と き,霊 媒

は ココ ヤ シの 実 に そ っ と両手 を 当 て る。 司 祭 は,こ れを 寺 の 使 用 人 に渡 して二 つ に割

って も らい,中 に 溜 ま って い る汁 を 流 す。 こ う して割 られ た コ コヤ シの 実 の こ と を カ

ー ラー ンジ(kalanci)と い い
,コ ップの よ うに 空 洞 に な って い る 内側 を 上 に む けて 二

つ並 べ る。

　 コ コヤ シの実 を半 分 に割 るにせ よ,粉 々 に砕 くに せ よ,こ の種 の行 為 は 「コ コヤ シ

の 実 の 供 犠 侮(tenkayppali)」と称す る。 これ は,か つ て シヴ ァ神 が 自分 の代 わ りに コ コ

ヤ シの 実 を使 って 供 犠(pali,　 Skt.　bali)を した とい う伝 説 に 基 づ い て い る とい う。 そ

して,コ コ ヤ シの実 に は小 さな 円形 の印 が 三 つ あ る が,こ れ は額 に第 三 の 目を もつ シ

ヴ ァを 想 起 させ る と指 摘 す る。 こ こで 見 落 と して は な らな いの は,霊 媒 は手 を 触 れ て

ココ ヤ シの 実 と同一 化 を はか る とい う事 実 で あ る。 つ ま り,コ コ ヤ シの実 の 供 犠 は神

話 で は シヴ ァ神 と結 びつ くが,儀 礼 で は霊 媒 自身 の 供 犠 と解 釈 で き る46)。

　 コ コ ヤ シの 実 が割 られ て 流 れ 出 る液 体 は 「三 種 の悪(mummalam)」 を 象 徴 す る。 そ

れ は,神 との 一 体 を妨 げ る悪(障 壁)を 意 味 し,自 尊(anavamalam),虚 栄(mayaima-

lam),罪 業(kanmikamalam)の 三 種で あ る。 これ に た い して,コ コヤ シの 実 の 内側 の

白い果 肉 は,三 種 の 悪 を取 り払 った 清浄 な心 身 を 表 わ す 。 つ ま り,コ コヤ シの 実 と 同

一 化 した霊 媒 は
,供 犠 に よ って 悪 を 祓 い,神 と の合 一 に ふ さわ しい清 浄 性 を 獲 得 した

こ とに な るので あ る。

　 な お,こ こで は コ コヤ シの実 の 供 犠 は ガ ネ ー シ ャへ の 礼拝 の一 部 で あ るが,し ば し

ば 独 立 した形 で 行 な わ れ る。 この 場 合,そ の意 味 は,よ り一 般 的 に 日常生 活 か ら聖 な'

る状 態 へ の移 行(あ る い はそ の反 対)を 表 わ す儀 礼 と考 え る こ とが で きる。

　 ア ー ラーチ とは,燃 えて い る樟 脳 な どを 特 定 の人 物 や神 像 の 眼 前 で 回 して,尊 敬 を

示 した り,ま た邪 悪 な 力を 妨 げ 対 象 の安 寧 を祈 願 す る行 為 を指 す が,こ こで の ア ー ラ

46)よ り直裁的にはココヤシの実を供犠をする人の頭 とみなす こともで きる[Githy　 1979:93]。
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一 チは
,神 体 よ り神 の 力 を絡 み 取 って 霊 媒 に転 移 す る行 為 とい え る。 霊 媒 は,ア ー ラ

ー チの 炎 に手 を 窮 し,あ た か もそ こに移 った 神 の 力 を擦 り込 む か の よ うに 自分 の 体 の

内部 に掌 で 両 眼 を軽 く押 え,首 か ら胸 へ と上 か ら下 へ 徐 々に 身 体 を撫 で る。

　 4)　 司 祭 は プ ンニ ヤ ク ンバ ム(壼)に た い し,印 契(Skt.mudra)の を 結 び なが ら,

呪 文を 唱 え つ つ 献 花,献 水を す る。 かれ は,1メ ー トル 近 い ダ ル バ草 の棒 で プ ン ニ ヤ

ク ンバ ムに触 れて 呪 文 の 力 を 伝 え,そ の 中の ウ コン溶 液 を 聖 化 して ヴ ァル ナ 神 を勧 請

す る。 この後,壺 口の コ コヤ シの実 を 取 り除 き,そ の 中 に 牛 乳 を混 ぜ る。 それ か ら,

この ク ンバ ム に挿 して あ った マ ンゴ ーの 葉 を束 ねて ス プ ー ンの よ うに して,こ の ウ コ

ンの溶 液 水(聖 水,punniyatirttam)を 周 囲 に撒 くの で あ る。 霊 媒 は,司 祭 よ り この聖

水 を 受 け取 って少 し飲 み,残 りを髪 や首 に つ け る。 さ らに,司 祭 の息 子 の ひ と りが プ

ン ニ ヤ ク ンバ ム を受 け取 って寺 院 に安 置 され て い る ガ ネ ー シ ャ,パ ール タサ ー ラテ ィ,

ドラウパ デ ィ ー,ム ル ガ ン な どの 神 像 につ け る。

　 5)つ ぎに ホ ーマ 儀 礼 が 行 な われ る。 まず,司 祭 は,ダ ル バ 草 を束 ね た 棒 で 九 つ の

ク ンバ ムに触 れ て,九 つ の 惑 星 神 を勧 請 す る(写 真4)。 司 祭 は炉 の 内部 に敷 きつ め

た 白砂 に ヤ ン トラ(Skt.　yantra)と い う幾 何 学 模 様 を描 き,周 りに ダル バ 草 を4本 挿 し

て 浄 化 した後,ホ ーマ 用 の 木 を 数段 に 重 ね て蘇 油(ney)を 垂 らす 。 これ に樟 脳 の 炎 を

落 と して 火 をつ け る。 続 けて,司 祭 は焼 米(nerpori)や9種 類 の 殻 物(navataniyam)47)

写真4九 惑 星 神 の 勧 請

47)9種 類 の 殻 物 と は マ ス タ ー ド(kagzevka),籾(nel),ゴ マ(ettu),そ の 他 の 豆 類(tavarai,　 Pa1a1u,

　 uguntum,肋4wη,　 kaupi)で あ る 。
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を くべ る。 この所 作 を 司 祭 は 何 度 も繰 り返 す 。

　 ホ ーマ が 終 わ りに近 づ くと,霊 媒 が席 を 立 って 火 炉 の 東側 に 回 り,司 祭 が た らす 蘇

油 と同時 に コ コ ヤ シの実,生 米,バ ナ ナ,キ ンマ の 葉,ビ ン ロ ウジ ュの 実 な どを炎 に

くべ る 。 こ の と き,音 楽 が一 段 と高 ま り,ホ ーマ 儀 礼 が 頂 点 に達 した こ と を告 げ る。

こ こで も,炎 に 供 え られ るの は霊 媒 の 代 用で あ る と考 え る こ とがで きる。 つ ぎに み る

よ うに,か れ は一 連 の供 犠 行 為 を 繰 り返 す ことで さ らに聖 化 され て い く。

　 司 祭 は ア グ ニ(Agni)神 を 火 炉 に 勧請 し,こ れ を 育て(呪 文 と印 契 とで 通 過 儀 礼 を

執 り行 な う),さ きに 九つ の ク ンバ ムに喚 起 した神 々に 糸 を通 じて 供 物 を 献 じ る。 ア

グ ニ(炎)は この た め,神 と人 間 との 媒 介 者 とか,神 の 口 と言 わ れ る48)。

　 6)司 祭 は,ホ ーマ の 炎 が 弱 ま る と,供 物 の 燃 え が らを少 しキ ンマ の 葉 に取って 蘇

油 と混 ぜ,煤 色 の ペ ース ト(omappoti)を つ くる。 司祭 は これ を霊 媒 の 額 に つ け る。

聖 灰 の 場 合 もそ うで あ るが,こ の ペ ー ス トを 身 体 で も っ と も熱 い部 分 と信 じ られて い

る眉 間 に つ け る と,効 果 的に 心 を 鎮 め,身 体 を 冷 や す こ とがで き る。 そ の 効 果 は,こ

の ペ ー ス トが3種 の悪 を炎(ア グニ)が 破 壊 して 生 じた もので あ る とい う と ころ に 由

来 す る。 この 点 で,ホ ーマ と コ コ ヤ シの実 の供 犠 と は同 じ機 能 を持 つ とい え る。

　 7)寺 男 が 冬 瓜(nirrup pucanikkay)を 真二 つ に切 り,切 り 口に赤 い粉 を こす りつ け

る。 司祭 は,木 製 の ス プ ー ンで その 実 を少 し削 り取 って,ホ ー マ の炎 に くべ る。 つ ぎ

に,2メ ー トル 足 らず の 藁人 形 の一 端 を 火炉 に突 っ込 ん で 燃 や す 。 この後,寺 の 使 用

人 が 冬 瓜 を抱 え,藁 人 形 の 燃 え て い る方 を 床 に つ け て 引 きず りな が ら寺 の 内部 と村 を

灘

写真5　 ヴ ァース トゥ ・シle・一 ンテ ィ

48)ホ ー マ につ い て 詳 しくはGray[1979]を 参 照 。
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巡る(写真5)。 その後からもうひとりの使用人がプンニヤクンバムをもち,そ の聖水

を周りにかけなが ら続 く。かれらは村はずれまで行って,冬 瓜と藁人形を捨て去る。

　冬瓜の切断は,邪 霊への動物供犠の代用である。赤粉は言うまでもなく血である。

藁人形はヴァース トゥと言われる。筆者は,こ の儀礼に関 してつぎのような神話を司

祭より得た。

　 「ある時,ヴ ァース トゥラージャプル シャ(Vasturajapurusa,ヴ ァース トゥの本

名)が シヴア神の権能(varam)を 授かるために,厳 しい修業を始あた。,シヴァが姿を

現わ して,何 を望むのかと問うと,感 心なことにヴァース トゥはただシヴァを祀る寺

院の番人となり,そ こを毎日掃き清めて神の庇護を得られさえすれば本望ですと答え

た。シヴアはヴァース トゥの献身的な態度に心を動かされて,つ ぎのように示唆した。

もしヴァース トゥが 自分を犠牲にして ホーマ の炎に身を投 じて,大 地の女神(Bhu)

の助けで寺院の周りを転がれば,か れの罪は消え解脱(Skt.moksa)に 到達できよう

と。これに したがって,ヴ アース トゥはホーマの炎に身を投げて解脱に達 したゴ

　 しか し,儀 礼から明らかなことは,ヴ ァース トゥとは解脱に到達 した信徒として礼

拝されるのではな く,寺 院とその周辺の集落を浄化 し,捨 て去 られてしまう否定的な

存在である。本章の冒頭に上げたことであるが,ヴ ァース トゥが敷地の神であるとい

う性格は,こ の神話では大地の女神とのつながりにわずかに示唆されているだけであ

る。儀礼ではヴァース トゥは,自 身が宥められる存在というよりも,祭 祀が始まるに

あたっての寺院の浄化,他 の悪霊たちの宥和を目的とする手段にすぎないようにも思

われる。

　 8)　最後に,司 祭はカーップ という黄色の聖紐を巻きつける(kappukkattutal)。 カ

ーップは,ホ ーマをする前に霊媒がココヤシの実に巻いておいたもので,ホ ーマが行

なわれている間霊媒の前の皿の上に置かれていた。霊媒は両手で皿とココヤシの実を

はさみ,前 に突き出す。司祭がカーップをココヤシの実からはず し,霊 媒の右手に3

回巻いて結ぶ。これによって祭祀の最初の儀礼は終了する。霊媒はこの聖紐を祭祀の

間ずっとつけてお く。カーップが巻き付けてあったココヤシの実は内陣に置かれ,19

日目の祭祀最後の礼拝の時に割られる。このココヤシの実は祭祀の間の霊媒の特別な

状態を象徴すると考えられる。カーップの機能はダルバ草の指輪と同じと考えてよい。

それをつけているものは特別の聖化された状態にあ り,い かなる汚れからも自由であ

る49)。そして危険な神の力に近づ くことができる。霊媒の場合,そ の憑依がより安定

49)1968年 の祭祀の期間中に当時霊媒であ ったム ッタイヤの母が死んだが,か れ は汚れることな

　 く神事を続 ける ことができた。 カー ップについて はDiehl[1956:252]に 詳 しい。
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したものになるということである。その力の源泉はそこに封じられた呪文に由来する

という。霊媒はこの時より,肉 を口にしてはならず,家 に帰って妻を見てはいけない

(性関係を持ってはいけない)。 さらに髪を切ったり髭をそってもいけない。一連の浄

化および聖化儀礼とカーップによって,霊 媒は普段ブラーマ ンしか入場を許されてい

ない内陣に入ることが可能となる。

1.2.　 カ ラハ ム行 進50)

　 6時 半 頃,ブ ラー マ ン司 祭 が 寺 院 の ガ ネ ー シ ャに 礼 拝 を す る。 つ ぎに パ ール タ サ ー

ラテ ィと その 配 偶 神,ド ラ ウパ デ ィー に礼 拝 を行 な う(礼 拝 につ いて はあ とで 詳 述 す

る)。

　 司祭 の礼 拝 の 後,霊 媒 は や は りガ ネ ー シ ャ神 を 礼 拝 して か ら,ド ラウパ デ ィ ー神 の

前 に 進 んで 奥の パ ール タ サ ー ラテ ィと ドラ ウパ デ ィーを 礼拝 す る 。 かれ はマ ン ゴ ーの

葉 を 挿 した カ ラハ ム壺,ハ ン ド ・ナ イ フ,棒 を もって 外 に 出 て くる 。 か れ は これ か ら,

約2キ ロ離 れ たマ ー リー女 神 寺 院 へ と 出発 す る。 ブ ラーマ ン司祭 は寺 院 に残 る。 二 人

の村 人 が松 明 を もち,漁 民 カ ス トの楽 師 た ち6人 に続 い て,霊 媒 とア ル ジュ ナ,寺 院

管 理 委 員会 の成 員 た ち,マ ハ ーニバ ー ラタ読 唱 の ア シス タ ン ト,寺 男,熱 心 な村 人 た ち

か らな る一 行約20名 が海 岸 沿 い の 道 をマ ー リー寺 院 へ と向か う。

　 寺 院 に着 くと,霊 媒 と アル ジ ュナ は寺 院 の境 内 に あ る井戸 で 水浴 を して,新 しい腰

巻 き を着 け る。 ま た,体 に は 憑依 に よ っ て生 じる熱 を 冷 ます効 果 があ る とい わ れ る 白

檀 の ペ ー ス トを は じめ,聖 灰 や 赤 い粉 をつ け る。 マ ハ ーバ ー ラタの 読 唱 で 合 い の手 を

入 れ るア シス タ ン トがマ ー リ女 神 寺 院 の 門 の所 で カ ラハ ム を飾 る。 か れ は,ウ コ ンを

溶 か した 水 を入 れ て か ら,マ ンゴ ーの 葉 を 壷 口 に い くつ も挿 して,花 で 飾 り,ポ ッ ト

ゥの 印 を壺 の側 面3か 所 につ け る。 準 備 が 整 うと,霊 媒 は カ ラハ ム の前 に立 ち,花 輪

を首 に か け,棒 を45度 の方 向 に両 手 で は さん で か ら体 を揺 す り始 め る。 こ う して か れ

はサ ンナ ダ ム の 状態 とな る(写 真6)。 霊 媒 は カ ラハ ム壼 を 頭 に の せ て,マ ー リー寺 院

の 中に 入 る。 中 で はパ ンダ ー ラ ン ・カス トの 司祭(霊 媒 の姉 の 夫)が 聖灰 を盛 った 皿

を持 って 待 機 して い る。 この 皿 に は樟 脳 の 灯 が と も って お り,こ れ で 霊 媒 に ア ー ラー

チ をす る。 霊 媒 は 自分 で 灰 を と って額 に つ け る。

　 霊媒 に よ る と,か れ は もと もと夕暮 れ近 く(malaippatalneram)に 砂 浜 で 海 に 向か っ

て サ ンナダ ムに 入 った と い う51》。 この時 刻,ド ラ ウパ デ ィー女 神 が海 を歩 くと信 じ ら

50)カ ラハ ムとい う言葉は,女 神の依代 となる壺 にもそれを運ぶ行進に も使用 される。

51)つ ぎの引用か らも明 らかなよ うに,カ ラハ ム行進 と夕刻 との結びつ きはかな り一般的なもの

　 といえる。「薄明の残る日没前後 はカ ラハ ム行進 をするのにもっとも好ま しい時である。という

　 の も,こ の時刻 こそ神 々が特別 の力を持つ と考え られているか らである」[AYYAR　 1925:135]。
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れて い るか らで あ る。 と ころが,海 辺 に地 引網 漁 の作 業 場(0観)が 立 ち並 び 汚 くな っ

た た め に,数 年 前 に場 所 を海 辺 か らマ ー リー寺 院 の 前 へ と移 した 。 した が って,マ ー

リー女 神 と カ ラハ ム行 進 お よ びサ ンナ ダ ム と の 間 に直 接 の 関係 は ない 。

　 霊 媒 自身 の説 明 に よ る と,か れ が 精 神 を集 中す る と,ド ラ ウパ デ ィー(の 力)が か れ

の体 内 と カ ラハ ム壺 に は い って くる。祭 祀 の 期 間,こ の サ ンナダ ムを 何 度 も繰 り返 す

う ちに カ ラハ ム に蓄 え られ た 力 は 増 してい く。そ して火 渡 りを す る時 に最 大 とな る52》。

　 霊 媒 を 先 頭 に一 行 は,海 岸 沿 い に あ る カ ンダ サ ー ミ小 祠 の 前 を 通 り,カ ー リー女 神

寺 院 へ と向 か う(写 真7)。 カ ンダ サ ー ミ小 祠 の 前 で は コ コヤ シが 地 面 に た た きつ け

られ る。 そ して カ ー リー女 神寺 院 で は,再 度 そ この 司祭(霊 媒 の 長 兄)よ りア ー ラ ー

チを 受 け,聖 灰 を と る。 道 路 脇 に は コ コヤ シの 実 が の った,水 の 入 った 壷 が 並べ られ

て い る。 信 徒 の一 人 がす ば や くこれ を取 り上 げ て 霊 媒 の足 に 水 を 撒 く。 この 水 は サ ン

ナダ ムに よ って熱 くな っ た霊 媒 の 体 を冷 や し,神 の 力 を統 御 す るた めで あ る。 そ して

コ コ ヤ シの 実 を粉 々に 割 る。

　 パ ール タサ ー ラテ ィ寺 院の 中に は,白 い布 が 内陣 まで敷 かれ て い る。 この布 は村 の

写真6　 サ ンナダムに入る霊媒 写真7　 カ ラハ ム行 進

52)村 人の一人 は,カ ラハムによる勧請の過程を充電にた とえた。
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洗 濯 屋 カ ス トが用 意 した もので あ る。 霊媒 は 中腰 に な った ま ま頭 に カ ラハ ムを 乗 せ,

左手 に棒 を,右 手 に ハ ン ド ・ナ イ フを 持 って徐 々 に前 へ と進 んで い く(写 真8)。

　 霊 媒 が 内 陣 に到 着 す る と,幕 が下 ろ され る。 再 び 幕 が 開 くと,村 人 た ちは 一 斉 に

「ゴ ー ヴ ィ ンダ(Govinta)!ゴ ー ヴ ィ ンダ!」 と叫 ぶ。 ドラ ウパ デ ィ ー像 の前 に は カ

ラハ ムが 置 か れ て い るが,そ の壺 の側 面 に1メ ー トル近 い剣(val)が 真 直 ぐに立 って

い るか らで あ る(写 真9)53》 。 この剣 に た い して 司祭 が ア ー ラ ー チを す る。 これ は,

一 種 の 奇 跡 と み な され て お り
,剣 が立 つ 時 間 は,祭 祀 が終 わ りに 近 づ くに つれ て,す

なわ ち カ ラハ ム に 勧請 さ れ る ドラ ウパ デ ィーの 力 が 強 くな れ ば な る ほ ど,長 くな る と

い う。 剣 の 直 立 は 壺 に蓄 え られ た ドラウパ デ ィーの 力 の 強 さを 示 す 。 この 奇 跡 は,祭

祀 が成 功 す る よ うに,火 渡 りで 失 敗 しな い よ うに とい う村 人 た ち の願 い が受 け 入 れ ら

れ た証 で あ り,村 人 た ちは女 神 の 保護 下 に あ る と信 じられ て い る。 こ の剣 は ドラ ウパ

写真8　 カラハム行進(寺 院 内) 写真9　 カラハムに立つ剣(右 手前)

53)他 地域の ドラウパデ ィー女神祭祀についてはHiltebeitel[1982:82]を,他 の女神の祭祀につ

　いてはMeyer[1986:238-242],　 Nishimura[1987:91]を 参照。 メイヤーによると,こ れは

　α磁 κη加 ∫耐 と呼ばれているとい う。 メイヤーの言 うように,こ の儀礼 と女神が処女であると

　いうこととは矛盾す るか もしれ ないが,村 の祭祀 は普段配偶神のいない女神が夫と出会 う機会

　であることを考えれば,矛 盾とはいえない。 メイヤーは象徴的な性交が女神の熱い力を冷却 し

　て コン トロールす る効果があると論 じている。
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デ ィー の夫 の一 人 ビーマ の武 器 で あ り,か れ 自身 を 表 わ す 。 これ に た い して,壺 は ド

ラ ウパ デ ィーで あ る。 こ こか ら,こ の 奇 跡 は両 者 の 結 合 を 象 徴 して い る と解 釈 す る こ

とがで き る。 よ り一 般 的 に は,剣 は男 根 で あ り,壷 は子 宮 を 象 徴 して い る か らで あ る。

1.3.　 マハ ー バ ー ラタ の読 唱

　 パ ー ル タ サ ー ラ テ ィ寺 院 の 中で は,マ ハ ー バ ー ラタの 読 唱 の 準 備 が 進 め られ て い る。

マ ハ ーバ ー ラタの 語 りは,マ イ クを通 じて 外 に 流 さ れ る。 読 唱 す るの は 霊媒 で あ る。

か れの 前 に は合 い の手 を 入 れ るア シス タ ン トが座 る(写 真10)。 霊 媒 の 表情,身 ぷ り,

そ して 節 回 しは変 化 に 富 み,聞 いて い る もの を飽 きさせ ない 。 か れ はす べて の 物語 を

暗 記 して い るわ けで は な く,物 語 が記 述 され て い るノ ー トを 前 に 置 い て,そ れを 見 な

が ら読 唱 す る。 向 か いに 座 った ア シス タ ン トは この語 りに合 い の手 を入 れ る。 この 日

は9時 か ら11時 半 まで 約2時 間半 続 い た。 毎 回 冒頭 に霊 媒 と ア シス タ ン トが 同 じ文 句

の祈 願 を 合 唱 し,そ れか ら霊 媒 が 物語(編 αの を 始 あ る。 この祈 願 は,霊 媒 が右 手 首

につ けて い る聖 紐 と同 じカ ー ップ とい い,神(の 保護)を 喚 起 す る 目的 を 持 つ 。 まず,

ヴ ィ シュ ヌの化 身 の一 人 で あ る ラ ーヤ が讃 え られ る。 つ ぎ にシ ドラ ウパ デ ィー に た い

し,わ た した ちに いつ も慈 雨 が恵 まれ て い るの は彼 女 の おか げ で あ る,ど うか これ か

ら もわ た した ちの祈 願 を 聞 い て くだ さ い と語 られ る。

　 この 日の 話 は,マ ハ ーバ 直 ラタ の ク ライマ ックス と な るパ ンーダ ヴ ァとカ ウ ラヴ ァ

と が戦 いを始 め る前 日の あ わ た だ しい 状況 か ら18日 間 の 壮 絶 な戦 い,そ して最 後 の ビ

ーマ と ド ゥル ヨー ダ ナ との 対 決 に い た る まで の 粗述 で あ る54》
。

写真10　 マハーバー ラタの読唱(右 が霊媒)

54)他 の事 例([HILTEBE竃TEL　 1988])と 比 較 す る と変 則 的で あ る が,そ の理 由 は不 明で ある 。
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　聴衆の内訳は成人女性130名,成 人男性20名,子 供が男女あわせて50名 と,圧 倒的

に女性と子供が多い。この傾向は祭祀の期間を通 じて変わ らない。初日は2時 間半ほ

どかかったが,特 別な場合を除き1時 間半か ら2時 間で終了する。マハーバーラタな

どの神々の話を聞くことは,と くに教育のないヒンドゥ教徒にとって重要な宗教活動

のひとつである。この種の話を聞 くことは徳を積むことであるという55)。

1.4.　 旗 の掲 揚(kotiyerram)

　 祭 祀 の 期 間全 部 で 五 つ の旗 が使 用 され る。 今 日 は その う ちの 四 つ が準 備 され る。 ひ

とつ は,カ ウ ラヴ ア兄 弟 た ちの旗 で あ る。 これ は寺 院の 旗 竿(kotimaram)に 掲 揚 され

る。5日 目に寺 院 の前 の 広 場 に掲 揚 され る 「外 の旗(velikkoti)」 と対 比 させ て,こ れ

を 「内 の 旗(utkoti)」 と呼 ぶ 。 他 の 三 つ は すべ てパ ンダ ヴ ァー に 関係 して い て,こ れ

らは霊 媒 とと もに 移 動 す る。

　 カ ウ ラヴ ァの旗 は,コ ブ ラが と ぐろを 巻 い て鎌 首 を あ げて い る図柄 で あ る(写 真11)。

パ ンダ ヴ アーの旗 は,コ ンダ ン コデ ィ(kontankoti)と い い,文 字通 りの 意 味 は 交叉 イ

写真11カ ウラヴ ァの旗 写真12　 コンダ ンコデ ィ,月(左)と 太陽

　 　 　　 (右)の 旗

55)こ の点 に関 して は,Beck　 [1983:71],　 Diehl[1956:89],　 Wadley[1975:46】 を 参照 。 聞 くだ

　 けで は な く,専 門的 な 芸能 集 団 を 呼ん で,そ の よ うな 場所 を提 供 す る こと も徳 と な る[WADLEY

1975:48]o
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トゴ(kottan)の 旗(koti)で あ る。 これ は,ド ラウパ デ ィー を共 有 す る五 人 の 兄弟 を村

人た ちが 腕 曲表 現 で 交叉 イ トコ と呼 ぶ と ころ に 由来 す る56》。この旗 の 形 状 は 五叉 に分

か れ た約2メ ー トル の 長 さ の棒 に は無 地 の オ レ ンジ色 の布 が巻 か れて いて,さ らに祭

祀 で鞭 と して 使 用 され る太 い ロ ー プ(cattaikayiru)が 垂 れ 下 が って い る(写 真12)57)。

ま た その 先 に は五 つ の ライ ム が突 き刺 って い る58)。他 の 二 つ は,太 陽 が描 か れ て い る

太 陽 の旗(curiyankoti)と 月 が描 か れ て い る月 の旗(cantirankoti)で あ る59)。 これ らの

三旗 は,カ ウ ラヴ ァの旗 が掲 げ られ て い る旗竿 の前 にあ る穴 に 通 常 さ して 立て か けて

あ る。 しか しな が ら,霊 媒 が移 動す る と きに は アル ジュ ナが パ ー ンタ ヴ アの 旗(コ ン

ダ ンコデ ィ)を 持 ち,信 徒 の 二 人 が太 陽 と月 の 旗 を 運 ぶ。

　 5日 目に外 の広 場 に 掲 揚 され る旗 に は,猿 神 のハ ヌ マ ン(Hanuman)の 雄 姿 が 描 か

れ て い る(写 真13)60)。 これ は,ビ ー マ とハ ヌ マ ン が風 の神 ヴ ァー ユ を父 に持 つ異 母

兄 弟 で あ る とい う事実 と 関係 して い る。

写 真13外 の 旗 の ハ ヌ マ ン

56)こ の地域で は類別上の交叉 イ トコ同士 の結婚が理想 とされる。ある村人によると,結 婚相手

　 はひ とりで あるが,交 叉イ トコは複数であるか らパー ンダヴァを夫 と呼ぶよ りも交 叉イ トコと

　 呼ぶ方が不 自然ではない とい う。 また ドラゥパデ ィーはパー ンダヴァとの結婚後 も処女であ っ

　 たと伝 え られていることか ら,両 者 は夫婦 というよ り結婚前の交叉 イ トコの関係にたとえ られ

　てい るほ うが適切であると解釈す ることもで きよう。

57)過 去 の 記録 では,パ ー ンダヴァの 旗には太鼓の 図柄が描 かれてい たようである[NEVILL

　 1887:58]。 これは今 日,祭 祀で語 られ るマハーバー ラタのテ クス トの表現 とも一致する。

58)ラ イムにつ いて は注45を 参照。

59)あ る村人 は,マ ハーバ ーラタの戦いは新月の 日か ら始ま った,パ ー ンダヴ アの旗 をはさむよ

　 うに して太 陽と月の旗を並べるのは新月の状態を示 しているからであると説明 した。

60)ネ ヴ ィルによると,か つてはここにほら貝の図柄をもつ漁民カス トの旗が掲揚された という

　 [NEVILL　 1887:58]。
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　 さて,コ ブ ラ の旗 を掲 揚 す る前 に,こ れ を 真 鍮 性 の 皿 に の せ て,寺 院 の 内部 を一 周

す る。 その 際,松 明 を持 つ 村人 二 人 と楽 師 が先 導 し,後 ろに 傘 が控 え る。 っ ぎに,霊

媒 が旗 竿 とパ ンダ ヴ ァー の旗 に灌 頂(Skt.abhiseka)の をす る。 そ れ は,聖 水,細 か く刻

ん だ バ ナ ナ やマ ンゴ ーの 果 物(Skt.pancamurtha),コ コヤ シの 汁 な どを か け る行 為 で

あ る(後 述)。 そ して,米 だ ん ごの供 物 が 供 え られ,礼 拝 が 行 なわ れ る 。 この旗 が掲

揚 され る と,寺 院 の 中に 集 ま った村 人 た ちは 「ゴ ー ヴ ィ ンダ!ゴ ー ヴ ィ ンダ!」 と一

斉 に 叫 ぶ。 霊 媒 は旗 竿 に カ ー ップを 巻 く。 ま た,パ ンダ ヴ アー の 旗 に も布 を つ け,こ

れ と太 陽 お よび月 の旗 に カー ップを 巻 く。 霊媒 は,さ らに 旗 竿 の 前 の ヴ ィー ラバ ドラ

の 神 像,ヤ シの 木 の皮 に 書 か れ て い るマ ハ ーバ ー ラタ の本61),マ ハ ー バ ー ラタ の 読 唱

の時 に 使 用 す る鈴,内 陣 に あ る ドラウパ デ ィ ーの神 像 の左 手 首,そ の前 に安 置 され て

い る カ ラハ ム の壺,最 後 に 行 進用 の ドラ ウパ デ ィ ー 祭 祀 像 の左 手 首 に カー ップ を巻

く62)。

　 以 上 の 所作 は,た ん に旗 を 準 備 し,主 要 な儀 礼 物 を 汚 れ か ら護 る ため に カ ー ップ を

巻 いた とい うだ け に と どま らな い 。 と い うの も旗 は,そ れ と密 接 に 関 わ る神格 の依 代

と考 え る こと がで きるか らで あ る。 こ こで も カ ー ップ は神 との結 びつ き を示 す 印 とい

え る。 コ ブ ラの旗 やパ ー ンダ ヴ アの 旗 は マハ ー バ ー ラタの 登 場人 物 た ち の依 代 な の で

あ る。 か れ らを 表わ す 像 は 寺 院 内部 に は ない 。 そ の か わ り,か れ らは これ らの 旗 に 勧

請 され,祭 りの間 そ こに と どま る ので あ る。 パ ー ンダ ヴ ァの 旗 の 五 つ の 剣 先 は,パ ン

ダ ヴ ァーの五 人 の兄 弟 を 表 わ す と解 釈 す る こ と も可 能で あ る63)。 こ の旗 は,コ ブ ラの

旗 やハ ヌマ ンの旗 と異 な り,持 ち 運 び が 自 由で あ る。 そ して,霊 媒 が カ ラハ ム を もっ

て 移 動 す る と き,ア ル ジ ュ ナ が この 旗 を 持 って 付 添 う。 こ こに は,壺 と旗 との 二項 対

立を 認 め る こ とが で きる。 そ れ らは,同 時 に女 性 と男 性 との シ ンボ リズ ムに 重 な ると

いえ よ う。 しか し,先 の 解 釈 に従 え ば,最 終 的 な 結合 を実 現 す るの は 壺 と旗 で は な く,

壺 と寺 院 に 安 置 されて い る剣 なの で あ る。

　 前 節 で触 れ た よ うに,神 格 を 表 象 す る品 物 に は動 くもの と固 定 した もの の二 種 類 が

存 在 す る。 カ ラハ ムの 壺 や パ ー ンダ ヴ アの 旗 な どは 動 的 な神 格 を 表 象 して い る と い え

る。 これ に た い して,コ ブ ラの 旗 や ビーマ の 剣 は静 的 な神 格 を表 象 す る。 しか し,こ

れ らは祭 祀 の 時 に 特別 に使 用 され る もので あ る。 さ らに,内 陣 に安 置 され て い る石 像

61)こ れは,代 々霊媒の家に伝え られて きたもので,普 段 はかれの家に保管 されて いるが,祭 祀

　 の期間中は寺院に展示 される。

62)男 性は右手首に,女 性 は左手首にカー ップをつける。 しか し,ド ラウパデ ィーの化身であ る

　 はずの霊媒 は右手 首にカー ップをつ けていた。

63)こ の点 について はBabb[1974:6]を 参照。 ただ し,パ ブはこれを旗ではな く,槍 とみな し

　ている。
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は,よ り静的で安定した神格のあ り方を表わすと解釈できる。

　旗の掲揚に関 して,村 人の一人は,こ れによって村の周辺を彿徊 し,し ば しば村に

侵入する悪霊たちを捕らえて しまうと説明した。それ らは旗が下ろされるまで旗の中

にとどま り,祭 祀の邪魔をすることはない。この説に着目すると,旗 の掲揚は最初の

儀礼であるシャーンティと同じ機能を持つといえる。 しか し,よ り一般的には,旗 竿

はこの世と神の世界を結ぶ宇宙軸(exis　m」ndi)であ り,旗 の掲揚は,神 格化されたマ

ハーバーラタの英雄たちの降誕を意味すると考えることができる。

1.5.礼 拝

　 初 日の儀 礼 は ブ ラー マ ン司祭 の礼 拝 で 終 了 と な る。 す で に午 前1時 で あ る。

　 こ こで 簡 単 に 礼 拝 に つ い て記 述 して お きた い64》。ガ ネ ー シ ャへ の 礼拝 か らも明 らか

な よ うに,礼 拝 は 主 と して勧 請 と歓 待 の所 作 よ りな る。 そ れ らは,神 の名 を 唱 え つ つ

水 と花弁 を献 じ,香 を 焚 き,灯 明 を灯 して,神 像 の眼 前 に 掲 げ,樟 脳 ひ とつ を燃 や し,

粗糖 を 混ぜ た握 り飯 の 供 物(ナ イ ヴ ェ ー デ ィヤ)に 水 と花 弁 を か け て聖 別 し,パ ンジ

ャー ラ ーチ(pancaratti)を 行 な う こ とで あ る。 パ ン ジ ャー ラ ーチ は,五 つ の樟 脳 を一

度 に 燃 や し,ゆ っ く り神 像 の 前 で 回 す所 作 で,礼 拝 の ク ライマ ックス に 当 た る。 信 者

た ちは,両 手 を 合 わ せ た ま ま 高 く上 げて か ら胸 の と ころま で お ろ し,祈 る し ぐさを す

る。 炎 は す ぐに消 され ず に 信者 た ちに 回 され る。 か れ らは,パ ン ジ ャー ラー チ の炎 に

手 を署 し,あ た か も神 の 力 を 擦 り込 むか の よ うに 自分 の体 の 内 部 に掌 で 両 眼 を軽 く押

え,首 か ら胸 へ と 上か ら下 へ 徐 々に 身 体を 撫 で る。 この後,聖 灰,白 檀 の ペ ー ス ト,

赤粉 が 回 され る。 信 者 た ちは,こ れ をつ ぎつ ぎに額 につ けて シヴ ァ派 の 印 を つ くる。

　 以 上 の所 作 が,寺 院 の 礼 拝 対 象 とな る神 々す べ て に た い して,寺 院 の 内部 を右 回 り

に 移 動 す る形で 繰 り返 され る。 パ ー ル タ サ ー ラテ ィ寺 院 の場 合 は,ガ ネー シ ャ神,パ

ール タ サ ー ラテ ィと その 配 偶 神
,ド ラ ウパ デ ィ ー女 神,ポ ー ッ トゥラー ジ ャ ンと ム ッ

タ ー ラ ラ ー ジ ャ ン,ム ル ガ ン神,祭 祀 像,ガ ル ーダ,ヴ ィー ラバ ドラ,ナ ー ガ タ ン ビ

の順 で あ る(図4参 照)。 内陣 の ドラ ウパ デ ィー像 へ の 礼拝 が い ち ばん 長 く,村 人 の ひ

と り,小 学校 の校 長 に よ る賛 歌 が歌 わ れ る。 厳 密 に は,ガ ル ーダ への 礼 拝 の 前 に バ リ

ピー タ に供 物 を供 え る所 作 があ る が,パ ン ジ ャー ラ ーチ や聖 灰 な どの 分 配 は な い。 ま

た ポー ッ トゥ ラー ジ ャ ン とム ッター ラ ラー ジ ャンに は灯 明 だ けを 捧 げ る。最 後 に,司

祭 は 内陣 に戻 り,パ ール タ サ ー ラテ ィ と ドラウパ デ ィー にパ ンジ ャ ー ラー チ を す る。

　 この 後,パ ン ジ ャー ラー チの 炎,聖 灰,白 檀 の ペ ース ト,赤 粉,す で に 内 陣 に供 え

64)礼 拝 につ いて は田 中[1986:19-21】 で 詳 し く論 じた 。詳 しくはBuhnemann[1988]を 参照 。
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られた聖化された供物すなわちプラサーダ(Skt・prasada)を 信者たちに分ける。プラ

サーダには神の力が含まれている65)。最初のプラサーダ(米 だんご)の 取り分が半分

に割られたココヤシの実(カ ーラーンジ)に入れられて霊媒に与え られる。 これを 「村

のカーラーンジ(ur kalanci)」 という。 霊媒は,司 祭 と神々にたい して村全体の代表

としてプラサーダを受け取るのである。つぎに,二 つのカーラーンジがカラハム行進

の時の楽師たちの代表と礼拝の時に賛歌を歌った人に与えられる。

　通常,カ ーラーンジ(プ ラサーダ)を 最初に受け取る人物はその儀礼のパ トロンで

ある。村人たちが集合 して儀礼の出費をまかなう場合は,ヒ ンドゥ寺院管理委員会の

代表がパ トロンの代表として最初のプラサーダ(村 のカーラーンジ)を 受け取る。そ

れではなぜ寺院管理委員会の代表ではなくして,霊 媒なのであろうか。ここに ドラウ

パディー祭祀の特異性を見て取ることが可能である。霊媒は経済的観点から言えばパ

トロンではない。むしろ,ブ ラーマンと同じように,宗 教的な目的のために村で雇用

されている人物にすぎない。そのかれがなぜ村のカーラーンジを受け取る権利を持つ

のであろうか。

　その理由は,次 章(第 三章三節)で さらに詳 しく論 じることにしたいが,こ こで指

摘しておきたいのは,ヒ ンドゥ教においてパ トロンになるということは,本 来 ヒンド

ゥ古典供犠の供犠祭主(Skt.yajamana)の 位置を占めることであ り,供 犠祭主は犠牲

獣との象徴的な同一化を目指すということである。筆者は別のところで[田 中1986],

シャーンティのように動物の供犠が実際にともなわないような儀礼において も,古 典

供犠の構造を読みとることが可能であると指摘した。 したがって,霊 媒は乙こではパ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヘ

トロンというよりも,供 犠祭主の代用となる犠牲獣として祭祀に参加していると解釈

で きよう。霊媒は,村 人たち全体と神々を媒介する犠牲獣として初日に聖化されるの

である。 しか し,霊 媒は供犠の動物のように殺されはしない。 したがって,以 上のよ

うな解釈は唐突にきこえるかもしれない。この疑問に答えるためには,祭 祀全体の構

造が供犠に対応 し,そ こで霊媒は象徴的に犠牲獣として殺されるのであるということ

を明らかにしていく必要がある。

2日 目か ら4日 目

　 2日 目か ら4日 目の 間 行 なわ れ るの は,ブ ラーマ ン司 祭 に よ る 日 々の 礼 拝 だ け で

あ る。 それ らは早 朝 の礼 拝(utayappucai),昼 の 礼 拝(mattiyanappucai),夕 刻 の礼 拝

(cayaratcaippucai)で あ る。 内 容 は通 常 の礼 拝 と同 じで あ る が,早 朝 の礼 拝 は この 祭祀

の期 間 中 に 限 られて い る。

65)プ ラ サー ダ につ い て詳 しくは 田 中[1986;22-23]を 参 照 。
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　 昨 夜 よ り霊 媒 とア ル ジ ュナ は家 に 帰 る こと が許 され ず,寺 院 で 寝 泊 ま りを す る。 か

れ らは寺 院 の 敷地 内 に 特別 に 建 て られ た小 屋 に泊 ま る。 霊媒 はマ ー リー 女神 寺 院 の 司

祭 で もあ るた め,ド ラ ウパ デ ィー祭 祀 に 支 障を 来 す こ とが な いか ぎ り,マ ー リー女 神

寺 院 に 赴 き,そ こで 昼 の礼 拝 を 行 な って,パ ール タサ ー ラテ ィ寺 院 に 帰 って くる。 た

だ し,夜 は霊 媒 の 姉 の夫 が代 理 と して マ ー リー女 神 寺 院 の礼拝 を 行 な う。

　 霊 媒 は,寺 院 に 集 ま る村 人 た ち と異 な り,必 ず しも清 浄 とは いえ な い 村 人 た ち との

接 触 を避 け るた め に,人 影 の少 な い浜 辺 を通 って パ ール タ サ ー ラテ ィ寺 院 に 戻 る。 霊

媒 は ま た,浜 辺 を通 る ことで,自 らを 海 を渡 る ドラ ウパ デ ィー女 神 に 似 せ て い るの で

あ る と も説 明 した。

　 4日 目 の午 後,寺 院 の入 口の 外 側 に小 さ な天 蓋(pantal)を 建 て る。5日 目よ り,霊

媒 と そ の ア シス タ ン トは,こ こに座 って マ ハ ー バ ー ラ タを読 唱す るの で あ る。

5日 目

　 5日 目 の ス ケ ジ ュ ール はつ ぎ の通 りで あ る。

5.　1.　 早 朝 の 礼 拝

5.2.　 ハ ヌマ ンの 旗 の掲 揚

5.3.村 の集 会

5.4.昼 の礼 拝

5.5,　 カ ラハ ム行 進

5.6,　 夜 の礼 拝

　5.　7.　 マ ハ ーバ ー ラタ の読 唱

5.2.　 ハ ヌマ ンの旗 の掲 揚

　 5日 目の儀 礼で 午前 中重要 な の は,パ ール タ サ ー ラテ ィ寺 院 の 外 にハ ヌマ ンの 旗 を

掲 揚 す る こ とで あ る。 時 刻 は9時,場 所 は ち ょ うど広 場 を は さん だ寺 院の 反 対 側 で あ

る(図8参 照)。 まず,15メ ー トル ほ どの 長 さの旗 竿 が用 意 され る。霊 媒 は旗 竿 を 立 て

る穴 の と こ ろに ア ー ラ ーチ をす る。 つ ぎに,旗 竿 に 水を か け香 煙 を焚 き,三 箇 所 に シ

ヴ ァ派 の 印 を つ け る。 こ う して か ら約100名 の 男 た ちに よ って旗 竿 が立 て られ る(写

真14)。 霊 媒 は ウ コ ンの 固 ま りを 旗 竿 に つ け て,こ れに ガ ネー シ ャを勧 請 し礼 拝 を行

な う。 この 後,ハ ヌマ ンの 旗 が掲 揚 され る。 そ して,旗 に 礼拝 を して,カ ー ップ を旗

竿 に巻 く。
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図8　 パ ールタサーラテ ィ寺 院の周辺

写真14外 の旗竿を立て る村人たち

5.3.　 村 の集 会

　 村 の集 会(urkutom)が 寺 院 の前 で行 なわ れ る。 こ こで の議 題 は,15日 目 か ら17日 目

まで のマ ハ ーバ ー ラタ 劇(kacci)を 演 じる グル ー プ三 つ と,17日 目の守 護 神 を 勧 請 す

る4人 を くじで 決 め る こ とで あ る。 お よそ90名 の 男 た ち が集 ま る。 全 部 で30の グル ー
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プ が応 募 した が,劇 を演 じる機 会 は3回 しか な い。劇 に 参加 す る理 由は,応 募 者 た ち

(あ るい は グ ル ー プの 代 表 者)が ドラウパ デ ィ ー女 神 に願 掛 けを し,そ の 願 い が か な

え られ れ ば 祭 祀 で マハ ーバ ー ラタ 劇 を 演 じ ると約 束 した か らで あ る。 した が って,こ

れ は感 謝 を 表 わ す奉 納 儀 礼(nerrikkatan)の 一一Ptで あ る。 応募 者 た ち は特 定 の演 題 に応

募 す る。 この た め人 気 の あ る演 題 は そ れ だ け く じに 当た る確率 も低 くな る。 くじを 引

くの は霊 媒 で あ る。選 ばれ た もの た ちの グル ー プに は,ヒ ン ドゥ寺 院管 理 委 員会 よ り

準 備金 と して600ル ビL(約6千 円)が 与 え られ る。 この集 会 が終 わ る と,司 祭 に よ

る昼 の礼 拝(5.4.)と な る。

5.5.　 カ ラハ ム行 進 と クン ミ踊 り

　 5日 月 の カ ラハ ム行 進 は5時 に パ ール タ サ ー ラテ ィ寺 院 を 出発 し,マ ー リー女神 寺

院 へ と向 か う。 これ は基 本 的 に初 日の カ ラハ ム行 進 と 同 じで あ る。 唯 一 の 相 違 は,マ

図9 、D村 の 中 心 部
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田中　 司祭と霊媒

一 リー女 神 寺 院 か らカ ー リー女 神 寺 院 を通 って パ ール タ サ ー ラテ ィ寺 院 に 向 か う途 中

の 四つ 辻 で ク ン ミ(kummi)と い う踊 りをす る ことで あ る(図9参 照)。 これ は 霊媒 と

マ ハ ー バ ー ラタを 読 唱 す ると きの ア シス タ ン トニ 人 に よ って行 なわ れ る。 両 者 は 向 か

い 合 い な が ら,大 きな 円 形 を描 いて ゆ っ くりと した テ ンポ で踊 る(写 真15)。 こ こで,

ア シス タ ン トが踊 りの リー ドを と り,憑 依 状態 と な った 霊媒(ド ラ ウパ デ ィー)を 歓 待

す るか の よ うな し ぐさを す る。 村 人 た ちは両 者 を取 り囲 む よ うに して ク ン ミ踊 りを見

物 す る。見 物 人 の なか に は,感 きわ ま って 「テ ィ ラウパ デ ィ,テ ィロ ーパ デ ィ ヤ ンマ

ー ン!」 と大 声 で 女 神 の 名 を 呼ん だ り
,ト ラ ンス状 態 に な る もの もい る。

　 以 下 で は,ク ン ミの 最 中 に村 人 た ちに よ って歌 わ れ る歌 を 意 訳 して 紹介 して お きた

い。 マ ハ ーバ ー ラタへ の 言 及 の た め に 内容 が 複 雑 に な って い るが,村 人 た ちの ドラ ヴ

パ デ ィ ー女 神 に よせ る素 朴 な感 情 を読 み と る こ とが 可 能で あ る。 な お 原 文 につ いて は

付 録 を 参 照 。

ドラ ウパ デ ィー の黄 金 の 足 に祈 りを捧 げま しょ う,彼 女 の吉 な る足 に66)。

ドラ ウパ デ ィー よ,あ なた は ラ ク シュ ミーの 夫 で あ るマ ーダ ヴ ァ(Madava,ク リ シ

ュ ナの こ と)を 救 い ま した 。 そ して5人 の王(パ ー ンダ ヴ ァ)を 救 い ま した。や

た した ちの 母 よ。

ドラ ウパ デ ィ ーを 忘 れ て は な りま せ ん 。 彼 女 は そ の黄 金 の 足 で3界 を計 りま した 。

写真t5ク ンミ踊 り(手 前 はアシスタン ト)

66)足(ati)の 強調 は神への絶対的な献身を救済の道 とす るバ クティの思想の影響 と考 え られる。

　信徒たち(バ クタ)は タ ミル語でatiyarと 表現され る。 この点についてDieh1[1956:132　 n・　3],

　Yocum[1982:173　 n.4】 な どを参照。
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ドラ ウパ デ ィー よ,あ な た は,父 の パ ンチ ャー ラ(ド ルパ ダ)王 が子 供 をつ くろ う

　 と して 苦 行 を 行 な った結 果,炎 の 中 か ら生 ま れ ま した。 貞 淑 な 女 よ,母 な る女 神

　 よ。

ど うかわ た した ちが犯 す か も しれ な い過 ちを お 許 し くだ さい 。

わ た した ち は,あ な た が美 しい マ ンゴ ー の葉 を 挿 した光 輝 く壺(カ ラハ ムの こ と)

　 に入 つて や って来 る のを 見 て い ま す。

ドラ ウパ デ ィー よ,ウ コン の水 の入 った壼(ク ンバ ム)と,コ コ ヤ シの実,花,ア

　 ル チ ャナ(一 種 の供 物,後 述)を あ な た の足 に 捧 げ る人 た ちに,母 の よ うに優 し

　 く振 舞 って くだ さ い。

ど うか,コ ブ ラの 旗 を掲 げ る罪 深 い 男 た ち(カ ウ ラヴ ァ兄弟)を 許 して あ げ て くだ

　 さい。

そ して かれ らのた めに 歌 い ま しょ う。

ドラ ウパ デ ィー よ,あ な た は ク リ シュ ナの 妹 で,5人 の 王 た ちの妻 で す 。 わ た した

　 ちは あ な た の足 に こ う して祈 って い るの です 。

ドラ ウパ デ ィー よ,あ な たを 讃 え,祈 りま し ょ う。 わ た した ちの母 に歌 いま しょ う。

ドラ ゥパ デ ィーよ,あ な た は シヴ ァ神 の真 の恩 恵 の お か げで 目映 い ば か りの炎 の 中

　 か ら生 まれ で ま した。 そ して 栄 え あ る5人 の 王 た ちと結 婚 しま した 。 あ な た はわ

　 た した ちの 守 護 神 で す。

あ な た は ど こか らで もや って 来 ま す 。 そ して わ た した ち 信 徒 が願 う恩 恵 を 与 え て く

　 れ ます 。

ドラ ウパ デ ィー よ,ア ル チ ャナを 与 え る人 た ちに 子 宝 と富 そ して 人 生 の す ば ら しさ

　 を 授 け て くだ さい 。

ドラ ウパ デ ィー よ,あ な た は 世界 で も っ と も理想 的 で 貞 淑 な 妻 だ か ら,そ の名 声 は

　 世 界 中 に広 が って い ま す 。

ドラ ゥパ デ ィー よ,あ な た は カ ー リー女神 と同 じよ うに,恩 恵で わ た した ちを 守 る

　 た め に や って きま した。 あ な た に 歌 と踊 りを 披 露 しま しょ う。 真 の シ ャク テ ィ

　 (女神)よ 。

夫 た ち と と もに苦 しん だ か らこ そ,あ な た は その 吉 な る眼 で人 生 を よ り深 く理 解 す

　 る こ とが で きます 。

ち ょう ど シヴ ァと その 妻 が 暗 闇 か ら現 わ れ た の と同 じよ うに,ド ラ ウパ デ ィー よ,

　 あ な た もま た異 な る世 界 に 現わ れ ます 。

ドラ ウパ デ ィー よ,シ ヴ ァの真 の 恩 恵 の お か げで,あ な た は 目映 いば か りの炎 の 中
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か ら生 ま れで ま した。 そ して 栄 え あ る5人 の 王 た ちと結 婚 しま した 。 あ な た はわ

た した ち の守 護神 で す。 ど うか 悪 い人 た ち を懲 ら しめて くだ さい 。

ドラ ウパ デ ィー よ,あ な たは 苦 しみ と病 を 取 り除 くた めに この 村 に や って き ま した。

力 強 い女 神 よ,ど うか わた した ちを永 遠 に守 って くだ さ い(村 人 た ちに 向 か って

さあ,わ た した ちの母 に 「ア ロー ハ ラ!」 と叫 び ま し ょ う)。

　 この 歌 は漁 民 カ ス トの一 人 に よ って 創 られ,そ の子孫 が楽 師 と な って 歌 って い る。

この 歌 の 内容 か らも明 らか な よ うに,子 供 や 富 の増 加,病 や苦 しみ の軽 減 とい った世

俗 的 な 願 望 の 充足 が基 本 的 な テ ーマ とな って い る。 そ して,ド ラ ウパ デ ィ ーの す ば ら

しさ と して,彼 女 自身 が苦 しみを 味 わ った か らわれ わ れ の人 生 もよ りよ く理解 で き る

で あ ろ うと述 べ て い る と ころに 注 目 した い。 苦 悩 す る女 神 の テ ーマ に つ い て は 第 三章

四 節 にお い て 取 り上 げ る こ とに な ろ う。

　 踊 りが 終 了 す る と,パ ール タ サ ー ラテ ィ寺 院 へ と行 進 を 開始 し,カ ラハ ム の 壼 の側

面 に 剣 が 立 つ とい う奇 跡 を 見せ た後,ブ ラー マ ン司祭 に よ る礼拝(5,6.)が 続 く。 そ

して,マ ハ ーバ ー ラタ の読 唱(5.・7.)が 寺 院 の入 口の と ころ で9時 よ り2時 間行 な わ

れ る。 この 日の話 は,宇 宙 開 開 か らパ ー ンダ ヴ ァと カ ウ ラヴ ァの共 通 の祖 先 た ち の話

で あ る。 主 と して ヤ ヤ ー テ ィ王 につ い て 語 られ る。

6日 目か ら10日 目

　 6日 目か ら10日 目まで は,い ま まで 紹 介 した 儀 礼 の繰 り返 しで あ る。6日 目,8日

目,10日 目 は礼拝 とマ ハ ーバ ー ラタの 読 唱,7日 目 と9日 目 は,こ れ に カ ラハ ム行 進

と ク ン ミが 加 わ る。 た だ し,9日 目に は カ ラハ ム行 進 の 後,外 部 の もの が 内陣 に入 つ

た た めに 宥 和 の ア ビ シ ェー カ儀 礼(Skt.candalaprayasittabhiseka)の が行 なわ れ た。 これ

はヴ ァー ス トゥ ・シャー ンテ ィ と類 似 して い るが,内 陣 の神 像 の 水浴 と飾 り付 け が加

わ る点 が異 な る。 この 点 に つ い て は,後 に詳 し く記 述 す るス ナ ー ナ ー ビ シ ェー カを 参

照 され た い。9日 目に は,火 渡 りの た め に使 用す る木 が 一部 寺 院 の前 の広 場 に積 まれ

て い た。 これ は,も と網 元 で 現在 は商 人 とな って い る村 人 の 寄 進で あ る。 ま た,10日

目 の午 前 に は裕 福 な網 元 の 奉 納儀 礼 と して ル ドラー ビ シェー カ(Skt.rudrabhiseka)の と

い う儀 礼 が行 なわ れた 。 これ は村 落 儀 礼 を構 成 す る儀 礼 で は な い。 そ の形 式 は11日 目

か ら行 なわ れ るス ナ ー ナ ー ビ シェ ーカ(Skt.　snanabhiseka)の と 同 じで あ る。

　 マ ハ ーバ ー ラタ につ いて は,す で に 詳 し く紹 介 して い る。 こ こで は簡 単 に,い つ ど

の よ うな話 が語 られ る のか,ま た それ に と もな う儀 礼 的 所 作 が い か な る も のか を記 述

す る。6日 目の マ ハ ー バ ー ラタ は,主 と して シ ャ ンタ ヌ王 と ガ ンガ ー との 出会 い,ビ
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一 シュマ の誕 生,そ して サ テ ィヤ ヴ アテ ィ ーと の 出会 い に 関す る もの で あ る。7日 目

で は,サ テ ィヤ ヴ ァテ ィー の私 生 児 ヴ ィヤ ー サの 助 け で,盲 目 の ドゥ リタ ラ ー シュ ト

ゥラ とパ ー ン ドゥが 生 ま れ,か れ らか らカ ウ ラヴ ァ兄 弟 とパ ー ンダ ヴ ア兄弟 た ちが 生

まれ る話 が続 く。 か れ らが生 ま れ る と きに は鈴 が鳴 ら され る。8日 目の マハ ーバ ー ラ

タで は,パ ー ン ドゥの死,ド ゥル ヨーダ ナ と ビーマ,ア ル ジュ ナ との 確 執 な どが語 ら

れ る。9日 目は,弓 の 先生 で あ る ドロ ーナ の命 を 受 けた カ ウ ラヴ ァとパ ー ンダ ヴ ァた

ちが,パ ンチ ャ ー ラ王国 の 王 で あ る ドル パ ダ を攻 撃 し,カ ウ ラヴ アた ち は敗 れ るが,

ア ル ジュ ナ は期 待通 りの 活 躍 を す る話 が語 られ る。10日 目のマ ハ ーバ ー ラタ は,パ ー

ンダ ヴ ァた ちが 寝 て いた 宮 殿 が 燃 や され るが,ビ ーマ の機 知 で危 機 を脱 す る話 と,そ

れ に続 く魔 神 た ち との戦 いの 話 で あ る。

11日 目

　11日 目の 儀 礼 に はつ ぎの よ うな もの があ る。

11.　1.　 早 朝 の 礼 拝

11.2.　 ス ナ ー ナ ー ビ シ ェ ー カ

11.　3.　 昼 の 礼 拝

1L　4　 ガ ネ ー シ ャ祭 祀 像 の 行 進

11.5　 夜 の 礼 拝

11.　6.　 マ ハ ー バ ー ラ タ の 読 唱

　 この 日か ら,祭 祀 を構 成 す る重要 な儀 礼 が新 た に二 つ 加 わ る。 ひ とつ は午 前10時 に

始 ま る ス ナ ーナ ー ビ シェ ーカ で あ り,ひ とつ は午 後8時 の 祭 祀 像 の 行 進(arPavaei)で

あ る。

11.2.　 ス ナ ー ナ ー ビシ ェー カ

　 すで に述 べ た よ うに,11日 目か ら16日 目ま で の間 に 行 な わ れ るす べ ての 必 要 経 費 は

寺 院 の告 知 板 に記 載 され て い るパ トロ ン ・グル ー プ(コ ロ ン ボの 商人 の場 合 は個 人)

に よ って まか な われ る。 そ して,毎 日行 なわ れ る ス ナ ーナ ー ビ シ ェー カに その 代 表 が

参加 す る。

　 ス ナ ー ナ ー ビシ ェ ーカ の 目的 は,他 の ア ビ シ ェー カ儀 礼 と同 様 に,神 像 に聖 力 を導

入 す る と 同時 に,パ トロ ンを聖 な る世 界へ と導 くこ とで あ る。 そ して そ の方 法 は,一

日 目の ヴ ァース トゥ ・シ ャー ンテ ィ とグ ラマ ・シ ャー ンテ ィと類 似 して い る。 以 下 重

複 す る儀 礼 に つ い て は解 釈 を 省 略 して紹 介 す る67)。

67)ア ビシェーカについての詳細 な解釈は田中[1986]で 試みた。
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　儀 礼 を 執 行 す るの は ブ ラー マ ン司祭 で あ るが,そ の隣 に 座 るの はパ トロ ンの 代 表 で

あ る。 かれ は,ヴ アー ス トゥ ・シ ャー ン テ ィ と グ ラマ ・シ ャー ンテ ィに お け る霊 媒 と

同 じよ う な形 で儀 礼 に参 与 す る。 最初 に司 祭 は そ の 日の儀 礼 を 援 助 す るパ トロ ンた ち

の 名前 を す べ て 読 み上 げ る。 儀 礼 そ の もの に 関 して言 うと,最 初 の パ トロ ンお よび 司

祭 によ る聖 化 準 備 儀礼 か らホ ーマ ま で は ヴ ァース トゥ ・シ ャー ンテ ィ と グ ラマ ・シャ

ー ンテ ィと 同 じで あ るが,冬 瓜 の 切 断 や藁 人 形 を 燃 や す とい った ヴ アース トゥに 関 す

る儀 礼 は な い。

　 司祭 が ホ ーマ を 行 な って い る間,司 祭 の次 男 が パ ール タ サ ー ラテ ィ像 と ドラ ウパ デ

ィー像 に た い し,「 水浴 」(Skt.snana)を 開 始 す る 。 か れ は まず,大 量 の 水を 石 像 に

か け,バ ナ ナ,ド リア ンの一 種(palappalam, Artocarpus integrifolia),パ イ ナ ップル,

マ ン ゴー の 果 肉を 蜂 蜜 と砂 糖 で 混ぜ た もの を 像 に塗 りつ け る。 樟 脳 で ア ー ラー チ を し

て 果 物 を 水 で 流 し落 と した後,順 に牛 乳,水,二 つ の コ コヤ シの ジ ュース を 像 に か け

る。 これ らは,神 を歓 待 す る所作 と考 え る こ とが可 能 で あ るが,神 像 を 事 前 に 冷却 す

る ことで,熱 い聖 な る力 を 像 に 導 入す るた め の 準備 儀 礼 と して と らえ る こと もで き る。

　 ホ ーマ が 終 了 す る と,そ こで生 成 した 力 は ホ ー マ か ら糸 を 通 じて9の ク ンバ ムに移

動 した とみ な され る。 つ ぎに,こ の ク ンバ ムの ひ とつ(そ れ はパ ー ル タ サ ー ラ テ ィを

表象 す る)が 寺 院 の 周 りを 一 周 す る。 司 祭 が 右手 に ダル バ 草 の 棒 を,左 手 に 鈴 を 持 ち,

次 男 が ク ンバ ムを 両手 に抱 えて 寺 院 を右 回 りに 一 周 す る(Skt.　 piradaksina)。 か れ ら

は楽 師 た ち と2本 の松 明 に よ って 先導 され,後 ろに は 巨大 な儀 礼 用 の傘 が控 え る。 ク

ンバ ムの 後 に,パ トロ ン や寺 院 委 員会 の成 員 た ちが 続 く。

　 行 進 後,パ ール タ サ ー ラテ ィ の ク ンバ ム は 内陣 の パ ー ル タ サ ー ラ テ ィ神 像 の前 に 置

か れ る。 そ して,ク ンバ ム の聖 な る水 を 神像 にか け る とい う灌頂 行 為 が 始 ま る。 司 祭

は ダル バ草 の棒 で パ ー ル タ サ ー ラテ ィの ク ンバ ム と石 像 との対 応 す る部分 を交 互 に触

れ た 後,ク ンバ ムを分 解 す る。 つ ぎ に,ク ンバ ムに か か って い た花 輪 や布,3束 の ダ

ル バ 草 を神 像 に 掛 け替 え る。 そ して,マ ン ゴー の葉 と コ コヤ シの 実 を取 り除 い て 聖 水

を一 息 に神 像 にか け る。'さ らに,他 の ク ンバ ム の水 をつ ぎつ ぎ とパ ール タサ ー ラテ ィ,

その 配 偶神 た ち,ド ラ ウパ デ ィー の像,祭 祀 像 す べ て にか け る。 こ う して神 像 は聖 化

さ れ る。 す べ て の 灌頂 が終 了 す る と,カ ー テ ンが お ろ されて,こ れ らの 像 は新 しい 布

や 花で 綺 麗 に 飾 られて(Skt.　 alarpzka'ra),つ ぎの昼 の礼 拝 に臨 む 。

　 内 陣 の外 で は,パ トロ ンが司 祭 お よび そ の次 男 に 布 施 を渡 し,司 祭 は ア ー ラ ー チ を

パ トロ ンに行 な う。布 施(Skt.　 daksina)は 少 額 の 礼 金(20ル ピー一　=約200円)で あ る

が,ほ か に新 しい腰巻 や キ ンマ の葉 な どを渡 す。 この と きパ トロ ンは ア ビシ ェー カ儀
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礼 の は じめ につ け たダ ル バ草 の指 輪 を 司祭 に返 す 。 これ に よ って か れ は再 び 日常 の 世

界 に 復帰 す る こ とに な る68》。 最 後 に,司 祭 は プ ラサ ーダ をバ トmン の 代 表 や ヒ ン ドゥ

寺 院 管理 委員 会 の 人 々に分 配 す る。 まず 聖灰,つ ぎに 聖 水 が配 られ る。 か れ らは両 手

を 重 ね て これ らを受 け取 った後,聖 灰 で 額 に3本 の 線 を 引 き,聖 水 を 少 しす す った り

髪 や首 に つ け る 。 さ らに カ ー ラ ー ン ジに入 った プ ラサ ーダ(石 像 に塗 りつ けた 果 物)

をパ トロ ン と ヒ ン ドゥ寺 院 管理 委員 会 の 代 表 が 受 け 取 る。

　 ア ビ シェー カ の後 に昼 の 礼拝(11.3.)が 続 く。 ア ビ シ ェー カ と礼拝 とは厳 密 に は

別 個 の儀 礼 と して 取 り扱 う こと が可 能 で あ る が,聖 な る力 の 動 きを め ぐる論 理 を考 え

る と連 続 した もの と して と らえ るべ きで あ る。 見 て きた よ うに,礼 拝 は独 立 して行 な

わ れ るが,ア ビ シ ェー カ は常 に 礼拝 を と もな う。 そ の理 由 は,神 像 に導 入 され た 聖力

を再 び プ ラサ ーダ な どの媒 介 物 を通 じて人 々(パ トロ ンな どの 限 られ た人 物 だ けで な

く)に 分 配 す る必要 があ るか らで あ る。 これ に よ って一 時 的に せ よ神 の力 を共 有 す る

信者 た ちの 世 界 が構 築 され る こ とに な る。 しか し,こ の世 界 は,パ トロ ンの媒 介 に よ

って可 能 とな った もので あ る と い う点で,真 に 平 等 主 義 的 な世 界 で はな い。 パ トロ ン

は司祭 と と もに神 の 力 を統 御 し媒 介 す る存 在 と して,他 の信 者 と神 との 中間 に位 置 す

る。 礼拝 後 配 られ るプ ラサ ーダ に よ って,人 々は 神 の 恩恵 あ るい は 力 を得 る こ とが 可

能 で あ る。 とす る な らば,プ ラサ ーダ の も とと な る供 物 を 準備 し,こ れ を 配 るパ トロ

ンた ちが,儀 礼 を 執 行 す る司 祭 と と もに,人 々 と神 との 関 わ りに 不 可欠 な存 在 と な っ

て くる69)。パ トロ ンた ちは,儀 礼 に参 加 す る こ とで ブル デ ュ ーの い う 「象 徴 的 な 資本

(symbolic　 capital)」[BouRDIEu　 l979:83]を 手 中に 収 め ると いえ る。 ス ナ ー ナー

ビ シェ ー カは,た ん にパ トロ ンた ち の富 を 直裁 的 に他 の 村 人 た ちに誇 示 す る場 に と ど

ま る だ けで は な く,よ り象 徴 的 な次 元で か れ らの 政 治 ・経 済 的 な 地 位 を正 当化 して い

る とい う こと に な るの で あ る 。

11.4.　 ガ ネ ー シャの祭 祀 像 の 行 進

　11日 目 よ り5体 の祭 祀 像 は 入 口近 くの ホ ール(vacantamandapa)に 移 動 す る。 夜 に

な る と,こ の 日のパ トロ ンお よ び寺 院管 理 委員 会 の成 員 た ちが ガ ネー シ ャの 祭 祀 像 の

みを 外 に 出 す 。 そ して ジ ープ に 乗 せて ゆ っ くり村 を 行 進 す る(写 真16)。 この と き,松

明を 持 つ 人 と楽 師 た ちが先 導 す る。 最 初 の行 進 は ガ ネ ー シ ャだ けで あ るが,二 日 目か

68)古 代供犠の分析を したMalamoud[1976]は,布 施 に日常復帰の意 味合があると指摘 してい

　 る。筆者は別の ところでア ビシェーカが供犠のモデルに基づいていると指摘 した[田 中　1986]。

　本論で詳 しく論 じなか ったが,パ トロ ンも,古 代供犠 の供犠祭主 と同 じように,司 祭に導 かれ

　て聖 なる世界 に入 り,シ ャクテ ィを得,日 常世界 に帰還するのである。

69)プ ラサーダをめ ぐる以上の議論 については田中[1986:22-23]を 参照。
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らは パ ール タ サ ー ラテ ィと その 配 偶 神

が加 わ る。 初 日に ガ ネー シ ャ神 の み が

行 進 す るの は,こ の 神 が 「もの の は じ

ま り」 に 関 わ るか らで あ る。 ジ ー プ は

寺 院 管 理 委 員会 の もの で,そ の メ ンバ

ーの ひ と りが 運転 す る。 祭祀 像 に は ブ

ラ ーマ ン司祭 の 次男 が付 添 い,途 中で

村 人 た ちか らアル チ ャナ(Skt.　 arcana)

と い う供 物 を 受 け 取 る。 ジ ー プは村 の

主要 道 路 を 右 回 りに 回 る。 カ ー リー寺

院 で,司 祭 は ジー プ か ら降 りて ガ ネ ー

シ ャにパ ン ジ ャー ラー チを す る。 そ し

て,も と来 た 道 を 少 し戻 って か ら東 に

曲 が り,郵便 局 の前 を通 って パ ール タ

サ ー ラテ ィ寺 院 へ と戻 る。 この あ と, 写真16　 ガネーシ ャの祭祀像

夜 の礼 拝(11.5,)が 行 なわ れ る。 こ こ

で アル チ ャナに つ い て少 し詳 し く紹 介 した い。

　 アル チ ャナは 私 的 な願 望 の た め,あ る い は願 いが か な え られた こ と を感 謝 す るた め

に供 え られ る供 物 で,毎 日の礼 拝 時 に 捧 げ られ るナ ィ ヴ ェーデ ィヤ と異 な る70》。 一 言

で 言 え ば,ナ イ ヴ ェー デ ィヤ は公 的 な 供 物,ア ル チ ャナ は私 的 な 供 物 で あ る。D村 で

はアル チ ャナ とい うよ りセ ラヴ(celavu,文 字通 りの意 味 は出 費 で あ る)と い う方 が一

般 的 で あ る。 こ この ア ル チ ャナ は,盆 に キ ンマ の葉 を 敷 き詰 め,そ の上 に バ ナ ナー 房,

コ コヤ シの実 一 つ,ビ ン ロ ウジ ュの 実 数 個 を のせ た もので あ る(写 真17)。 これ らに加

えて,少 額紙 幣,儀 礼 に 必要 な樟 脳 や香 煙 粉 な どを紙 に包 ん で 献 上 す る。 司 祭 は アル

チ ャナを 受 け 取 ると,ま ず,コ コヤ シの 実 を手 際 よ く二 つ に 割 って そ の半 分 の み を 盆

に戻 す 。 つ ぎに,キ ンマ の 葉 や バ ナ ナの一 部 を 取 る。他 の 品 物 は す べ て 残 らず 受 け取

る。 そ して 神 像 へ 向 か って 呪 文 を 唱 え な が ら聖 水 と花 弁 をか けて 聖 化 す る。 最 後 に,

樟 脳 で ア ー ラー チ を して か ら,ア ル チ ャ ナの 残 りを 献 上者 に 返 す の で あ る。 これ は プ

ラサ ー ダ と な る。 司祭 が取 った 品 物 は す べ て司 祭 の もの とな り,後 で 売 却 す る。

　 アル チ ャナ は祭 祀 の期 間 中 さま ざ ま な機 会 に な され るが,集 中す るの は 祭祀 像 の行

70)ア ルチャナにみられる供物の変容 もまた一種 の供犠である。 この点については 田中[1986:

20]を 参照。
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写真17ア ル チ ャ ナ を 供 え る

進 の 時 と18日 目の 日 中で あ る。

　 夜 の礼 拝 は,ガ ネ ー シ ャ神 の 行 進 が終 了 した10時 頃か ら始 ま る。

　11.6.　 マ ハ ーバ ー ラタ の読 唱

　祭 祀像 の行 進 の た め に,マ ハ ーバ ー ラタの 読 唱 が始 ま るの は いつ も よ り遅 く,夜11

時 頃 か らで あ る。

　 今 日のマ ハ ーバ ー ラタ は,ド ラウパ デ ィー の婿 選 び に つ い ての 話 で あ る。 ドラ ウパ

デ ィー は,,父 ドル パ ダ の誓 いに よ って アル ジュ ナ と結 婚 す る こ とに な って いた 。 パ ー

ンダ ヴ アた ち の行 方 は 依 然 と して分 か らな か った が,ド ラ ウパ デ ィーの 婿 選 びの 日が

決 め られ る 。 弓矢 の 競 技 で ブ ラーマ ンに や つ した アル ジ ュナ が,み ご とに 的 を射 る。

ここで,寺 院 の鐘 が鳴 り,ブ ラー マ ン司祭 の 息子 が 内 陣の ドラ ウパ デ ィ ー像 と祭 祀 像

に花 輪 を か け る。 霊 媒 もま た,読 唱 を一 時 中断 して,司 祭 の 息子 の後 ろに控 えて 鈴 を

鳴 らす 。

　.この頃より,祭 祀の期間中行なわれるさまざまな奉納儀礼(火 渡 りもそのひとつ)

に参 加 す る人 々が,パ ール タサ ー ラテ ィ寺 院 に泊 ま り始 め る。 か れ らは夜 寺 院 の 内部

で 寝 て,そ の ま わ りで 食 事 を つ くる。

12日 目

　 12日 目の儀 礼 はつ ぎの よ うな もの か ら成 る。

　 12.1.早 朝 の ガ ネ ー シ ャの 行 進
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12.・2.　 早 朝 の 礼 拝

12.3.　 ス ナ ー ナ ー ビ シ ェ ー カ

12.4.　 昼 の 礼 拝

12.・5.　 カ ラ ハ ム 行 進

12.・6.　 パ ー ル タ サ ー ラ テ ィの 祭 祀 像 の 行 進

12.・7.　 夜 の 礼 拝

12.8.　 マ ハ ー バ ー ラ タ の 読 唱(ド ラ ウ パ デ ィ ー の 結 婚)

12.・1.早 朝 の ガ ネ ー シャの行 進

　 早 朝,昨 日のパ トロ ンた ちが,ガ ネ ー シ ャの 祭 祀 像 を直 接 肩 に 乗 せ て,寺 院 の周 り

を巡 る。 これ は,ス ナ ー ナ ー ビ シ ェー カ の よ うな象 徴性 は な い が,名 誉(彿 吻 徽 乞)

な こ とで あ る と考 え られ て い る。 この後 に 早 朝 の 礼拝(12.2.)が 続 く。

12.　6.　 パ ール タ サ ー ラテ ィの 祭 祀 像 の行 進

　 今 日か ら,ガ ネ ー シ ャの 祭 祀 像 に加 えて,パ ール タ サ ー ラテ ィとそ の配 偶神 た ち が

夜 の行 進 に 参 与 す る(写 真18)。 パ ー ル

タ サ ー ラテ ィの 像 を 運 ぶ の は網 元 所有

の トラク タ ーで あ る。 そ して,こ れ を

運転 す る の は所有 者 の網 元 自身 で あ る

(写 真19)。 か れ は,信 仰 の 証 と して毎

日 トラク タ ーを 運 転 し,そ の 必 要 経 費

を負 担 す るの で あ る。 この 日 よ り,村

外 か らタ ミル の楽 師 た ち と シ ンハ ラの

楽 師 た ちの両 方 が行 進 に加 わ る。 た だ

し,後 者 は寺 院 の 内部 に 入 れ な い。 行

進 の 前 に少 女 二 人 に よ って ア ー ラー チ

が 行 な わ れ る 。これ は,美 し く飾 られた

パ ール タ サ ー ラテ ィ を邪 視(ka4utizu)

か ら守 るた め で あ る。 ジ ー プに 乗 った

ガ ネ ー シ ャに続 き,パ ール タ サ ー ラデ

ィが トラ クタ ー に 引 かれ て 村 を ゆ っ く

り回 る(図9参 照)。 ブ ラーマ ン司祭 の

次 男 が トラ クタ ー に乗 って 人 々か ら供

写真18パ ールタサーラテ ィ と配偶 神たちの祭

　　　　祀像(13日 目)
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写真19祭 祀 像 を 運 ぶ 網 元(13日 目)

物 を 受 け る。 行 進 の 形 は基 本 的 に毎 日同 じだ が,祭 祀 像 を乗 せ る乗 物 の み変 わ る。 こ

の 日は馬 で あ るが,そ の後 は,牝 牛,ガ ル ーダ,白 鳥,ト ゥラ シー(Tulasi,　 Ocimwm

Sanctum)神 木,ア ー デ ィ シ ェー シ ャ(AdiSesa,蛇)と な る。 ガル ーダ と蛇 は ヴ ィ シュ

ヌの乗 物 で あ る。 ま た トゥラ シーは ク リシュ ナ と密 接 に 関係 す る木 で あ る。

　 行 進 が村 を め ぐって再 びパ ール タ サ ー ラテ ィ寺 院 に到 着 す る と,夜 の礼 拝(12.7。)

とな る。

　 礼 拝 の 後,再 度 外部 の人 間 が 内 陣 に入 った た め,宥 和 の ア ビ シ ェー カ儀 礼 が 行 な わ

れた 。

12.＆ 　 マ ハ ーバ ー ラタの 読 唱(ド ラ ウパ デ ィー の結 婚)

　 この 日の マ ハ ー バ ー ラタ は ドラ ウパ デ ィー の結 婚 に つ い て で あ る。 た だ し,た ん な

る読 唱 に と どま らず,実 際 の儀 礼 が寺 院 の 内部 で 執 り行 な わ れ る。 この 儀 礼 は,伝 統

的に 村 の金 細工 師 カ ス ト15世 帯71)が 必 要 経 費 を 出す ことに な って い る 。 かれ らは,こ

の儀 礼 の パ トロ ンであ り,結 婚 式の 時 に 花 婿 側 か ら受 け取 る金 の ネ ック レス(タ ー リ,

tali)の を 提 供 す る(写 真20)。 この タ ー リは ドラウパ デ ィ ーの祭 祀 像 に か け られ る。 ド

ラウパ デ ィー を 表 わす 壺 とパ ー ンダ ヴ ァ兄弟 を 表わ す 壺(ク ンバ ム)が,内 陣 の入 口

の前 に二つ 用 意 さ れて い る。 司祭 は ブ ラー マ ンで あ る。 儀 礼 の 進行 上 必 要 な時 に は 霊

媒 が ドラ ウパ デ ィーの ク ンバ ム を運 ぶ 。 これ に た い して,金 細工 師 た ち はパ ー ンダ ヴ

71)金 細工 師の世帯 は,隣 村 に住む ものを含めると16世帯 となるが,そ の内のひとつ は母 子家族

　で貧 しいため出費を除外されている。
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　　　　　　　　　　　　 写真20　ターリを運ぶ金細工師の妻

アのクンバムを運ぶ。霊媒が ドラウパディーの化身であるということ,ま た実際の結

婚式でター リを渡すのが花婿の側であるということを考えると,こ の分業は妥当なも

のといえよう。

　ここで結婚式の儀礼そのものの詳 しい記述は省略するが,金 細工師とは別に,タ ー

リーを ドラウパディーに捧げるために何人かの女性たちがこの結婚式に参加 している。

彼女らは,ド ラウパディーに結婚(夫 の獲得)や,夫 の病気平癒を祈願 した人々であ

る。ターリは夫を象徴するから,彼 女らは夫の身代わりを女神に供えていることにな

る。つまり,そ こには奉納儀礼一般に存在す る代用の論理を認めることができる72》。

　午後11時 から始まった ドラウパディーの結婚式が終了したのは午前3時 近 くであっ

た。

13日 目

　 こ の 日の スケ ジ ュ ール は,カ ラハ ム行 進 が 行 な わ れ な い と い う点 を 除 い て基 本 的 に

12日 目 と 同 じで あ る。 マ ハ ーバ ー ラタ で は,ド ラ ウパ デ ィー と結 婚 した パ ー ンダ ヴ ァ

た ちを 嫉 妬 す る ドゥル ヨーダ ナ,そ して アル ジュ ナ の巡 礼 が 語 られ る。

14日 目

　 東 海 岸 に移 動 して漁 業 を して い た 村人 た ち が,ド ラ ウパ デ ィー女 神 祭 祀 の た め数 ケ

月 ぶ りにD村 に戻 って 来 る。貧 しい人 を除 き,こ の こ ろか ら人 々は漁 に 出 るの を 控 え

る。

72)た だ し,奉 納者 のひ とりは,妻 が流産 して体の調子が悪 くな った時 に ドラウパデ ィーに祈願

　 し,回 復を祝 ってター リを贈 った と言 った。
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　 14。3.　奉納儀礼

　今 日から,祭 祀の期間中に行なわれる奉納儀礼が始まる。ここで奉納儀礼について

簡単にまとめておきたい?3)。

　人は,不 幸に見舞われると,そ の除去を求あてさまざまな手段に訴える。そのひと

つに神への願掛けがある。そして,神 のおかげで不幸が取り除かれたとみなされたと

き,願 掛けで約束 した儀礼を行なう。これが奉納儀礼である。奉納儀礼は,最 初に掛

けられた願が成就 して初めてなされるもので,感 謝の性格が強い。ヒンドゥ教徒はこ

れを神への負債(katan)を 返すと表現する。 この場合,負 債とは神が人間にたいして

行なったと信じられている行為,た とえば病気の治癒や不幸の除去などである。奉納

儀礼は毎年繰 り返す場合もあるし,一 回だけの場合もある。D村 では,願 を掛ける祈

願者と奉納儀礼を行なう奉納者 とは同じではない。不幸に苦 しむ本人が祈願するので

はなく,そ れを見かねた母親や妻などの近親のものが願掛けを行ない,儀 礼は本人が

行なう。祈願の内容は,健 康の回復,試 験の合格,豊 漁など多岐にわたる。

　奉納儀礼には,た んに寺院に参拝 してアルチャナを供えるものから,祈 願 した神の

ために寺院を建立し,祭 祀を執行させる場合までさまざまである。人体の一部を型ど

ったアルミ板を奉納する場合もある。これ らは,奉 納者が煩った部分や失せ物を表わ

している。これに類似した例 として,神 に祈願 したおかげで子供が授かったとみなさ

れると,そ の子供の 頭髪を奉納するというものがある。 また,男 性による八点投地

写真21八 点 投 地

73)奉 納儀礼 についての詳 しい分析は田中[1989b]を 参照 。
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(astankappantaranai)や 女 性 に よ る五 点投 地(pancankappantaranai)が あ る。 前 者 は地

面 に横 に な って 転 が りな が ら寺 院に 参 拝 した り,た ん に そ の まわ りを 回 る もの で あ

る(写 真21)。 後 者 は 座 つた り立 った り しな が ら体 を 移 動 す る。 マ ハ ーバ ー ラタ の 登場

人 物 役 を演 じる こ とや,ル ドゥ ラー ビ シ ェー カ を行 な う動機 も神 への 感 謝 で あ った 。

　 奉 納儀 礼 は,憑依 や 自傷行 為 の と もな う もの と,そ うで ない もの の二 つ に大 き く分

け る こ とが 可 能 で あ る。14日 目か ら17日 目ま で の4日 間 に集 中 して行 なわ れ るカ ーヴ

アデ ィ(kavati),ア ッキ ニ チ ャ ッテ ィ(akkiniccatti),パ ール セ ン ブ(Parcempu)な ど は,

トラ ンス や 自傷 行 為 を と もな う奉 納儀 礼 で あ る。

　 これ らの 儀 礼 を 行 な う もの と その近 親 あ る い は友 人 た ちは,午 前8時 半 頃 に マ ー リ

ー女 神 寺 院 の 境 内に 集 ま る。 そ して,そ こで奉 納 儀 礼 の 準 備 に取 りかか る。 カ ー ヴ ァ

図10カ ー ヴ ァデ ィの基 本 構 造

　 (Sonnerat[1782:257]よ り)

463



　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 国立民族学博物館研究報告　 15巻2号

デ ィは男 た ちが,パ ール セ ンブは 女 た ちが行 な う儀 礼 で あ る。 これ に た い して,ア ッ

キ ニ チ ャ ッテ ィは男 女 ど ち らも参 加 が 可 能で あ る。

　 カ ーヴ アデ ィは,竿(kavu)と 踊 り(ati)の 合 成語 で あ る。 それ は 文 字 ど お り,棒 を

か つ い で 踊 りな が ら神 に 参 拝 す る儀 礼行 為 で あ る。 この棒 は約1メ ー トル の 長 さで,

その 上 に 半 円 形 の覆 い が つ け られ て い る(図10参 照)。 この 棒 自体 もカー ヴ ァデ ィと呼

ば れ る。 そ れ は ク ジ ャ クの 羽根 や ライ ムの 実 な どで 飾 られ る。棒 に は牛 乳(pal)の 入

った 黄 銅 の 小 壺 を二 つ 吊 るす(こ の ため 厳 密 に はParkavaliと い う)。 牛 乳 は後 に神 像

の灌 頂 に 使 用 さ れ る。 そ の 動 機 は,病 気 や事 故 が 多 数 を 占 めて い る。

　 女 性 は棒 を 使 わず,牛 乳 の 入 った金 属性 の 蓋 つ き小壼(cempu)を 片 手 で支 え る よ う

に して直 接 頭 に のせ る。 これ を パ ール セ ンブ とい う(写 真22)。 形 式 は異 な る が,カ

ー ヴ ァデ ィ とパ ール セ ン ブの 儀 礼 過程 は 同一 とい って よ い
。

　 ア ッキ ニ チ ャ ッテ ィの 文 字 通 りの 意 味 は 「炎 の なべ」 で あ る。 奉 納者 は,燃 え さか

る木片 が入 った 土製 の なべ(catti)を 両 手で 持 って,足 早 に パ ール タサ ー ラテ ィ寺 院

に向 か う。 この な べ の 外側 は ジ ャス ミン や ブー ゲ ン ビ リアの 花 輪 で 飾 られ,さ らに イ

ン ド ・セ ンダ ンの葉 で お お われ て い る74)。 た だ し,ド ラ ウパ デ ィ ー祭 祀 の 期 間 ア ッキ

ニ チ ャ ッテ ィを す る奉 納者 は 数 名で あ る。

　 奉 納 者 は,儀 礼 の 数 日前 か ら ドラウパ デ ィー女 神 寺 院 で生 活 し,菜 食 と禁 欲 の 禁忌

を 守 る。 儀 礼 の 当 日,奉 納 者 の大 半 は 海岸 で 水 浴 を してか らマ ー リー女 神 寺 院 に 集合

写真22子 供を抱え るパ ールセンブの奉納者

74)ア ッキ ニチ ャ ッテ ィにつ いて は田 中[1989a:482-483]で も触 れ た 。
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する75)。そして寺院の外にある井戸で再度水浴をする76)。男性は上半身裸,儀 礼用の

腰巻を着けている。首にはシヴァの第三の目にたとえ られ るル ドゥラークシャ(Skt.

rudhraksa, Eloeocarpus)の 実を通 した首飾りをつけている。 女たちは,激 しい体の動

きによってサリーがずれないように,し っかりと体にまきつける。水浴のためサリー

はすでに濡れている。髪にはインド・センダンの葉をつける。境内ではカーヴァディ

棒の飾りつけなどの準備を行ない,各 自がガネーシャとムルガンに礼拝をする。

　マー リー女神寺院での礼拝が始まると,奉 納者たちはいっせいにカーヴァディ棒を

かついだり,燃 えている木が入 っているなべをもって急テンポで踊りだす。そして足

早にパールタサーラティ寺院へと向か う。楽師たちがかれ らを先導するが,整 然とし

た行進ではなく,ど ちらかというと,各 自ば らばらで数名の家族や近親の者が奉納者

をとり囲むようにして移動する。礼拝が始まるやいなや激しい トランスにはいるもの

もいれば,途 中で トランス状態になるものもいる。なかなかそうならない奉納者には,

付き添いの者が香煙を大量にかがせて,ト ランスを誘発 しようとする。

　 ドラウパディー女神寺院に到着すると,奉 納者は,カ ーヴァディ棒を奉納すると同

時に,心 身を冷やす効果のある聖灰を霊媒から額につけてもらう。すると,奉 納者は

その場に倒れてしまう。 これは トランス状態の終了を意味する。かれらを付き添いの

者が抱 きかかえて,南 側の出口から外へ連れ出す。そこで,家 族や近親のものからラ

イム ・ジュースやサイダーを飲ませてもらう。マーリー女神寺院から奉納者に付き添

う人々は限られているが,寺 院には知り合いの者が数多 く集まって奉納者の到着を待

っていた。

　 カーヴァディの背景には,ム ルガン神に殺され,そ して再びかれの慈悲によって再

生 した魔神についての神話がある?7)。死を通 じて,魔 神たちはムルガンの第一の信者

となったと伝えられている。これにたとえることによって,奉 納者たちは象徴的な自

己供犠を行使し,新 たな再生を体験する。カーヴアディに典型的に認められる自傷行

為はムルガンによる殺害を象徴する。というのもかれらは舌や頬にムルガンの槍に似

た武器(vel)の ミニチュアを突き刺すからである(写 真23)。 ここでの死(殺 害)は,

75)少 数であるが,D村 の東にあるバイラヴァ神(Bairava)の 小祠や南 のS村 にあるム ットゥマ

　ー リー女神の小祠か ら出発す る者 もある。 かれ らはここか らマー リー寺 院まで来て,パ ールタ

　サー ラティ寺院へと向か う。

76)水 浴とい うよ りも,大 量 の水を頭上か らかけられる。この時点で トランス状態になるものも

　数人いる。

77)こ の神話の紹介お よびカーヴ ァディについての詳 しい分析 は田中[1989b:304-311]を 参照。

　 カーヴ ァディと ドラウパデ ィー女神祭祀 とを結びつける説 明を得ることはで きなか った。 シン

　 ガポールで も ドラウパデ ィー女神祭祀においてカーヴァディをみることがで きるが,こ れ は最

　近の現象という[BABB　 l974:18,24]。
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写真23　 自傷行為を ともな うカーヴ ァデ ィ

神 と人 間 との 問 に あ る障 壁 を 除 去 す るた め の積 極 的 な手 段 とな って い る。 そ して,こ

の種 の奉 納 儀 礼 に しば しば トランス が と もな うの も,そ こで 体 験 され る 「死 」 が,神

との 出会 い,あ るい は 合一 を 意味 す るか らで あ る。

　 ア ッキニ チ ャ ッテ ィに 関 して は,炎 に よ る浄 化 や,試 練 と い った シ ンボ リズ ム を読

み と る こと がで き るが,残 念 な が らその 故 事 につ いて 何 も得 る こ とは で きな か っ た。

　 14日 目か ら16日 目まで の3日 間 で,約120名 が この 主 の 奉 納 儀 礼 に参 加 した。 ほ と

ん どが 村人 で あ るが,中 に は近 隣 か らD村 に毎 日野 菜 を 売 りに 来 る仏 教徒 な ど も参 加

して い た 。

　 マ ハ ーバ ー ラタ は,こ の 物語 の ク ライマ ックス の ひ と つで あ る ユデ ィ シ ュテ ィ ラ と

ドゥル ヨ ーダ ナ との さ い こ ろに よ る賭 と,ド ラ ウパ デ ィー の受 け だ屈 辱 に つ い て で あ

る。 この あ と,か れ らは13年 間 王都 を 離 れ る。

15日 目

　 15日 目 の儀 礼 は つ ぎ の よ うな も のか ら成 る。

　 15.・1.　早 朝 の ガ ネ ー シ ャの行 進

　 15.2.早 朝 の礼 拝

　 15.3.　 奉 納儀 礼

　 15.4.　 ス ナ ー ナ ー ビ シェ ーカ

　 15.5.昼 の 礼拝

　 15　6.　 マ ハ ー バ ー ラタ上 演
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15.7.パ ール タ サ ー ラテ ィの祭 祀 像 の行 進

15.＆　 夜 の礼 拝

15.　6.　 マ ハ ーバ ー ラタ 上 演

　 この 日よ りマ ハ ーバ ー ラタ は読 唱 だ け で な く、 有 名 な シー ンが 日中演 じられ る こと

に な る。 カ ー リー女 神 寺 院 か らパ ール タ サ ー ラテ ィ寺 院 を 結 ぶ道 が,こ の 日の 舞 台 で

あ る。 道 の 両側 に菩 提 樹(puvaracana,　 Ficus religios)の 枝 を 数 メ ー トル ご とに 立 て,

写真24マ ハ ーバー ラタの舞台となる道

写真25演 者 た ち
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水 を撒 い て 清 め る(写 真24)。 午 後4時 半 頃,12人 の演 者 た ちが 小学 校 の分 校 で 準 備

を し,霊 媒 よ りカー ップ を巻 いて も ら う(写 真25)。 そ して,近 くの カ ー リー女 神寺

院 に礼 拝 を して か ら,菩 提 樹 で 飾 られ た道 を歩 きつ つ 演技 を す る。 この 日は,パ ー ン

ダ ヴ ァ兄 弟 と ドラ ウパ デ ィー が王 都 よ り追 放 され て,森 の 中で 暮 らす と きに生 じた さ

まざ ま な 出来 事 の シー ン(vanamputkacci)を 演 じる。 この 場合,菩 提 樹 で飾 られ た 道

が森 を 表わ して い る。演 者 の うち6人 が,パ ー ンダ ヴ ァ兄弟 と ドラウパ デ ィー を演 じ,

他 の6人 がか れ らが森 で 出会 う さま ざ ま な魔 神 や怪 物 に扮 す る。 演 者 た ちに せ りふ は

な い。 代 わ りに霊 媒 が所 々 で立 ち止 ま ってマ ハ ーバ ー ラタ を読 唱す る。

　 カ ー ップ につ いて は初 日の儀 礼 の と こ ろで すで に触 れ た 。 そ れ をつ けて い る もの は

特 別 な聖 な る状 態 に あ る こと を示 す 。 この 状態 は,霊 媒 の 場 合 か ら も明 らか な よ うに

神 との交 流 あ る いは 接 近 を示 唆 す る,非 日常 的 あ る い は境 界 的 な(liminal)も ので あ

る。 マ ハ ー バ ー ラタ の 主 人 公 た ち を演 じ る とい う こと は,一 時 的 にせ よ,演 者 た ちは

か れ ら と愚依 に もた とえ られ る接触 を す る といえ よ う。

　 演 者 た ち は,最 後 に パ ー ル タ サ ー ラテ ィ寺 院 に た ど りつ い て,そ こで カ ー ップ を霊

媒 に 返 す。 それ と交 換 に,聖 灰 を霊 媒 か ら受 け取 る。 こ う して か れ らは また 日常生 活

に 復帰 す る。

　 す で に触 れ た よ うに,マ ハ ーバ ー ラタ を 演 じ る とい う こ とは一 種 の奉 納 儀 礼 で あ る,

また,聞 くと い うこ と とな らんで 演 じる とい う こと は大 き な徳 を 積 む行 為 で あ る。

　 この 日か らパ ール タ サ ー ラテ ィ寺 院 の 北 側 に あ るス テ ー ジを 借 りて,若 者 た ちが 世

俗 的 な 創作 劇(natakam)を 演 じる。 この 劇 が終了 す るの は午 前3時 半 で あ る。

16日 目

　 16日 目の儀 礼 はつ ぎの よ うな もの か ら成 る。

16.　1.早 朝 の ガ ネ ー シ ャの 行 進

16.2.　 早 朝 の 礼 拝

16・3.　 奉 納 儀 礼

16,　4.　 マ ハ ー バ ー ラ タ 上 演 の 準 備

16.5,　 プ ー ニ ダ ム の 聖 化

16.6.　 ス ナ ー ナ ー ビ シ ェ ー カ

16.　7.　 昼 の 礼 拝

16.　8.　 マ ハ ー バ ー ラ タ 上 演

16.9,　 カ ラ ハ ム 行 進
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16・　10・ パ ー ル タ サ ー ラ テ ィ の 祭 祀 像 の 行 進

16,11.夜 の 礼 拝

16.　4.　 マハ ーバ ー ラタ 上演 の 準 備

　 奉 納 儀 礼 の 後,午 後 のマ ハ ーバ ー ラタの 演 技 の た めの 準備 が10時 す ぎに行 なわ れ る。

これ は,ア ル ジ ュナ が シヴ ァに祈 願 して,世 界 最 強 の 武器 パ ー シュパ タ を授 か った と

い う話 に基 づ く。6メ ー トル ほ ど の高 さの棒,タ ヴ アシマ ラム(tavacimaram,苦 行 の

木)が 用 意 され て,寺 院 の 南側 の所 に 立 て られ る(図8の ④)。 その 立 て 方 は5日 目

の ハ ヌマ ンの旗 を 掲 揚 した時 の旗 竿 の 立 て方 と 同 じで あ る。 す な わ ち,霊 媒 が タ ヴ ア

シマ ラム を浄 化 し,こ れ を 立 て た後 に ガ ネ ー シ ャへ の 礼 拝 を 行 な う。

16.5.　 プ ー ニ ダ ム の聖 化

　 この 後 霊媒 は 火渡 りをす る場 所,プ ー ニダ ム(punitam,ほ か に炉,Skt.　 agnikunda

と も い う)に 移 動 し78),そ こを聖 化 す る(punitappatuttal)。 ま ず,霊 媒 はパ ー ンダ ヴ

ァの旗 を 立 て る。 つ ぎ に,コ コヤ シの実 を 二 つ に割 って,そ れ を 旗 の前 に 置 く。 さ ら

に三 つ の 穴 を掘 って,そ こに黄 色 の粉 を入 れ る。 この粉 はパ ンダ ー ラ ン ・カ ス トに 伝

わ る粉(pantarattul)と い い,そ の製 法 は秘 密で あ る。 この 粉 は,調 合 後5日 間 ドラ

ウパ デ ィ ー神 像 の足 元 に安 置 され て い た。 霊 媒 は,旗 か ら鞭 を取 って これ を地 面 に置

く。 この粉 も鞭 も呪 文 の力 を 保 持 して い る と い う事 実 か ら,霊 媒 の 行 為 は カ ー ップを

つ け る の と同 じ意 味 を持 つ と考 え る こと が で きる。 つ ま り,こ の場 所 を 呪 文 の 力 で聖

化 す る こ とに よ って,一 方 で 汚 れ か ら保護 し,他 方 で 火渡 り とい う形 で 生 じ る神 との

危 険 な接 触 か ら参加 者 た ち の身 を 守 る こ とが可 能 にな る と解 釈 で きる ので あ る。

16.8.　 マ ハ ー バ ー ラタ 上 演

　午 後4時 頃,ア ル ジ ュナ の苦 行(Skt.　 taPaf)と その 成 功 に 関す る 演 技(aruccunau

tavacitaik　ka"cci)が行 なわ れ る。 これ はパ ー ンダ ヴ アた ち が王 都 を追 放 され て い る間 の

出来 事 で あ る。 アル ジ ュナ は霊 媒 と と もに 行 動 を と もに して い た男 が演 じる。 楽 隊 と

と もに,霊 媒,ア シス タ ン ト,ア ル ジュナ らがパ ール タ サ ー ラテ ィ寺 院 か らカ ー リー

女 神 寺 院 の 所 に 向 か い,こ こで カ ー ップ を つ け て 礼拝 を して か ら,再 び パ ール タサ ー

ラテ ィ寺 院 へ と戻 る。 その 際,路 上で ア ル ジ ュナ の演 技 が始 ま る。寺 院 に着 くと,タ

78)プ ーニダムの意味は 「花(ρの の場所(ψ 加)」である。そ して火渡 り(timiti)は 「花 の上を歩

　 く」(ρ伽 痂)と も表現 される。南 イン ドでは,危 険す ぎると して火渡 りに禁止政策を採 った英

　 国植民政府 に従 って花を敷 いて炎の代わ りと した地域 もある[STOKES　 l873:171]。
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写真26タ ヴ ァシマ ラムに上るアルジュナ 写真27　 シヴァ(左)と シャクティ(右)

ヴ ァ シマ ラ ムの 周 りを ア ル シ ュ ナは3回 巡 る。 シヴ ァを 讃 え る歌 を唄 い なが ら,か れ

は ゆ っ く りとタ ヴ ァ シマ ラ ムに 上 る(写 真26)。 そ こに狩 人 に 変 装 した シヴ ァと その 妻

シ ャ クテ ィ(Sakti)が 現 われ る(写 真27)。 シヴ ァと シ ャク テ ィは,5日 目の く じに 当

た った村 人 た ちが 演 じて い る。

　 この 日か ら,主 要 道路 と寺 院の 前 の 広 場 に は大 型 発 電 機 に よ って螢 光 灯 の 外灯 が設

置 され た。 電 化 され て い な い村 に と って,こ れ は い や が うえ に も祭 りの雰 囲 気 を 高 め

る効 果 が あ る。

17日 目

　17日 目の ス ケ ジ ュール はつ ぎの 通 りで あ る。

17.1.　 早 朝 の ガ ネ ー シ ャの 行 進

17。2.　 早 朝 の 礼 拝

17.3.　 守 護 神 の 勧 請

17.4.　 プ ー ニ ダ ム の 聖 化

17・5・　 マ ハ ー バ ー ラ タ 上 演 の 準 備

17,6.　 ス ナ ー ナ ー ビ シ ェ ー カ
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17.・7.　 昼 の 礼 拝

17.8.　 マ ハ ー バ ー ラ タ 上 演

17・・9・ パ ー ル タ サ ー ラ テ ィ の 祭 祀 像 の 行 進

17.10.夜 の 礼 拝

17.　3.　 守 護神 の勧 請

　 早 朝,火 渡 りを 行 な う場 所 に,長 さ約5メ ー トル,幅 約1.5メ ー トル,深 さ20セ ン

チの プ ーニ ダ ム(炉)が で きあ が る。 そ の 周 りに は,4メ ー トル ほ ど 離れ た と こ ろに

四 つ の 土 盛 り(metai)の か 作 られ て い る(図8参 照)。 大 き さは50セ ンチ四 方 で あ る。

ここ に プ ーニ ダ ム の守 護 神 た ち(akkinikuntakaval)が 勧請 され る。 これ らの神 々 は,

カ ー リー,ヴ ィー ラバ ドラ,バ イ ラヴ ァ,ア イヤ ナ ール で あ る。守 護 神 た ち は,く じ

で 選 ば れた4人 の村 人 た ち の 持 つ 「歓 びの 杭(kalikampu)」 を 依 代 と してマ ー リー女

神 寺 院 か らプ ーニ ダ ム に運 ばれ て 来 るので あ る。 この 杭 は30セ ンチ ほ どの 長 さ の もの

で,三 角 錘 を 二 つ 低辺 の と ころで 重 ね合 わせ た よ うな 形 を して い る。

　 ま ず,午 前9時 半 頃,か れ らはマ ー リー女 神 寺 院 近 くの 海 で体 を 清 め る。 つ ぎ に,

マ ー リー女 神 寺 院 の 外 に あ る井戸 で 体 を 洗 う。 そ して,霊 媒 が4人 に カ ー ップ を つ け

る。 これ に は プ ー ニダ ムを 聖化 す るの と同 じ聖 粉 がつ いて い る。4人 は霊 媒 が カ ラハ

ム行 進 の 時 に サ ンナダ ムに 入 るの と同 じマ ー リー女 神 寺 院 の 入 口に横 一 列 に 並 ぶ(写

真28)。 そ して,寺 院の 鐘 が 鳴 り始 め るや い な や,歓 び の杭 を 両手 で も って 踊 り始 め

る。 この う ち3人 が す ぐに激 しい トラ ンス に 陥 った 。 そ の な か の一 入 は突 然寺 院 の 中

写真28　守護神を勧請する村人たち
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に突 進 し,人 々に連 れ戻 され る。 最後 の一 人 も,パ ール タサ ー ラテ ィ寺 院 に 行 く途 中

で トラ ンス に は い る。 かれ ら はマ ー リー女神 寺 院 の代 理 司 祭 か らア ー ラーチ を 受 け,

聖 灰 を 額 に つ け て も らって か らパ ール タサ ー ラテ ィ寺 院 を 目指 す 。

　 この 時 ドラ ウパ デ ィー祭 祀 で初 めて 小 さな 鼓型 の太 鼓 が 使 用 されて いた 。 これ は,

ウ ドゥ ッカ イ(utukkai)の とい う名 で 知 られ て お り,そ の音 は呪 文 の力 を 増 し,愚 依 の

統 御 に 効 き 目が あ る と い う79)。

　 4人 が トラ ンス状 態 のま ま,駆 け足 で パ ール タ サ ー ラテ ィ寺 院 の前 の広 場 に や って

来 る と,東 側 を 向 いて しば ら く踊 る。 この 間 霊媒 は,土 盛 りの前 に カ ー ラー ンジを 二

つ 置 き,コ コヤ シの花 穂 を 土 盛 りに挿 して,さ らに キ ンマ の 葉 や ビ ン ロ ウ ジュ の実,

バ ナ ナ な どを 供 え る。 こう して,土 盛 りは神 の 一 時 的 な住 処 と な るの に ふ さわ しい形

とな る。

　 踊 りが終 わ りに近 づ くと,4人 の村 人 た ちが 順 に 土盛 りの方 を 目指 して 飛 び 出す 。

最初 は カ ー リーに 愚 か れ た男 で あ る。

か れ は,歓 びの 杭 を カ ー リー の 依代 と

な る土 盛 りにた た き込 む 。 そ の 瞬 間,

か れ は 倒 れ込 ん で 気 を 失 う。霊 媒 がか

れ の傍 らに仁 王 立 ちに な って,パ ー ン

ダ ヴ アの旗 にか けて あ る鞭 で倒 れ て い

る男 の右 手 首 を3回 打 つ(写 真29)。 そ

して,か れ の カ ー ップ を 取 り除 いて か

ら聖 粉 を額 につ け る。 これ に よ って,

か れ は カー リー女 神 の 愚 依 か ら解 放 さ

れ るの で あ る。 バ イ ラヴ ァ,ヴ ィー ラ

バ ドラ,ア イ ヤ ナ ール に 懸 か れ た 男 た

ちがつ ぎつ ぎに 土 盛 りに走 って倒 れ る。

こ う して,土 盛 りに プ ー ニ ダ ム を見 張

る守 護 神 が勧 請 され る 。

　 こζで 霊 媒 が使 用 す る鞭 は,悪 霊 を

追 い 出す た めに祓 除 師 が使 用 す る もの

と 同 じで あ ると考 え て よい80)。言 い換

曇

脳

写真29鞭 打 ちの場面(右 側に 歓びの杭 がみえ

　 　 　 る)

79)こ の点 につ いて はMeyer　 [1986:221　 n.11を も参 照 。
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え る と,こ こで の神 の憑依 は,悪 霊 の憑依 に た とえ られ る よ うな性 格 を 持 つ,き わ め

て 両 義 的 な もの とい う こと がで きる。 それ は,こ れ らの神 々が 見 張 り(kaval)と い う,

外 と内 と の間 に立 つ よ うな境 界 的 な役 割 を付 与 され た存 在 で あ ると い うこ と と関 係 し

て い る と推 察 で きる。 か れ らを 勧 請 す るに は愚 依 が 必 要 で あ る。 そ の た めに 聖 粉 の つ

い た カ ー ップ を つ け,ウ ドゥ ッカ イ太 鼓 が使 用 され た 。 勧 請 とい う点 に着 目す る と,

これ は,聖 な る力 を神 像 に導 入 す る ア ビ シ ェー カ儀 礼 と同 じ目的 を持 つ とい う こ とが

で き る。 一 方 は愚 依 で あ り,他 方 は司祭 に よ る複 雑 な儀 礼 を 通 じて 目的 が遂 行 され る。

ま た カ ラハ ム行 進 は,霊 媒 の 比較 的穏 や か な憑依 に よ る勧 請 行 為 と考 え る ことが で き

よ う。

　 霊 媒 は この 後,プ ー ニ ダ ム の 中に 入 って再 び聖 粉 を三 箇 所 に 埋 め る(17.4.)。 この

あ と,こ こに ロ ープ が 張 られ て,人 や 犬 が 入 るの を防 ぐ。

　 続 い て霊 媒 は,午 後 の マ ハ ー バ ー ラタ の 上 演 の た め に寺 院 の 北 側(図8の ⑧)に 聖

粉 を埋 め て聖 化 す る(17.・5.)。 そ して,太 陽 の旗 を突 き立 て て お く。

　 この 日の エ ピ ソー ドは テ ー ッタ ラ ー ジ ャン(Tettarajan)の 城(砦)を 攻 略す る話

(Tettarajan kottai pitittal)で あ る。 か れ の城 に は方 角 の神 を演 じる4人 の少 年 が 立 っ

て い る。 こ こに 老婆 に扮 した ク リ シュナ が,城 を 開 くよ うに 頼 み に行 く(写 真30)。

写真30老 婆にやつ したク リシュナ

80)鞭 打 ち は他 の ドラ ウパ デ ィー 女 神祭 祀 に お い て も 報 告 され て い る[BABB　 l974:21-23;

　 BIARDEAu　 1984:20;BRowN　 l　978:251;NEvlLL　 l　887:589]。 ま た,他 の 女 神祭 祀 に も認

　 め られ る[MoFFArr'r　 1979:227,242]。 この種 の鞭 打 ち は暴 力 的 な形 で あ らわ れ る トラ ンスを

　 静 め るた め と考 え る のが妥 当 であ る 【BABB　 1974:21-22;BRowN　 1978:249]。
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老女 で あ る こ とに 安 心 した テ ー ッタ ラ ー ジ ャ ンは,ク リ シュ ナを迎 え入 れ る が殺 され

て しま う。 かれ は 白い布 に お おわ れ,後 に ドラ ウパ デ ィー の恩 恵 に よ って 「蘇 生 」 す

る。 こ こに再 生 の テ ーマ を認 め る こと が可 能 で あ る。 この 点 につ い て は,類 似 の所 作

があ る18日 目の エ ピソ ー ドの分 析 で論 じ る こと に した い81)。

　 な お,こ の 日の パ トロ ン は村 人 全 体(ur upayakkarar)の ため,ス ナ ー ナ ー ビ シ ェー

カに 参 加 す るの は寺 院管 理 委 員会 の 代 表 で あ る。

18日 目

　 18日 目の儀 礼 は以 下 の通 りで あ る。

　 18.1.　 グ ラマ ・シャーン テ ィ とア グ ニ ・ヤ ー ガ

　 18.2.　 山羊 の 奉 納

　 1＆3.　 マ ハ ー バ ー ラ タ上 演 の 準 備

　 18.4.　 マ ハ ー バ ー ラタ の 読 唱

　 18.5.　 アル チ ャナ

　 18,6.　 昼 の礼 拝

　 18.7.　 マハ ーバ ー ラタ 上 演

　 18.8.　 ドラ ウパ デ ィー女 神 祭 祀 像 の 出 場

　 18.・9.　火渡 り

　いよいよ今日が,ド ラウパディー女神祭祀のクライマ ックスを飾る火渡 りの日であ

る。寺院の正面は王宮に似せた美 しい飾 り付けが施されている(写真31)。 ヒンドゥ教

徒たちは皆仕事を休む。村の小学校も休みである。

81)残 念 ながら,こ の日のエ ピソー ドにつ いて詳 しい話を聞 くことはで きなか った。 テー ッタ ラ
ージャンへの言及はないが,ヒ ルテベ イテルの 分析 している ポールマ ンナン(Pδrmmpag)を

　 め ぐるエ ピソー ドと密接 に関係 しているように思われる[HIL'rrEBEImL　 1988:Ghapter　 l　6]。

　それ は,城 に住むポールマ ンナ ン(王)の 礼拝箱を盗む ことで,パ ーンダヴ ァた ちは来 る戦い

　 に勝利することができるというエ ピソー ドである。 守 りの堅固な城 に入るために ク リシュナは

　老婆 に化ける。 ポールマ ンナ ンは老婆 に付 き添う ドラウパデ ィーに一 目惚 れ し,彼 女 と一緒に

　 なれ るのな らなんでも言 うことを 聞 くと宣言する。 こうしてかれは,ク リシュナの指 図で礼拝

　箱 も城 も失 って しまう。 その うえ,か れは ドラウパデ ィーとは結婚できず,ユ デ ィシュテ ィラ

　 の娘 サングヴ アデ ィ(Cahkvati)と 結婚する。 後述する山羊の奉納 の場面 は,ヒ ルテベイテル

　 の紹介するマハーバーラタでは,か れ らの結婚をめ ぐるエ ピソー ドとな ってい る。す なわち,

　 ポールマ ンナ ンは持 参金 としてパ ル ミヤシ(Pazai,　Borα∫部 海6ε〃垂γ)の木 の上に山羊をのせて

　渡 した という話である。 しか しなが ら,D村 ではヴィー ラバ ドラとサングヴ ァデ ィの結婚に関

　す るエピソー ドと説明された。 ヒルテベイテルが説 いているように,ヴ ィーラバ ドラ,ポ ール

　 マ ンナン,ポ ー ットゥラージ ャンの間には互換性 が存在する点を考慮す るな らば,D村 のエ ピ

　 ソー ドはポールマ ンナ ンとサ ングヴアディとの結婚 に関するもの と考え ることも可能である。
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写真31飾 ら れ た 寺 院 の 前 面

1＆1.　 グ ラマ ・シ ャー ンテ ィ とア グニ ・ヤ ー ガ

　 この 日の最 初 の 儀 礼 は 村 の諸 霊 を 宥 め,火 渡 りの聖 火 を ホ ーマ で生 み 出す こ とで あ

る。 この儀 礼 は,午 前6時 半 頃 ブ ラ ーマ ン司 祭 の 長 男に よ って行 な わ れ るが,司 祭 と

次 男,か れ らの親 族 二 入 の計5人 の ブ ラ ーマ ンが手 伝 う。 霊 媒 は 長 男 の 隣 に座 る。 儀

礼 の基 本 は,第 一 日 目の グ ラマ ・シ ャー ンテ ィ とヴ ァース トゥ ・シ ャー ンテ ィ と 同 じ

と考 え て よ い。 まず,霊 媒 と司 祭 の長 男 の聖 火 準 備儀 礼 が執 り行 な わ れ,ホ ーマ が用

意 され る。 つ ぎ に,冬 瓜 が 切 られ,藁 が燃 や さ れて 周辺 が浄 化 され る。 この後,司 祭

の長 男 が 内陣 で礼 拝 を す る。続 い て霊 媒 は ガ ネ ー シ ャ神,内 陣 に 入 つてパ ール タ サ ー

ラテ ィ,そ して ドラウパ デ ィー に礼 拝 し,ド ラ ウパ デ ィー像 の 前 で サ ンナ ダ ム に は い

る。 この 間 に,洗 濯 屋 カス トの者 た ちが 白 い布 を 内陣 か ら寺 院 の 外 へ,さ らに 外側 を

一 周 して プ ーニ ダ ムの 所 へ と敷 く
。 プ ー ニ ダ ム は ブ ーゲ ン ビ リアで きれ い に 飾 られ て

い る(写 真32)。

　 霊 媒 が 内 陣 か ら外 に 出よ うと す る と き,網 元 の ひ と りが霊 媒 に 「村 と村 人 た ち を守

って くだ さい」 と声 を か け る。 これ に た い して霊 媒(ド ラ ウパ デ ィー)は,「 何 も恐

れ る こ とは な い」 と答 え て,網 元 の持 つ皿 に の って い る聖灰 を つ かん で 頭 上 高 くに 撤

く82)。 それ と同 時 に,村 人 た ちは 一斉 に 「ゴ ー ヴ ィ ンダ!ゴ ー ヴ ィンダ!」 と叫 ぶ 。

　 霊 媒 は,先 の ホ ーマ の 所 まで 進 んで,燃 え て 真 っ赤 に な って い る木 を 両手 で つ か み

82)同 じ所作 はD村 の 他 の 女 神祭 祀 に も認 め られ る[田 中　 1989a:483]。 原 文 は 「吻 ∂・inta

　 tirai　wη ηα硫α1吻wη馮2f磁 左砒 んw勿wη 」 「oηz眈んwηP妙 ψ加擁 司 で あ る。
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写真32　 プーニダ ム(火 渡 りの場所)

写真33後 向きにな って聖火を運ぶ霊媒

土 製 の な べ(caggi)に 入 れ る。 そ して,こ の な べを 持 って,寺 院 を一 周 した 後,プ ー

ニ ダ ムに 置 くので あ る(写 真33)。 これ に は松 明 を 持 つ もの二 人,村 の楽 師 た ち,3本

の旗 が 同行 す る。 続 いて 霊 媒 は,昨 日の土 盛 りの と こ ろか らブ ー ニダ ム の 四角 に 移 動

した プ ーニ ダ ム の守 護 神 に 礼 拝 を す る。

　 この 後,村 人 た ち は用 意 して あ った木 を プ ー ニダ ム の所 に積 ん で い き,コ コ ヤ シの

油 をか けて 燃 や す(写 真34)。 数 日前 か ら広 場 に放 置 され て乾 燥 して いた 木 は,み る み

476



田中　 司祭と霊媒

写真34プ ーニダムに積 み上げ られて燃え始 めた木(右)

写真35火 渡 り 用 の 木 を 切 る
`

るうちに炎をあげて燃え始める。木は夜まで燃やされ,火 渡 りの直前には炭火以外は

きれいに取り除かれる。火渡りの用意のために富裕な村人たちは,近 くの村から一本

の木を丸ごと買って寄付する。これにたいして,貧 乏な村人たちはココヤシの油を一

瓶寄付する(写 真35)。

　興味深いことに,霊 媒は海辺ではなく内陣でサンナダムに入 った。このことは強力

な聖力が内陣の ドラウパディー女神に充盗しているということを示唆 している。つま

り,祭 祀の期間中繰 り返 し行なわれたカラハム行進によって,ド ラウパディー神像に

聖なる力が導入され,今 度はそこから聖なる力を受けることが可能となったのである。

　 さらに,火 渡りの火種がブラーマンたちの執行するホーマで生み出されるというこ
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と は,火 渡 りと ホ ーマ との 密接 な 関係 を示 唆 して い る よ うに 思 わ れ る。 その 場 所 は,

ホ ーマ の 場所 と同 じア グニ ク ンダ(Skt.　 agnikurda)と 呼 ばれ る。 こ こか ら火 渡 りは一

種 の ホ ーマ と考 え る ことが で き る。 そ して,霊 媒 とそ れ に続 く人 々は,こ こで 一 種 の

自 己供 犠 を 行 な うので あ る。 後 述 す るよ うに,そ れ は炎 に よ る死 と再 生 の儀 式 とい え

る。

18.　2.　山羊の奉納

　霊媒は,7時 半頃寺院とプーニダムの間に立って,マ ハーバーラタの一部を読唱す

る。これは,ユ ディシュティラの妹サングヴアティとヴィーラバ ドラの結婚式の話で,

ダウリ(持 参金)と して山羊が渡 される83)。寺男が山羊を一頭実際に連れてきて,水

をかける。つぎに,霊 媒が香煙を焚き,鈴 を鳴 らして呪文を唱えつつ聖水をかける。

これは動物供犠を行なうのと同じ所作である。 しか しながら,こ の山羊は,体 をぶる

っと震わせた後殺されることはない。代わりに,寺 男が高 く掲げて,地 面に置いた丸

太の上に落とす84)。すると,山 羊は一時的に失神状態に陥る。山羊が身動 きしな くな

ると,腹 の上に鞭を置 く。

　犠牲獣が体をぶるっと震わせるのは,そ れが神に受け入れられたことを示す徴であ

る85)。その震えをD村 ではサンナダムという。また,犠 牲獣はしばしば神の乗物とし

て言及されるが,憑 依されている存在 もまた神の乗物とみなされる。これらの事実は,

供犠と憑依という神とのコミ昌ニケーションが類似の観念枠組によって理解されてい

ることを示唆していよう。供犠が憑依であるということを考えると,鞭 を置く所作も

また,鞭 打ちと同じように神の力を統御するためということができよう。

　 この後,霊 媒は寺院広場の南東部(図8の ◎)に 聖粉を埋めて,聖 化し,こ こに月

の旗を立てる(18.　3.)。

18.　4.　 マ ハ ー バ ー ラタ の 読 唱

　寺 院 の前 で は,午 前9時 か ら午 後3時 頃 ま で,霊 媒,そ して そ の ア シス タ ン トと し

て 二 人 の 村人 が途 中で 入 れ 代 わ って,18日 目の マハ ーバ ー ラタ の 戦 い の物 語(porkatai)

83)こ のエ ピ ソー ドの 詳 しい 考 察 はHiltebeitel「1988:344-345]お よ び注81を 参照 。

84)古 い 記録 で は、火 渡 りの 日 に 山羊 が殺 され て その 血 が辺 りに ま かれ た[MoDDER　 l908:179]。

　 他 の地 域 で もか つ て は火 渡 りの前 に山 羊 が殺 さ れた[LEwls　 1931:513;RlcHmo)s　 1910:30]。

　 ただ し,リ チ ャー ズ は山 羊 の供 犠 は火渡 りの前 日 に行 なわ れ る と述 べ,こ れ を別 のエ ピソ ー ド

　 と関 連 づ けて い る。 そ れ は カ ウ ラヴ ァ側 が 戦 い の勝 利 を祈 願 して,白 い象 を供 犠 した の に た

　 い し,パ ー ンダ ヴ ァ側 は ウル ー ピー(U1荘pi)と の 間 に で き た アル ジ ュナの 息 子 ア ラヴ ァー ン

　 (Arav互g)を 白 い象 に優 る犠 牲 と して 殺 した とい う物 語 で あ る。

85)D村 の 動物 供 犠 の記 述 につ いて は田 中[1989a:493494]を 参 照 。
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を 読 唱 す る。 この二 人 は,村 で も強大 と言 わ れ て い る網元 と村 会(Gramodaya　 ma-

ndalaya)の 長で あ る。 これ は,村 の 有 力 者 が マ ハ ー バ ー ラタ を読 唱 す る こ とで,同

時 に 良 き信徒 で あ る こ とを示 そ うとす る典 型 的 な 例で あ る。 な お,こ の語 りは ビ ーマ

が戦 いの 間 続 け た もの と言 わ れ て い る。

18.5.　 アル チ ャ ナ

　 か れ らが,マ ハ ー バ ー ラタ を読 唱 して い る間,村 人 た ち は三 々五 々寺 院 に集 ま り,

2ルt"・一一を 入 口に座 って い る寺 院管 理 委 員 会 の メ ンバ ー に支 払 い,司 祭 を通 じて アル

チ ャナを ドラ ウパ デ ィー に捧 げ る。 この アル チ ャナ の 供 物 は 日 中を 通 して夕 方 まで 行

な わ れ る。 寺 院 管 理 委員 会 の記 録 で は,こ の 日約1080の 家族 が アル チ ャ ナを捧 げ た。

18.7.　 マ ハ ー バ ー ラタ 上 演

　 これ が最 後 の 演 技 に な る。 午 後5時 前 に,ド ゥル ヨ ーダ ナ に扮 す る老 人 が,寺 院 で

ドラ ウパ デ ィ ーに 演 技 の成 功 を 祈 る。 そ して,霊 媒 か らカ ー ップを つ けて も ら う。 ド

ゥル ヨーダ ナに 扮 す る老人 も ビーマ の 男 も,熱 心 な信 者 の 中か ら特別 に選 ば れ た もの

で あ る。 老 人 は,さ きに聖 化 さ れ た場 所で ビーマ と戦 い,殺 され る(写 真36)。 この エ

ピソー ドが戦 いの 終 了 を も意 味 す る。 その 「死 体 」 は洗 濯 屋 カス トの 用 意 した 白 い布

で お お わ れ る。

　 黄 色 い サ リーを ま と った 霊媒 が,楽 師 に 導 か れ て この場 面 に登 場 す る(写 真37)。 か

れ が,演 劇 の場 に お いて ドラ ウパ デ ィーに 扮 す るの は この時 だ けで あ る。 霊 媒 は 白 い

写真36　 ビーマ(左)と ドゥル ヨーダナ(右)
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布の中に入つて何かをしている。 ドラ

ウパディーは賭の場面で辱 しめられた

時にドゥル ヨーダナの血で自分のもつ

れた髪を流いてか ら整えると呪咀をし

たが,こ れがまさに実現されんとする

ところである。ただ し観客には,か れ

が何を行なっているのか見ることはで

きない。筆者は,霊媒が武器のハ ンド・

ナイフで ドゥル ヨーダナの胸に傷をつ

け,そ の血を髪につけたという説明を

受けた。こうして,彼 女の復讐 は遂行

されたのである。

　 霊媒が先にその場を離れ,白 い布が

取 り去 られると,ほ とんど トランス状

態にある ドゥルヨーダナが現われる。

かれは一人で立ち上がって歩 くことも

できないし,ま た両眼からは涙が頬を

伝わって流れている。その首には鞭が

写真37　 ドラウパデ ィー(左 端)と 白布に

　 　　 おおわれた ドゥル ヨーダナ

か け られ て い る。 これ も また 憑 依 を統 御 す るた あ の もの で あ る。 か れ は,寺 院 の南 側

に 連 れて 行 か れ,そ こで 胸 の 「傷 口」 を癒 す た め に西 風に さ ら され る 。 こ の あ と,寺

院 に入 って 内 陣 の ドラウパ デ ィー神 に感 謝 した後 で,霊 媒 に カ ー ップ を返 す 。 か れ は

ビ ーマ に よ って 殺 され,ド ラ ウパ デ ィー の復 讐 を 受 けた。 その 死 の 体 験 が トラン ス状

態 と考 え られ る。 か れ は,ド ラウパ デ ィー の苦 悩 を 和 らげ る た めに 犠 牲 と して 捧 げ ら

れ た 。 しか し,ド ラ ウパ デ ィー に祈 る こ とに よ って,彼 女 の 恩恵 に よ って 蘇 った ので

あ る。 そ して,カ ー ップ の除 去 と と もに 日常 に戻 る。死 ぬ か らこ そ救 済 され る ので あ

る と い う点 を 強調 す る と,ド ゥル ヨー ダナ 扮 す る信者 に と って,こ の体 験 は積 極 的 な

もので あ ると解 釈 で き る86}。 それ は カ ーヴ ァデ ィ の 奉 納 者 の 体 験 と重 な る もの で あ

る。

86)シ ンガポールでは,洗 濯 屋カス トの成員が ドゥル ヨーダナの役を演 じる。かれは,ビ ーマで

　 はな く,ド ラウパデ ィーに殺 される[BABB　 1974:18-20]。 かれは殺 されるとす ぐに ドラウパ

　デ ィーの小祠に運 ばれ,そ こで息を吹 き返す。 こうしない と,か れは本当に死んで しまうとい

　 う。 なお,演 技における トランス状態 について はマハーバ ーラタで はないがBeck[1983:78]

　 がある。上演 に際 し聖粉を埋 めるの も 「死」の コン トロールに関係 してい ると解釈できる。
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1＆8.　 ドラ ウパ デ ィ ー女 神 祭祀 像 の 出場

　 ドラ ウパ デ ィーの祭 祀 像 が,外 か ら出 され て,ガ ネ ー シ ャ,パ ール タサ ー ラテ ィと

その 配 偶神 た ちに続 い て,寺 院 の 周 りを一 周 す る。 そ して,す べ て の 祭 祀 像 が 寺 院 を

後 ろ に して,プ ー ニダ ム に面 して 安 置 され る。 これ に よ って 火 を渡 る人 々は神 々,と

くに ドラ ウパ デ ィーに 向 い合 って,火 渡 りを す る こ とに な る。

1＆9.　 火 渡 り

　 午 後7時,霊 媒 は,寺 院 の前 に安 置 した ドラウパ デ ィ ーの祭 祀 像 の前 で サ ン ナダ ム

に は い る。 か れ の トラ ンス は,村 人 た ちの 「ゴ ー ヴ ィ ンダ!ゴ ー ヴ ィ ンダ!」 の 声 に

よ って 迎 え られ る。 早 朝 と同 じよ うな や り と りが ア シス タ ン トと霊 媒 との間 に あ り,

霊 媒 が 聖 灰 を 高 く撤 いて,村 人た ちを 祝 福 す る。 この と き霊 媒 に語 りか け るの は 網 元

の一 人 で あ る。旗 が た くさん つ い て い る特 別 仕 立 て の カ ラハ ムを 持 った 霊媒 と 火渡 り

の参 加 者 た ち はマ ー リー女 神 寺 院 に 向 い,そ こで 水 浴 を して再 び パ ール タ サ ー ラテ ィ

寺 院 へ と戻 る。 た だ し,マ ー リー女 神 寺 院 の 前 で,霊 媒 は再 度 トラ ンス に は い り,聖

灰 を投 げて 祝 福 を す る87》。 ここで はマ ハ ー バ ー ラタ読 唱 の ア シス タ ン トが 霊媒 の祝 福

を求 め る。

　 一 行 がパ ール タ サ ー ラテ ィ寺 院 に着 くと,火 渡 りを 行 な う広 場 に は綱 が張 られ,要

所にはチロウから来た警官が立

っている。観衆は村の人たちだ

けでなく,村 外からも大勢つめ

かけている。まず,カ ラハムを

頭にのせた霊媒が,つ ぎにパー

ンダヴァの旗を持つアルジュナ

がゆっくりと赤い炭の上を歩き

出す(写真38)。 そ して,そ の後

から約一千人の男たちが火渡 り

をするのである。男たちの中に

は,恐 怖に駆 られて駆け足で火

渡りをする者 もいれば,霊 媒に

負けないくらい自信のある足ど 写真38火 渡 り

87)マ ー リー女神寺院の前で トランスにはいるとい う行為は,霊 媒がすでに トランス状態 にあ る

　ため不要 に思われ る。N村 の ドラウパデ ィー寺院における火渡 りでは,水浴後霊媒よ りカー ップ

.をつけて もらう。D村 で も今世紀 初頭の記録ではカー一ップをつけて火渡 りを していた[MODDER
　 1908:179]。 それが今 日見 られない理 由は不明である。
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りで ゆ っ くり と進 む者 もい る。子 供 を抱 いて 渡 る者 もい る。 これ は女 神 へ の祈 願 の結

果 授 か った 子 供 の 場合 で あ る。 霊 媒 とアル ジ ュ ナ は,人 々が渡 り終 え るま で,プ ー ニ

ダ ムの 周 りを 往来 して い る。 そ して,火 渡 りが 終 わ りに近 づ くと,霊 媒 は 突 然倒 れ て

しま い,寺 院 の 南側 で 介抱 され る。

　 霊 媒 は,回 復 す る と,ブ ラ ーマ ン司祭 に よ る ドラ ウパ デ ィー祭 祀 像 へ の パ ン ジ ャー

ラー チ に参 列 し,聖 灰 とプ ラサ ーダ を 受 け 取 る。 この あ と,か れ は初 日に カ ー ップを

つ けて 以 来 初 めて家 に戻 る ことが で き る。 家 で は,楽 師 た ち も加 わ って,火 渡 りの成

功 を 祝 う宴 が 張 られ る。

　 火 渡 りの 参 加者 は,ほ とん ど奉 納 儀 礼 と して これ に 参加 す る。 村 の 外 部 か ら もた く

さ んや って きて,D村 の 火渡 りに 参 加 す る。 か れ らはD村 の近 隣の 村 に 限 らず,コ ロ

ンボや 遠 く東 海岸 な どか らもや って 来 る。 これ は,D村 の火 渡 りの 名 声 が 高 ま ったせ

い だ けで な く,こ の10年 間 にD村 の 入 た ちの生 活 範 囲 が 飛躍 的 に広 が り,そ れ に よ っ

て遠 隔 地 の 知 人 の 数 が増 大 した こ と と深 い 関係 が あ る。 か れ らは しば しば,数 日前 か

ら村 に きて,寺 院 に 泊 ま って 身 を 浄 め る。 かれ ら は,火 渡 りだ けで な く,カ ー ヴ ァデ

ィな どの 他 の儀 礼 に も参加 す るか も しれ な い。 火 渡 りに 参加 す る者 は,一 週 間 前 か ら

肉を 摂 取 せ ず,酒 を 飲 ま ず,ま た 性 交 を 控 え る。 そ して,雑 念 を払 い女 神 に 精 神 を 集

中 す る。 当 日 は,火 渡 りが終 わ るま で何 も 口に しな い88)。

　 カ ラハ ムを 頭 に の せ て 火渡 りを す る霊 媒 と,パ ー ンダ ヴ ァの旗 を 持 つ アル ジ ュ ナを

除 い て,火 渡 りの参 加 者 た ちは皆 上 半 身 裸 で あ り,膝 まで の 腰 巻 を着 け て い るだ けで

あ る 。 そ こに 身分 や所 有 す る 富 を想 起 させ る印を 見 い だす こ と は で きな い。 こ の意

味 に お い て,火 渡 りは 霊媒 を 媒 介 者 とす る ドラ ウパ デ ィー と信 徒 た ち との コ ムニ タ ス

(commmunitas)の 実現 で あ る と解 釈 す る こ ともで き る89)。

　 火 渡 りは,『 マハ ー バ ー ラタ』 の サ ンス ク リ ッ ト語 テ クス トに は見 当 らない に もか

か わ らず,ド ラ ウパ デ ィーを 祀 る祭 祀 の一 般 的な 特 徴 で あ り,ま た そ の ク ラ イマ ック

ス と考 え られ て い る。 そ の理 由 は,村 人 た ちに よ る と,戦 い の 後 王位 に就 く前 に ドラ

ウパ デ ィ ー と その 夫 た ちは炎 で 身 心 を 清 め な け れ ば な らなか った か らで あ る。 それ は

88)も ちろん この精進の期間 は個人 によって異なろ う。以前 は火渡 りの参加者たちは18日 間さま

　 ざまな禁忌を守 っていたとい う[MoDDER　 l　908:179]。 つま り過去 には,一 般 の人 々も霊媒

　 と同 じ期間禁 忌の状態にあった といえよ う。フ ィジーで は,火 渡 りをす る信徒たちも10日間の

　祭 りの初 日にカー ップをつ け,寺 院に寝泊まりし,菜 食 と禁欲 を守 り,さ らに女神の色である

　 黄色の衣服を着 ると報告 されている[BROWN　 1978:234]。

89)コ ムニタスの概念 に関 して はターナー[1976]を 参照。ドラウパデ ィー祭祀全体の構造を考慮

　す ると,信 徒たちの共同体 はさまざまな形で制限されている。 この点 については田中[1989b]

　 を参照。 火渡 りの参加者が男 だけに限 られているという事実 も,コ ムニタスが実現 していると

　 結論できない理由のひ とつである。
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ま た,彼 女 の呪 誼 が 達 成 され て,彼 女 自身 の リ ミナル な期 間 が 終 了 した こ とを 意 味す

る。 この 点 につ いて は次 章 の第4節 で 論 じ る こと に す る。 しか しな が ら,他 の報 告 に

よ る と,ド ラ ウパ デ ィ ーの み が火 渡 りを した と い い,そ の理 由 は13年 間 の追 放 の間,

あ るい は戦 い の間 清 らか な身 で あ った こ とを証 明 す る た あ と い う もの で あ るgo)。 これ

に な ら って,人 々は今 日で も 自分 た ちの 心 身 の 清 らか さ,神 へ の 信 仰 の 真 摯 さ を示 す

た め に 火 渡 りを す る。 も し,火 渡 りに失 敗 し火 傷 を した ら,そ れ はか れ の 浄 性 が 不十

分 だ った か らで あ る。 しか しなが ら,D村 で は,信 仰 や清 浄 さを 証 明す るた め の儀 礼

とい う よ り も,炎 を通 り抜 け る こ とに よ る再 生,ド ラ ウパ デ ィー との 出会 い に よ る救

済 と い った 側 面 の 方 が 強 調 され て い た91)。人 は本 来 不 浄 で あ る が,炎 の上 を 歩 くこ と

に よ って 象 徴 的 に死 に,浄 化 され ドラ ウパ デ ィー に救 われ る。 すで に指 摘 した よ うに,

火 渡 りは一 種 の ホ ー マ と考 え られ る。 ホ ーマ の 炎 の 象 徴 的 な解 釈 と して 悪 の破 壊 と神

との接 触 の二 つ が あ った 。村 人 た ちが示 唆 す る火 渡 りの説 明 は この ホ ーマ の 解 釈 と対

応 して い る といえ よ う。

　 モ ダ ー に よ る と,炎 の 上 に は,常 人 に は見 え ない ドラ ウパ デ ィー の 髪 が張 られ て お

り,信 徒 た ち は この 上 を歩 くよ うに 導 か れ る ので あ る とい う[MoDDER　 l908:179]92)、

ドラ ウパ デ ィー の髪 は,月 経 の 汚 れを 示 す 印 か ら,復 讐 の か た い 意 志 を示 す 印へ と変

わ り,さ らに 人 々を救 済 す る導 きの手 に変 容 した とい うこ とが で きる93)。 この変 化 は

また,ド ラ ウパ デ ィー 自身 の性 格 の変 化 に対 応 す る。 ドラ ウパ デ ィー は5人 の 夫 に 仕

え る女 性 か ら,復 讐 を誓 いつ つ 苦 しみ に耐 え る女 性 へ,そ して 最 後 に,苦 しむ 人 々を

助 け よ う とす る女 神 へ と変 貌 す るの で あ る。

90)た とえ ば,Babb[1974:25,29],　 Braivc　 et　at・[1974:356],　 Reiniche[1979:176],　 Stokes

　 [1873:191],ス リラ ンカの東 海 岸 の事 例 に つ いて 語 るNevill[1887:59]を 参 照 。 こ こに 『ラ

　 ーマ ー ヤ ナ』 の 影 響 を み る こと もで きる。 『ラ ーマ ー ヤ ナ』 は,ラ ーマ(REma)と そ の 弟 が,

　 猿 の 神ハ ヌマ ンの 助 けを借 りて,ラ ー ンカ の王 ラー ヴ ァナ(REvarpa)に 拉 致 され た シー タ ーを

　 助 け る物 語 で あ る 。 シ ータ ー は ラー マ に助 け られ た 後,身 の清 らか さを示 す た め に炎 の 中 に入

　 る。 た だ し,ド ラ ウパ デ ィー は一 年 ごと に夫 を替 え る時,炎 で浄 化 す る こと にな って いた こと

　 を 考え ると,類 似 の 主題 が マハ ーバ ー ラ タに もあ ると いえ よ う。

91)ブ ラ ックバ ー ンは,「 戦 場 で死 ん だ者 は浄 性 を失 う。 不 浄 を取 り除 くた め に炉 に入 って 浄 化

　 しな さい 」 とシ ヴ ァが語 る タ ミル ナ ー ドゥ州南 部 に 固有 の 叙事 詩 の 一 部 を紹 介 して い る[BLA-

　 GKBuRN　 l985:268]。 よ り 一般 的 に言 うと ヒ ン ドゥ教 に お ける 炎 の シ ンボ リズ ム は 浄 化 と再

　 生 と 関連 して い る 。 この 点 に つ いて はKnipe[1975:129-131]を 参照 。 ま た 火 渡 りに お け る

　 神 と の合 一 の 観念 を 強 調 した もの と してBrown[1978:257]が あ る 。 なおHiltebeitel[1988

　 Chapter　 l　9]を も参 照 。　D村 で は火 渡 りは男 だ け に限 られて いる 。 そ の理 由 につ いて,筆 者 は,

　 ドラ ウパ デ ィー が女 性 の参 加 を 嫌 うか ら とい う答 え しか 得 る ことは で きなか った が,こ こに性

　 的 な結 合 の シ ンボ リズ ムを認 め るこ と も可 能 で あ ろ う。男 性 の み と い うの は,一 般 的 な傾 向 と

　 思 わ れ る[Hiltebeitel　 l982:80]。

92)パ ブ は ドラ ウパ デ ィー が サ リーの は しで火 を 覆 う とか,炎 を花 に 変 え るか ら熱 くな くな る と

　 い う説 明 を紹 介 して い る[BMB　 l974:40-41]。

93)ド ラ ウパ デ ィー の 髪 の シ ンボ リズ ム につ い て はHiltebeitel[1981]を 参 照 。
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　 火 渡 りの 興 奮 が お さ ま り,観 衆 も少

な くな る頃 に ス テ ー ジで は若 者 に よ る

最 後 の 劇 が 上 演 され る。 ま た この 日に

は村 外,中 に は コ ロ ンボ か ら約90の 露

店 が寺 院 の 周 りに 立 ち並 び,さ まざ ま

な ものを 売 る。 簡 単 に 紹 介 す る と,豆,

ケ ー キ,果 物,ア イ ス ク リー ム,ジ ュ

ー ス,紅 茶,サ トウ キ ビ,飴,キ ンマ

な ど食 べ物 を売 る店 が 約55軒 と半 分 以

上 を しめ る。 残 りは,お も ち ゃ,食 器

類,布,鞄 と靴,帽 子,ナ イ フ,ア ク

セサ リー な ど を売 る店 で あ る。 か れ ら

は場 所代 を村 人 の一 人 に 払 わ な け れ ば

な らな い 。 この 男 は網 元 で あ るが,寺

院 管 理 委 員 会 か ら競 りで 露 店 に 貸 し出

す 権 利 を 買 った の で あ る94)。火 渡 りの

後 の くつ ろい だ 雰 囲気 は,火 渡 りの 時
写真39 祭祀 像へ の パ ンジ ャー ラー チ

と対 照 的 で あ る。 人 々 は露 店 を ま わ って お茶 を飲 んだ り,日 常 雑 貨 や衣 料 晶 を 売 って

い る店 を 見 て まわ る。 女 も子 供 もこの 日は 夜 中 まで 外 に 出 て,祭 祀 を 楽 しむ の で あ

る。 ま た,こ の 日に は コ ロン ボか らプ ロの踊 り手2人 が招 待 され,夜 に踊 りを 披 露 す

る95》。

　18日 目 には 夜 の 礼拝 は な く,祭 祀 像 の前 で7xe一 ン ジ ャー ラ ー チが 行 なわ れ る だ け で

あ る(写 真39)。 こ こに アル チ ャナを 奉 納 す る者 もい る。

　 な お,前 日に 村 の老 人 が コロ ン ボの近 くで 死 に,そ の死 体 が 埋 葬 の た め に村 に 運 ば

れ た。 この た め,マ ハ ー バ ー ラ タの 上演 の直 前 に,宥 和 の ア ビ シ ェー カが パ ー ル タ サ

ー ラテ ィ寺 院 で 行 な わ れ た。 これ は,不 浄 な もの が 内 陣 に入 った 場 合 に行 なわ れ る も

の とま っ た く同 じで あ る。 埋 葬 は略 式 で す ば や く行 な わ れ る。 宥 和 の ア ビシ ェー カ が

な され るま で,い か な る儀 礼 も執 行 不 可 能 で あ る。

94)か れは,若 い網元の一人 で寺院管理委員会 に450ル ピーを払 った。露 店のサイズによるが,

　 店主 から平均20ル ピーを場所代として受 け取 る。

95)こ の踊 りはカーヴ ァデ ィとカラハム行進を芸能化 したものであって,宗 教色がまっtcく欠如

　 しているとはいえない。
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19日 目

　 最 終 日 の ス ケ ジ ュ ール はつ ぎの 通 りで あ る。

19.　1.　 祭 祀 像 の 退 場

19.　2.　 早 朝 の 礼 拝

19.3.　 ヴ ァ ー ス ト ゥ ・シ ャ ー ン テ ィ と グ ラマ ・シ ャ ー ン テ ィ

19.4.　 昼 の 礼 拝

19.・5.　 ドラ ウ パ デ ィ ー 女 神 祭 祀 像 の 行 進

19.　6.　 マ ー ヴ ィ ラ ッ ク 供 物

19.　7.　 マ ハ ー バ ー ラ タ の 読 唱

19.＆ 　 旗 の 降 納

19.　9。　 夜 の 礼 拝

19.1.　 祭 祀 像 の退 場

　 早 朝 にパ ール タ サ ー ラテ ィと そ の配 偶 神,ガ ネ ー シ ャの 祭 祀 像 が 寺 院 の 中 へ と退 場

す る。

19.3.　 ヴ ァース トゥ ・シ ャー ン テ ィと グ ラマ ・シ ャー ン テ ィ

　 そ して,昼 前 に ヴ ァー ス トゥ ・シャ ー ンテ ィと グ ラマ ・シ ャー ンテ ィが 行 な わ れ る。

これ は初 日の 儀 礼 と基 本 的 に 同 じで あ るが,そ の理 由は,祭 祀 の間 知 らず に犯 したか

も しれ ない 誤 りを 神 に許 して も ら うた めで あ る。

琳 臥　 ドラ ウパ デ ィー女神 祭 祀 像 の行 進

　 午 後7時 頃 に な る と,花 と貴 金 属 の ア クセ サ リー に よ って 飾 られ た ドラウパ デ ィー

の祭 祀 像 が トラ クタ ーに 乗 せ られ て村 を巡 る。 二つ の松 明 とタ ミル の楽 師 た ちが 先 導

す る。 霊 媒 も この トラク タ ーに 乗 るが,ア ル チ ャナを 受 け 取 って 儀 礼 を す るの は ブ ラ

ーマ ン司 祭 の 息 子 で あ る
。 トラ クタ ー の上 に は カ ラハ ム,パ ー ンダ ヴ ァの旗,太 陽 と

月 の旗,ハ ン ド ・ナイ フ な どが 乗 って い る。 また 霊 媒 が トラ ンス状 態 に な る と きに使

用 した棒 が祭 祀 像 の手 の と ころに 刺 して あ る。

　 五 つ の小 さ な小 屋 が 道端 に建 て られ,そ こで 祭 祀 は半 時 間 ほど 立 ち止 ま り,・ア ル チ

ャナを近 隣 の村 人 か ら受 ける。 小 屋 の前 で は,映 画音 楽 のテ ープ に 合 わ せ て若 者 た ち

が踊 り狂 う姿 を見 る ことが で き る。

　 こ の行 進 は,戦 争 に勝 利 し,炎 で身 を清 め,こ れ か ら王 位 継 承 の儀 礼 に臨 む ドラ ウ

パ デ ィーの 勝 利 の行 進で あ る。
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19.6,　 マ ー ヴ ィ ラ ック供 物

　 約4時 間 か け て,真 夜 中に 祭 祀 像 が パ ール タサ ー ラテ ィ寺 院 に戻 る と,今 度 は女 性

た ちが,マ ーヴ ィ ラ ッ ク(mavilakku)の とい う供 物 を ドラ ウパ デ ィーの 祭 祀 像 に 捧 げ に

寺 院 に 続 々 と集 ま って来 る。 マ ーヴ ィ ラ ック は 「米 の粉(ma)の ランプ(vilakku)」 を

意 味 し,一 種 の パ ンケ ー キで あ る。 他 の所 で は この パ ンケ ー キの真 ん 中を へ こませ て

蘇 油 を 入 れ て 火 を灯 す 。 そ して これ を神 に供 え る。 しか し,D村 で は線 香 を 挿 したバ

ナナ と と もに神 に供 え られ るだ け で あ る(写 真40)。 女 た ちは,未 婚 の 女 性 か子 供 のい

ない 新 婚 女 性 が 中心 で あ る。 そ の 目的 は幸 せ な 結婚 の実 現 で あ る。 マ ー ヴ ィ ラ ック と

結 婚 との 関 係 につ いて は,ム ル ガ ンの夫 人 の 一人 で あ るヴ ァ ッ リ(Valli)が ム ル ガ ン

に この 供 物 を作 って 喜 ば せ た か ら,か れ らの 幸 せ な 結婚 生 活 にあ やか るた め に こ の よ

うな供 物 を 捧 げ る ので あ る とい う説 明 を受 け た96)。

　 マ ハ ーバ ー ラタ の最 後 の読 唱(1.9.　7.)の 最 後 は パ ー ンダ ヴ ァ兄 弟 の 長 兄,ユ デ ィ シ

ュテ ィ ラの 王 位 就任(Skt.pattabhiseka)に つ いて で あ る。

写 真40マ ー ヴ ィ ラ ック 写真41旗 降ろ しの儀礼を始める霊媒

96)こ れは,実 際にパールタサー ラティ寺院のムルガ ンに捧げ られ るのだ とい う村人 もいた。
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19.8.　 旗 の降 納

　 再 び旗 竿 に,霊 媒 が ア ビ シェー カ を行 な い,カ ウ ラヴ ァの 旗 を 降 ろす(写 真41)。

そ して パ ー ンダ ヴ ァ,太 陽,月 の旗 を解 体 す る。 外 に あ るハ ヌマ ンの 旗 は明朝 降 ろ さ

れ る。 霊 媒 は,旗 や神 像 な どに初 日巻 きつ けた カ ー ップを す べ て 取 り除 く。

19.9.　 夜 の 礼 拝

　 最 後 に 司祭 が礼 拝(19.9.)を 行 な い,こ れ に 続 い て,霊 媒 も内陣 に 入 って パ ー ル

タ サ ー ラテ ィと ドラ ウパ デ ィー・に祈 る。 そ して後 ろを 向い た ま ま 内 陣 か ら出て きて,

入 口の と こ ろで 初 日に 内 陣 に 安 置 した コ コヤ シの実 を 粉 々に砕 く。 この 後,司 祭 は霊

媒 の カ ー ップ を 取 る。 司 祭 よ り聖灰 を受 け取 る と,霊 媒 は祭 祀 が 滞 りな く済 ん だ こ と

を 感 謝 して,司 祭 の 足 に 触 れ て拝 む。 つ ぎに 霊媒 は 司祭 に布 施 を渡 し,プ ラサ ーダ

(村 の カ ー ラー ン ジ)を 受 け 取 る。 こ う して霊 媒 は正 式 に 日常生 活 へ と復 帰 す るの で あ

る。 す べ て の儀 礼 が終 わ るの は午 前3時 す ぎで あ る。

3.ま と め

　 以 上,D村 の ドラ ウパ デ ィ ー女神 村 落 祭 祀 を構 成 す る諸 儀 礼 の 記述 と解 釈 を 試 み た 。

考 察 に入 る前 に,こ こで 簡 単 に 祭 祀 全 体 の構 造 に つ い て ま と めて お きた い。

　 初 日の 儀 礼 は,準 備 あ るい は 浄化 ・聖 化 に 関 わ る もの で あ る。 それ は シャ ー ンテ ィ

や カ ー ップ を巻 くこ と,カ ラハ ム行 進,旗 の掲 揚 で あ る。 霊 媒 は,カ ー ップを つ け る

こ とで 普 段 は ブ ラ ーマ ン以 外 入 場 を 禁 止 され て い る内 陣 に入 る こ とを 許 され る。5日

目か ら,祭 祀 全 体 を通 じて 重 要 と思 わ れ る諸 儀 礼 が全 部 揃 う。 そ れ らは毎 日3回 あ る

寺 院 の礼 拝 と,ク ン ミ踊 りを と もな う カ ラハ ム行 進(ほ ぼ隔 日),マ ハ ー バ ー ラ タの 読

唱 で あ る。

　 11日 目か ら は ブ ラーマ ン司 祭 が関 与 す る儀 礼 が 増 え る。 それ らは祭 祀 像 の行 進 と ス

ナ ー ナ ー ビ シェ ー カで あ る。 翌 日か らは ガ ネ ー シャの 早朝 行 進 もつ け 加 わ る。

　 マ ハ ー バ ー ラ タの 読 唱 に 関 して いえ ば,15日 目か ら村 人 た ちの 参 加 す る劇 が始 ま る。

　 16日 目か らプ ーニ ダ ム(火 渡 りの 場所)が 儀 礼 の 焦 点 と な って い く。 それ らは,聖

化 の 儀 礼で あ り,守 護神 の勧 請 で あ り,火 渡 り当 日の ア グニ ヤ ー ガで あ る。

　 19日 目に は,初 日 と ち ょ うど反 対 の 儀 礼 が行 なわ れ る。 シ ャー ンテ ィを執 行 し,旗

を 降 ろ し,カ ー ップを 取 り除 く。

　 以 上 の 基本 構 造 を 踏 ま え た うえで,つ ぎ に聖 な る力 の 流 れ,マ ハ ーバ ー ラタ,奉 納

儀 礼 の3点 に注 目 して ま とめ て お く。
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a)聖 なる力の流れ

　 ヒンドゥの村落神は,村 落祭祀の際に定期的に村に侵入してこれを活性化する。村

の日常的時間と空間は非日常的な世界へと変貌する。村の日常を侵犯するのは神(の

力)で ある。それによって村の繁栄が保証されるのである97》。ここで注意しなければ

ならないのは,神 が二重に表象されているという点である。すなわち,寺 院の神像と

して表象される 「日常的な神格」と,外 部から勧請され,薪 たに導入される 「祭祀の

神格」という二重性である。後者は,「 聖なる力」そのものとみなすこともできよう。

神格の二重性については次章で触れることにする。 ここで簡単にまとめておきたいの

は,こ の聖なる力の流れである。

　聖なる力は,カ ラハム行進に典型的にみられるように,外 から寺院へと向う。スナ

ーナービシェーカも聖なる力の導入を目的としていると考えると,カ ラハム行進と同

じように,聖 なる力の流れは外から内へ向うということになる。スナーナービシェー

カが始まる日の夜よりガネーシャとパールタサーラティ神の行進が行なわれる。祭祀

像を石像の分身とみなし,ス ナーナービシェーカが,ド ラウパディー像というよりも

パールタサーラティ像への聖なる力の導入を目指すものと考えれば,初 日はガネーシ

ャ像のみというずれはあるに しても,朝 に導入された力が,夜 に行なわれる祭祀像の

行進によって放射されると考えることができる。同じことは ドラウパディー像にも妥

当する。カラハムで外から導入された聖なる力は,18日 目に飽和点に達 し,反 対方向

へと流れ出す。霊媒はドラウパディーの石像の前で,つ いで火渡 りの直前に祭祀像の

ところで トランスにはいる。 これは各々に聖なる力が充溢 していることを示す。さら

に19日 目の ドラウパディー祭祀像の行進は,外 の力を内(寺 院)へ と集積するのと対

照的に,内 から外へと聖なる力を放射する場となっている。これによって,村 の繁栄

と安寧が保証されるのである。

　海から神を勧請することによって,カ ラハムは自然と寺院を結びつける。そして,

祭祀像の行進という形で寺院という聖なる空間は村を包摂 してい くのである。これに

たいし,寺 院の中で行なわれるアビシェーカの目的も原則的に神の力を導入するとい

う点で同じであるにもかかわ らず,自 然との明確な結びつきは欠如し,よ り抽象的な

ものとなっている。

b)マ ハ ーバ ー ラタ

す で に述 べ た よ うに,こ の祭 祀 の 進行 はマ ハ ーバ ー ラタ と密 接 に 関係 して い る。初

97)こ の点 につ い て は田 中[1989a]を 参照 。
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日の マ ハ ー バ ー ラタ 読 唱 は,戦 い の前 夜 の エ ピ ソー ドに つ い て で,マ ハ ーバ ー ラタ の

最 初 の 話 で は な い。 マ ハ ーバ ー ラタ の第 一巻,パ ー ンダ ヴ ァと カ ウ ラヴ ァの先 祖 た ち

の 話 は5日 目に読 唱 され,そ れ か らは順 番 に 話 が 進 む。 例 外 は11日 目の 夜 の ドラウパ

デ ィ ーの 結 婚式 で あ る。 この と きは ブ ラーマ ン司 祭 や金 細 工 師 カス トな ど が 参加 して,

実 際 の 結 婚 式 に近 い もの が再 現 され る。

　 さ らに15日 目か ら,く じ引 きで選 ばれ た 若 者 た ちを 中心 とす る演 者 た ちが,マ ハ ー

バ ー ラタ の エ ピ ソー ドを演 じる。 かれ らに せ りふ はな い が(例 外 は16日 目の ア ル ジュ

ナに よ る歌),進 行 に 合 わ せて 霊 媒 が該 当 箇所 を読 唱 す る とい う形 で演 技 は進 行 す る。

18日 目の 朝,世 界 を二 分 す る戦 い が始 ま る。 こ の間 の エ ピ ソー ドは霊 媒 だ けで な く,

網 元 と村 会 の 長 の二 人 に よ って も語 られ る。 そ して,夕 方 ドゥル ヨーダ ナは 殺 され,

ドラウパ デ ィー の 呪誼 は達 成 され た 。 この 後,戦 い の 最 中 にパ ー ンダ ヴ ァや ドラ ウパ

デ ィーが 犯 した罪 を照 うと い う 目的 で火 渡 りが 行 なわ れ る。 最 終 日に は,ド ラ ウパ デ

ィーの 行 進 の 後,ユ デ ィ シュ テ ィ ラの戴 冠 式 の エ ピ ソー ドが語 られ る。

c)奉 納儀礼

　村落祭祀にはさまざまな奉納儀礼が組み込まれており,人 々は個人(信 徒)と して

祭祀に参加することができる。つぎに,こ の種の奉納儀礼をまとめておくことにしよ

う。

　マハーバーラタの劇や火渡 りに参加する人々は,霊 媒や司祭のように専門的に関与

するのではない。かれらは奉納儀礼としてのマハーバーラタ劇や火渡 りに参加するの

である。奉納儀礼によって人々は ドラウパディー女神祭祀に自発的に参加することに

なる。それは,寺 院管理委員会主導による押 しつけられた祭 りでも,村 という共同体

を優先する村落祭祀でもなく,女 神と 「わたし」 との個人的な出会いの場である。 し

たがって,た とえば,マ ハーバーラタを演 じるということはきわめて宗教的なもので

あり,そ こに他の奉納儀礼と同じような死と再生のシンボ リズム,女 神による救済の

テーマといったものを読みとることが可能である。

　 演劇に参加できる人数は限られているし,ま た村入に限られているが,火 渡 りには

村人だけでなく村外の人々,さ らにキリス ト教徒や仏教徒などの非ヒンドゥ教徒も参

加する。 ドラウパディー祭祀に必然的なものではないにしても,14日 目から16日目ま

で集中的に行なわれるさまざまな奉納儀礼にも注目したい。これらの儀礼にも,誰 で

も参加できる。

　 これ らの自傷や トランスを引き起こす奉納儀礼にたいし,人 々が個人的に関わる儀

礼としてアルチャナなどの供物がある。アルチャナは,祭 祀像の行進の時や18日 目の
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寺院での場合のように,あ る程度強制的なもの もないわけではないが,原 則として個

人祈願に関係する奉納儀礼である。また,こ の論文では詳 しい記述は省略 したが,10

日目には富裕な網元がル ドラービシェーカを行なっている。これも個人祈願の成就を

感謝 して行なわれたもので,奉 納儀礼のひとつである。

皿.考 察

1.は じ め に

　本論で吟味 した ドラウパディー祭祀をめぐる司祭 と霊媒との分業体制は,序 論で取

り上げた従来の議論をある程度支持する。司祭はブラーマン ・カス トに属 し,菜 食主

義者で,き わめて複雑なシンボ リズムを含む儀礼をサンスクリットの呪文を唱えつつ

執行 し,そ れを通 じて神 との交流を可能とする。これにたい し,霊 媒は非菜食のパ ン

ダーラン・カス トに所属 し,主 として憑依を神との交流手段とする。かれにはサンス

クリットの知識がまった くない。

　 しかしながら,従 来の議論の中にはかならずしもD村 の資料に妥当しないものもあ

る。たとえば,霊 媒が陥るサンナダムという憑依状態は,ブ ラーマン司祭によって卑

下されているわけではなかった。そして,霊 媒自身が別の寺院では司祭である。霊媒

が所属するカス トは菜食ではないが,そ の地位は低 くはない。またブラーマン司祭は

つねに彼岸的なことがらに関係 しているわけではない。かれは占星術で村人の此岸的

な悩み,実 用的なことがらに関与する。同じように,霊 媒は司祭でもあるが,同 時に

さまざまな方法で個人的な悩みに関わる。活動が公的なものか私的なものかによって,

かれらを区別することはできない。両者は誰にでもなれるわけではなく,原 則として

カス トの帰属によって決まる。

　司祭に対比されるべき存在は,祓 除師であると考えるべきかもしれない。見てきた

ように,か れは漁民カス トの成員か村に住み着いたよそ者である。しかし,カ ス トに

よる制限はない。祓除師は,呪 文や儀礼のテクニ ックを学ぶことで自発的に祓除師と

なる。かれの活動は私的なものであり,村 の公的な活動に直接関与することはない。

その名声は自身の能力によるところが大きく,他 の祓除師たちとは競合関係にある。

しか しながら,祓 除師自身による神々とのコミュニケーションの方法は,司 祭と同じ

く呪文と儀礼であって,自 ら憑依することはない。

　以上のように,D村 の宗教職能者の役割分担は従来の議論にうまくあてはまらない。
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しか し,本 論では宗教職能者について新たな類型を呈示 しようとしたり,ま たD村 の

「特殊性」の説明を試みようとするのではない。その代わりに,本 論では村落祭祀と

いう文脈における霊媒と司祭との関係に焦点を絞 り,そ こから,よ り普遍的な問題へ

と論を進めていきたいと思う。

2.　 霊 媒 の儀 礼 ・司祭 の儀礼

　序論で述べた ように,筆 者はカーリー女神に捧げられた村落祭祀を考察した論文

[田中　 1989a]に おいて,構 造的局面と反構造局面という概念を使用 して祭祀の政治

的機能について論じた。この概念は言うまでもなくターナーの諸論に由来する98》。構

造的局面では,政 治 ・経済的要因に基づ く社会的な関係が強調されるのにたい し,反

構造的局面では,非 日常的な諸関係や価値が表現される。構造的な局面ではとくに村

の有力者を中心とする社会観が前面に出てくるのにたい し,反 構造的な局面では神 と

の関係を中心とする平等的な世界が強調される。後者の局面はまた,天 然痘を象徴す

る神格と結びついている。天然痘が最終的に排除されるべきものであるのと同じよう

に,こ の神格も最終的には否定され,よ り穏和な神格に代わらなければならない。そ

のことはとりもなおさず,平 等的な世界が否定され,有 力者を中心とする世界観の受

容を意味する。

　伝染病との関係が欠如している点で,ド ラウパディーはカーリーほどきわだった反

構造的な性格を有 しない。にもかかわ らず,構 造 と反構造という対比は,若 干の修正

を必要とするが,そ の神格の両義性や有力者の関わり方を司祭と霊媒とによる分業体

制と結びつけて考える上で有効と思われる。以下では ドラウパディー女神祭祀を構成

する諸儀礼を大 きく三つに分けて,神 の表象と有力者たちの動向に着目したい。

　村落祭祀はさまざまな儀礼から構成されているが,本 論の目的に照らして考えると,

霊媒による儀礼,司 祭による儀礼,司 祭が執行するが,霊 媒 も中心人物として参加す

る儀礼の三種に分けるのが妥当と思われる。 それらは,霊 媒の儀礼(タ イプ1),司

祭の儀礼(タ イプ2),霊 媒が参加する司祭の儀礼(タ イプ3)で ある。

　タイプ1の 儀礼は,カ ラハム行進,プ ーニダムの聖化,プ ーニダムの守護神の勧請,

火渡り,カ ーヴァディなどの奉納儀礼,マ ハーバーラタの読唱と演技に関する諸儀礼

(旗の掲揚,演 者へのカーップ)な どである。タイプ1の 儀礼は,初 日のカラハムか ら

始まり火渡りで終了する。タイプ1の 儀礼は,多 少ともトランス状態に参加者が陥っ

てもおかしくない,む しろそれが期待されているような儀礼である。霊媒自身 トラン

98)詳 しくは田 中[1989a:452-455]お よ び タ ー ナ ー[1976]を 参 照 。
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ス状態になると,ド ラウパディーとみなされていた。奉納儀礼や火渡り,マ ハーバー

ラタ劇への参加者たちは,自 身の社会的あるいは個人のアイデンティティを喪失する

ことが期待され,た んなる演技者としてではな く女神の信者として,パ ーンダヴ ァた

ちの苦悩,歓 び,死 そして救いを体験することになる。人々は女神のバクタ(信徒)と

して参加する。つまり,こ こには女神を中心としてバクタたちによる村を越えた共同

体が形成されるということがで きる。その典型は火渡りである。霊媒はこの世界で女

神とバ クタたちを媒介する存在である。かれは女神の化身であると同時にまたバクタ

たちの代表で もある。

　タイプ1の 儀礼が多少ともトランスをともなうか,あ るいはそれが期待されている

儀礼であるのにたいして,ブ ラーマン司祭が執行するタイプ2の 儀礼には,ト ランス

状態がまったく欠如 している。それらは,日 々の礼拝,ガ ネーシャやパールタサーラ

ティの祭祀像の行進および寺院でのアルチャナ,そ してスナーナービシェーカである。

これらの儀礼ではパールタサーラティが中心的な位置を占めていることにも注目した

い。

　 スナーナービシェーカの場合に典型的に現われるように,ブ ラーマン司祭による儀

礼は,参 加者に既存の地位を再確認するような機能を持つ儀礼が多い。というのも,

アルチャナは別 として,司 祭による儀礼には経費がかかり,経 済的に余裕のないもの

はパ トロンとして参加することは不可能だか らである。言い換えれば,パ トロンは,

儀礼を媒介として自身の経済的地位を他者に示すことが可能なのである。

　 しかしながら,こ のことはパ トロンとして儀礼に参加するということが経済的な視

点からのみ理解すべきであるということではない。むしろ,経 済的な支援もまた女神

への真摯な献身の現われとして解釈される。たとえば,火 渡り用の木を供給したり,

毎夜祭祀像を トラクターで運ぶのは富の印というより,献 身の印とみなされるのであ

る。この点については後述したい。

　 タイプ3は,ブ ラーマン司祭が執行 し,霊 媒が主要な参加者となる儀礼である。そ

れは,初 日と最後の日に行なわれるシャーンティ(退 場儀礼と入場儀礼),カ ーップ

をめぐる所作,火 渡りの日のグラマ ・シャーンティとアグニヤーガ,さ らにシャーン

ティと類似の構造を持つ宥和のアビシェーカ儀礼である。

　 なお,最 終日の ドラウパディー祭祀像の行進は,司 祭が執行し,網 元が トラクター

を運転するという点でタイプ2と いえるが,霊 媒 も参加 していることを忘れてはなら

ない。この行進がタイプ3に 属すると考える理由については次節で論 じることにする。

　 以下では,タ イプ1と タイプ2の 儀礼において,そ の対象となる神格がいかなるも
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のであり,ま たいかに表象されるかを考えてみたい。まず,霊 媒が中心となるタイプ

1の 儀礼では,な によりもカラハムやパーンダヴアの旗が重要である。そして,火 渡

りの日のみ,こ れ らと並んで ドラウパディーの石像や祭祀像が焦点となる。これにた

いして,ブ ラーマン司祭が執行する儀礼の場合,そ れは右像と行進の際の祭祀像であ

る。また ドラウパディーよりもパールタサーラティが重視されている。

　カラハムは祭祀の時のみ使用される。それは,外 部から勧請される(侵 入する)神

格を表象する。そこに充溢する力は危険であ り,適 切な呪文の力を持つ霊媒のみがこ

れに近づ くことができる。それはまた憑依する神格を表わすといえよう。これにたい

して,石 の神像は祭祀の時以外で も儀礼の対象となるという点で,よ り日常的な神格

を表象する。それは,よ り穏やかな安定 した神格を表わすということができよう。石

像が憑依の神格を表わすのは18日 目のみである。祭祀像は,祭 祀の時にのみ儀礼の対

象となるという点で,非 日常的性格を有するが,別 のところで も論 じたように[田 中

1989a:475-476],そ れは,石 像とカラハムとの中間に位置するような神格を表わす

ということがで きる。

　以上から,司 祭と霊媒という分業体制は,祭 祀に認められる神格の二重性に対応 し

ているといえよう。すなわち,タ イプ1は 主として ドラウパディーに関わる儀礼であ

るのにたいして,タ イプ2で はパールタサーラティも重要 となって くる。以上の指摘

は,ブ ラーマ ン司祭がサンスクリット神(パ ールタサーラティ)に,霊 媒が非サンスク

リット神(ド ラウパディー)に 関わるという従来の議論に重なるものである99)。しか

し厳密に言うと,ド ラウパディー祭祀では神の種類による明確な分業は認められず,

司祭 も霊媒もドラウパディーの異なる二つの側面を取り扱うという点にも留意すべき

であろう100)。

　つぎに,村 の有力者たちの動向に着目したい。以上の分析から明らかなのは,か れ

らはほとんど例外な くタイプ2の 儀礼に参加 しているということである。それでは,

村の有力者が関与する際,な ぜタイプ1の ような身体を通 じての直接的な神 との関係,

すなわち憑依の形式を目指さないのであろうか。それはなによりも,憑 依のもつ否定

的な価値と関係 していよう。憑依は女神の恩恵が体に充盗する直接的な体験であると

いう点で価値あるものであるが,憑 依の類型についての議論で触れたように,一 般信

徒による憑依はきわめて両義的であり,危 険である。それは,献 身の徴であるが,神

99)サ ンス ク リット文献に言及されている神がサ ンスク リッ ト神であると定義するな らば,ド ラ

　 ウパデ ィーはサ ンスク リット神 とい うことになろうが,す でに述べたよ うに ドラウパデ ィーは

　 どち らか というと非サ ンス クリット神と して崇拝 の対象とな っている。

100)こ の点につ いてはFuller[1988]を 参照。
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との 出会 い を求 め よ う と して,同 時 に 自 己統 御 の欠 如 を公 的 に知 ら しめ る とい うパ ラ

ド ックス を と も な う。 ま た 憑依 は,霊 媒 の 場合 を除 いて,誰 で もな る こ とが で きる と

い う点 で,か え って 世 俗 的 な地 位 の差 を解 消 す る こと に な る。

　 さ らに,司 祭 と霊 媒 との ヒエ ラル キ カル な カス ト関係 を 考 え れ ば,タ イプ2の 儀 礼

の 方 が タ イ プ1の 儀 礼 よ り権 威 が あ る もの とい え よ う。 同時 に タ イ プ2の 司 祭 に よ る

儀 礼 に は ま と ま った 資金 が要 る。 この点 で,そ れ は 開 かれ た 民 衆 的 な儀 礼 とい うよ り,

特 権 階 級 の 儀 礼で あ る。 繰 り返 す が,有 力 者 た ちは バ ク テ ィの 教 義 を否 定 して い るの

で は ない 。 た だ し,か れ らに と って,肉 体 の 酷 使 よ り も儀 礼 へ の援 助 と い う形 で の富

の 消 費 が 適 切 な バ クテ ィの表 現 なの で あ る101)。

　 以 上 か ら,タ イ プ1の 儀 礼 は神 へ の 献身 や 憑 依 を第 一 の条 件 とす るバ クタ(信 徒)

の共 同体 で あ るの に た い し,タ イ プ2の 儀 礼 で は経 済 力 や カス トな どの ヒエ ラル キ カ

ル な社 会 関 係 が 問 題 とな る(例 外 は ア ル チ ャナな ど の奉 納 儀 礼)。rカ ー リー女神 の変

貌 」 で 使 用 した概 念 を適 用 す るな らば,タ イプ1の 儀礼 は反 構 造 的局 面 で あ り,タ イ

プ2の 儀 礼 は構 造 的 局面 と い う こ とに な る。 つ ぎに タ イ プ1と タ イプ2と の 関係 を見

る た め に,タ イ プ3の 儀 礼 の検 討 に 移 りた い。

　 タ イ プ3の 儀 礼 は,霊 媒 が ブ ラーマ ンに従 属 して い る こ とを 示 す 儀 礼 とい え る。 カ

ラハ ム行 進 は カ ー ップ を巻 くこ とで 初 めて可 能 とな る。 そ して,カ ー ップ を はず す こ

とに よ って か れ は 日常 生活 に復 帰 す る。 さ らに,火 渡 りの 火 は ブ ラーマ ン司 祭 に よ っ

て生 み 出 され る。 タ イ プ1の 儀 礼 が 可 能 とな る の は,タ イ プ3の 儀 礼 が行 な われ る こ

とを 条 件 と して い る ので あ る102)。 こ う考 え る と,ド ラ ゥパ デ ィ ー 女 神 祭 祀 に お いて

は,村 落祭 祀 を構 成 す る儀 礼 の あ りよ うが,司 祭 と霊 媒 との 関係 を規 定 して い る と思

わ れ る 。 す な わ ち,タ イプ1の 反構 造 的 な儀 礼 は,司 祭 に よる タ イ プ3の 儀 礼 に依 存

して い ると い う点 で,司 祭 と霊媒 と の ヒエ ラル キ カル な関 係 を示 唆 して い るので あ る。

この こと は,タ イ プ1の 儀 礼 は タ イ プ2の 儀 礼 に た い し,間 接 的 な が ら も従 属 関 係 に

あ る とい う こと を示 して お り,そ れ は と りもな お さず 信 徒 た ちが 司祭 と有 力 者 との 同

盟 関係 に 従属 す る と い う こ とで もあ る103)。 しか しな が ら,霊 媒 は たん に反 構 造 的 局

ユ01)ヒ ルテベイテル はバクテ ィには劣 った ものと高尚なものの二種類あ り,前 者 の 目的は世俗

　 的で,憑 依や暴力が認められ,ま た不浄であると論 じている[HILTEBEI皿L　 1988:125]。 有力

　 者 たちは,富 の寄進や盛大な儀礼を支援することで,自 分た ちの神へのバクテ ィを表明するの

　 であ って,自 身 の肉体を通 じてではない。富 とバ クティとの関係 をめ ぐる問題につ いては田中

　 [19871を も参照。

102)シ ンガポールにおいて も,ブ ラーマ ン司祭 とパ ンダー ランとの 分業が認め られる。 筆者の

　 聞き取 りでは,火 渡 りの直前 にブラーマ ン司祭はパ ンダーランや他の参加者た ちにカーップを

　 結ぶ(Babb[1974:20-21]を も参照)。 しか し,司 祭 と霊媒 との間にはそれ以上の有様 的な

　 関係は存在 しない。

103)こ の点につ いては別 の観点より田中[1989b]で も指摘 した。
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面におけるドラゥパディーの化身あるいはバ クタの代表としてのみ表象されているわ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　の　　　

けではない。以下で考慮しなければならないのは共同体としての村(あ るいは漁民カ

ス ト)と 霊媒との関わりである。

　 3.供 犠 と して の祭 祀 ・犠 牲 と しての霊媒

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の　　　り　　　　　　　　　　　の

　本節では,ド ラウパディー女神祭祀が全体として供犠の構造をもつということを明

らかにしたうえで,象 徴的な次元における司祭と霊媒との関係を考察する。

　ここでもう一度,祭 祀全体の構造に関するまとめを思い出して欲 しい。それはかつ

てモースとユベールが明らかにした供犠のモデル[モ ースとユベール　 1983:第2章]

と重なる。まず,祭 祀の初日には聖化準備の 「入式」があり,最 後には脱聖化を目的

とする 「退式」がある。両者は構造的に対照的である。初日に聖化されるのは霊媒で

ある。かれは,こ れによって リミナルな状況に置かれ,女 神 との交流をカラハム行進

という形で頻繁に行なう。

　すでに指摘したように,D村 では憑依が供犠にたとえられる。憑依は,供 犠の犠牲

獣の体験と同じとみなされていた。ここから,ド ラウパディー女神祭祀における霊媒

の憑依もまた供犠の体験としてとらえることが可能である。

　だが,こ の祭祀のクライマ ックスは火渡 りである。火渡りこそ供犠における「殺害」

に相当する。火渡りの行なわれる場所がホーマの炉と同じ名前であるということ,そ

の炎はホーマによって生まれるとい うことなどから,火 渡りは 「炎の供犠」であるホ

ーマと考えることができる。ここで霊媒は,村 が共同して提出した犠牲として女神に

捧げられる。そして,翌 日に退場の儀礼が行なわれて,霊 媒は日常生活に復帰する。

以上から,ド ラウパディー女神祭祀は供犠の性格をもつということができる104)。

　以下,も う少 し詳 しく,霊 媒が犠牲であるということについて考えたい。霊媒は,

ブラーマン司祭の執行するタイプ3の 儀礼に 参加するに あたって,つ ねに供犠祭主

104)グ ッ ドによ ると,村 落祭祀は礼拝 と同 じ構造を持つ[GooD　 1985:159-161]。 筆者が別の

　 ところで詳 しく論 じたように,礼 拝 も供犠の構造をもつ 嘔 中　1986:19-21]。 この点 につい

てはLogan[1980]を も参照。なお,今 日モース とユ ベールの供犠論はさまざまな形 で批判 さ

　れている。その主要なものはかれ らの供犠論がユダヤ ・キ リス ト教の伝統的解釈に負 うところ

　が大きく,一 般論 とはなり得ないとい うものであ る(た とえば,de　 Heusch[1985:Ghapter　 1]

　を参照)。 かれ らは,一 般理論を構築す るにあた って イン ド古典供犠に関する資料をかなり利

　用 してい るが,そ の解釈について も批判が行なわれている[BIARDEAu　 1976a;25・n・1;HinR-

　RENSCHMIDT　 1987:8n,3]。 その要点は,ヒ ンドゥ供犠は必ず しも聖世界 と俗世界 との二分法

　を前提 と しない し,ま た両者の交 流手段 として位置づ けられているのではないということで あ

　 る。 ヒンドゥ教において供犠 は,交 流とい うよ り再生の目的が強い。筆者 はこれ らの批判に留

　意 しつつ も,な お モースとユベールの供犠論 において呈示 されてい るい くつかの諸概念が有効

　であ ると考え る。
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(パ トロ ン)が 占 め る位 置 に 座 って い た。 そ して,か れ は 「村 の カー ラー ン ジ」 と い う
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　り

名の プ ラサ ー ダ を最 初 に受 け取 る。 した が って,霊 媒 は村 の 代 表 者で あ り,ま た そ の

意 味 す る と ころ はパ トロ ンの代 表者 で あ る とい う ことで あ る。 しか しなが ら,霊 媒 は

パ トロ ン とな る漁民 カ ス トの 成 員 た ちに雇 わ れ て 参加 す るた め,か れ を村 の 代 表 と考

え るの は無 理 で あ る。 こ こで再 び モ ース とユ ベ ー ル の供 犠 論 の一 説 を 思 い 出 して 欲 し

い。 そ れ は,儀 礼 の パ トロ ンで あ る供 犠 祭 主 は 犠牲 獣 との 同一 化 を は か る と い う指摘

で あ る[モ ー ス とユ ベー ル　1983:39]。 とす れ ば,な ぜ 霊 媒 が タ イプ3の 儀 礼 に お い

て パ トロ ンの地 位 を 占め るのか とい う理 由が 明 らか と な ろ う。 か れ は,村 人 た ち全 員
　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　

のために犠牲としてパ トロンの地位を占めるのである。ジラール流に表現すると霊媒

こそ共同体の名で満場一致のもと象徴的に殺害されるスヶ一プゴートなのである[ジ

ラール　 1982:12,485]。 霊媒の火渡 りは,一 方で霊媒が ドラウパディー女神の化身,

あるいは信徒の代表であるととらえるなら,よ り普遍的な局面に関わるといえるが,

他方でかれが村の犠牲であるという点を強調するなら,村 という共同体の繁栄という

局面にも関わるということになる。どちらも反構造的といえるが,前 者がよりそ うで

あることを確認 しておきたい。

　 さて,最 終日の ドラウパディー祭祀像の行進に関して言うと,そ れは供犠の成功を

祝う共同体としての村が関わる儀礼と考えるのが妥当と思われる。この意味で,そ れ

は,村 の有力者が参加するという点で,タ イプ2の 儀礼要素を含みつつも,ど ちらか

というとタイプ3の 儀礼に性格が近いものと解釈することができる。

　以上の議論を前節とあわせてまとめると図11の ようになろう。古典的供犠において

は供犠祭主が儀礼のパ トロンである。儀礼は司祭が執行し,そ こで媒介物としての犠

1古 典的供犠 供 犠祭 主 ・
儀礼の執行者:司祭

媒介物:犠牲獣(殺 害)
神

2タ イプ1 バ ク タ

(献 信)

儀礼の執行者:霊 媒

媒介物:バ クタの身体(憑依)
神

3タ イプ2 有 力 者

(経済力)

儀礼の執行者:司 祭 .

媒介物:供 物(破壊)
神

4タ イプ3 村 　　人
(共同性)

儀礼の執行者:司 祭

媒介物:霊 媒の身体(憑依)
神

図11儀 礼 の 構 造
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牲獣が殺される。この関係は今日の動物供犠の構造と基本的に同じである。タイプ1

の儀礼ではバクタ(信 徒)が 参加者である。かれは霊媒が執行する儀礼に参加する。

そこでかれは,ト ランス状態になることを期待されている。つまり,か れは自らの肉

体を媒体として神に接近するのである。霊媒の主要な役目は信徒の憑依を統御するこ

とである。タイプ2の 儀礼(こ こではとくにスナーナービシェーカ)の 構造は,基 本

的に古代供犠の場合 と同じである。相違は動物ではなく供物が媒介物となっているこ

とである。 しか し,こ の場合 も供物はたんに捧げられるというのではなく破壊される。

供物は犠牲獣と同じように 「殺 される」のである。タイプ3の 場合,パ トロンは村人

たちである。霊媒は犠牲としてかれ らと神とを媒介する存在である。タイプ3は 村あ

るいは漁民カス トという社会単位と関わるたあに構造的と言えるかもしれないが,そ

れは理念的な均一的な共同体として表象されている点で反構造的でもある。

4.苦 悩 す る 女 神

　 ドラ ウパ デ ィー女 神 祭 祀 が全 体 と して供 犠 の 構 造 を もつ とい うこ とが 明 らか と な っ

た が,つ ぎに,そ れ と密 接 に関 係 す るマ ハ ーバ ー ラタ もま た供 犠 の テ クス トと して読

む こ とが 可 能 で あ る ことを 指摘 し,祭 祀 との 微 妙 な相 違 につ いて 論 じた い。

　マ ハ ーバ ー ラタ を 供 犠 の物 語 と して読 む ことを 主 張 す る文 献学 者 の 一 人 に フ ラ ンス

の ビ ャル ドーが い る。 彼 女 に よ る と,供 犠 は 自 らの 悪 な る側 面 を コ ン トロール あ るい

は排 除 して い くプ ロ セ ス で あ る105)。 した が って そ こに は,つ ね に善 と悪 との 対 立,

そ して 後 者 の 排 除 とい う図式 を 読 み と る こと が で き る。 マ ハ ー バ ー ラタ の 場合,善 は

パ ー ンダ ヴ ァ兄 弟,悪 は カ ウ ラヴ ァ兄 弟で あ る と い う。 しか し,両 者 はま った くの他

人 で あ って はい け な い 。 なぜ な ら供 犠 はつ ね に 自 己供 犠 で あ り,悪 は 自 己の分 身 で あ

らね ば な らな いか らで あ る。

マハ ーバー ラタで対立する二つの集団は平行 イ トコである。 したがって かれ らはキ ョウダ

イと分類 されよう。自分たちのキ ョウダイを殺す ことによ って,パ ー ンダヴ ァた ちは 自分た

ち自身の何かを殺す のである。一 中略一 　 しか しなが ら,両 者 はすべて天国で落ち合 う

ことになる。悪 と思われていた者た ちも善 と言われていた者た ちもである[BIARI)EAU　 1984:

19]。　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　 ・

　パ ー ンダ ヴ ァた ち は13年 の 間 王都 か ら追 放 され る。 この 期 間 を その 後 に生 じ る戦 い

(供 犠)の 準 備 期 間 と して と ら え る ことが で き る。 これ は,古 代 ヒ ン ドゥ供 犠 で の リ

ミナル な 状 況,す なわ ち デ ィー ク シ ャーを示 す。 かれ らは,こ の後 戦 い に挑 むの で あ

105)こ の点 に つ いて はBiardeau[1976b:172,207,1984],　 Hiltebeite1[1976]な どを 参 照 。
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るbマ ハーバーラタにおける戦いは,し たがって供犠そのものである。そこでは,す

べての悪が消滅し,究 極的には善となって救済される。さらにそれは世界全体の再生

で もある。

　このように,文 献学の視点か らマハーバーラタが壮大な供犠の物語であるという主

張がなされてきた。筆者はこの見解を批判的に吟味できる立場にはないが,本 節では

物語に想定されている救済の構造とドラウパディー女神祭祀におけるそれとの間には

相違があるということを指摘 したい。

　奇妙なことであるが,ド ラウパディー女神祭祀において戦いは儀礼的にあまり強調

されてはいない。それは,読 唱とドゥル ヨーダナの殺害によって表わされているにす

ぎない。す くな くとも,ド ラウパディー女神祭祀において,戦 いは救済の契機となる

ようなクライマ ックスとはなっていない。火渡りこそが祭祀のクライマックスなので

ある。

　それではその理由をどこに求めればよいのであろうか。最大の理由は,ビ ャル ドー

の説に従うとマハーバーラタの中心人物はパーンダヴァとその分身であるカウラヴ ァ

であるのにたい し,祭 祀ではドラウパディーであることである106)。　ドラゥパディー

女神祭祀は女神を讃える祭 りであって,そ の夫たちは副次的な位置にある。パーンダ

ヴァを表象するのは祭祀の初日に使用されるパーンダヴァの旗だけであ り,か れ らは

常時寺院で祀られてはいない。また,パ ーンダヴァのひとりアルジュナに扮する村人

は,ド ラウパディーの化身となる霊媒にたいして,つ ねに従属的な関係にある。

　 カーリー女神の祭祀の分析において,筆 者は反構造的な神格は天然痘 と結びついて

おり,祭 祀はこれを否定するプロセスであると論 じたが[田 中　 1989a],そ こに認め

られるのは,彼 女自身が天然痘を引き起 こす存在であるゆえにまた,そ れを除去する

力をもつという女神観である。 しか し,こ こには女神は天然痘で苦 しむ存在でもある

ゆえに救済を可能とするという観念も潜んでいる107)。 この点を理解することが村人

たちの ドラウパディー観を考慮す る際に重要 と思われる。 ドラウパディー女神祭祀で

は,天 然痘と結びつ くような明白な否定的要因は認められない。 しかしながら,ク ン

ミの歌詞やマハーバーラタの叙述から明らかなように,彼 女は辱あられ,苦 しみ,呪

誼の実現を願う女性である。 ヒルテベイテル[ig88:234]に よれば,ド ラウパディー

は辱めを受けたとき生理中であった。そして,彼 女は ドゥル ヨーダナが死ぬまで髪は

106)こ の点 につ いて はBabb[1974:29-30】 を も参照 。

107)こ の点 につ いて はHiltebeitel[1988:265-266],　 Meyer[1986:223]を 参 照 。苦 しむ こ とが

　 神 格化 の条 件で あ る とい う点 につ いて はBlackburn　 [1985:260]を 参 照 。

108)詳 し くは注11を 参 照 。
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整えないと誓う。つまり,彼 女は呪誼の実現まで 「不浄な状態」に自らを置いていた

ということになろうlo8)。村人たちは彼女のこの暗い側面に,自 らの人生の苦 しみを

なぞらえ,彼 女に導かれて救いを求める。カーリー女神の天然痘と同じように,ド ラ

ウパディーはこの苦 しみを克服 しなければならない。このように考えると,戦 いの再

演という形で,女 神の変化のプロセスを表現できないのは明らかであろう。戦いにお

いて ドラウパディーはまだ苦 しむ存在であり,す くなくともそこで中心的な役割を果

たすことはない。それが転換するのは,戦 いの最後に ドゥルヨーダナが殺され,ド ラ

ウパディーがかれの血で髪を流いて整える時点である。これによって彼女は呪誼か ら

解かれ,「 不浄な状態」から離れることができた。だが,通 常不浄な状態から清浄な

状態への移行は,水 浴を して初めて可能となる。火渡りは,供 犠というだけでな く,

この水浴にたとえることができる。火渡りに参加する奉納者たちも,病 や災いで苦し

んでいたが,女 神に祈ることでそれが除去された人々である。女神の恩恵に感謝する

人々は,ド ラウパディーと同じように,自 分たちの変化の最後の段階としてこの火渡

りを位置づけているといえる。そこでかれらは,苦 しみを経験 して救済者となった女

神と出会 うのである。火渡りは,女 神の苦 しみを分かち合 う人にとって必然的なもの

といえよう。

5.　 宗教職能者 と権力

　最後に,宗 教の政治的機能に注目して,司 祭と霊媒との対比をより一般的な視野か

ら考えていきたい。筆者の考えでは,村 の有力者とブラーマン司祭の執り行なう儀礼

との間に密接な関係が生じる理由を,ブ ラーマンのカス トの地位が高 い こ とやか れ

の生活様式が望ましいものであるといった文化的な諸要素だけに求め るべ きで はな

い109)。むしろ,司 祭による儀礼の特質に求めるべきである。 それでは,ブ ラーマン

司祭による呪文と供物を中心とする儀礼と,霊 媒による,憑 依という儀礼的なコミュ

ニケーションとの相異はなんであろうか。それは,い かなる形で政治的な機能と結び

ついているのであろうか。

　 ここではブロックによる儀礼の形式性についての論考[BLOCH　 l9741を 吟味する

ところから考察を始めたい。かれは,儀 礼における発話(呪 文,歌 など)の 特徴とし

て,そ れがきわめて形式化していることに注 目する。かれによると,形 式化 した語 り

は日常会話と異なり選択性に乏しく,何 よりも現実の出来事を語 る能力や議論をする

自由,あ るいは創造力に欠けている。形式化 した語 りによって他者と議論 したり,相
t

109)こ の点 につ いて は田 中[1989c]を 参 照 。
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手を批判 した りすることは不可能に近い。形式的な語 りは,批 判を排除するという点

で,変 化を否定 し,過 去の繰 り返 しを強調する伝統的権威の構築と密接に関係 してい

る。形式化 した語 りが支配的な場合,会 合は話 し合いではなく権威の確認の場にすぎ

ない。

　 ブロックは,形 式化 した語りの極端な例が憑依状態における発話であると考える。

そこでは,話 者の語りは,か れに憑依 した超自然的存在の言葉であり,そ れにたい し

て人々が反論することは伝統的社会では不可能に近い。憑依はこの意味で権威を確立

する理想的な手段 ということができる。 しか しながら,政 治の現場から形式的な語り

への依存をとらえてみると新たな問題が生 じる。すなわち,権 力者が形式的な語りを

利用すればするほど,自 分もまた 「策動の自由(freedom　 of　manipulation)」[BLocH

1974:64]を 失うということになるからである。かれが抜け目のない政治家 としてふ

るまう状況が頻発すればするほど,そ の権威を確立する上で有益であった形式的な語

りは,自 ぢの自由を奪う足枷となる。それを解決するためには,形 式化した語 りの専

門家と権力とを分ける必要がある。以上のブロックの議論は,本 論の主題である宗教

職能者のタイプと権力者との関係を考察する際,非 常に示唆的である。以下,か れの

議論を本論の問題意識に引きつける形で考察をすすめていくことに したい。

　 まず議論をわかりやす くするために,権 力と宗教職能者との関係を四つのタイプに

分ける。タイプ1は 権力者が同時に憑依するような場合である。タィプ 2は権力者が

司祭の機能を兼ね備えている場合である。タイプ3は 権力者と宗教職能者とが分かれ

ていて,後 者が霊媒である場合,タ イプ4は それが司祭である場合である。

　 まずタイプ1と タイプ2の 場合を考えてみよう。一般に伝統社会における権威の源

泉は超自然的な存在や聖なる力との独占的な結びつ き(コ ミュニケーション)を 通じ

て確立される。 しか し,こ のような権威づけのメカニズムには常に矛盾が認められる。

このことは,ブ ロックの議論から明らかであろう。宗教の世界,儀 礼の世界に深入り

すればするだけ,さ まざまな形式性に縛られることになり,政 治の領域において必要

な策略,か けひきなど,個 人の自由が極度に限定される。伝統社会における権威とは,

宗教世界の不変性(現 実からの遊離,非 歴史性)や 形式性と個人の自由との微妙なバ

ランスの上に成立しているのである。このため,霊 媒にせよ司祭にせよ,権 力老自身

が宗教職能者である場合,行 動の自由が制限されるという点で理想的な政治形態とは

・いえない
。たしかに憑依などにある種の政治的インパクトを認めることは可能であろ

うが,長 期的にみた場合有効とはいえない。ただし,タ イプ1に くらべ,タ イプ2の

110)な おこの問題に関しては,「司祭王」,「シャーマン王」の概念を提唱している佐々木[1979]

　 の先駆的な業績があることをことわっておく。
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方が,真 の解決とはならないに しても,後 述するように問題は軽減されるかもしれな

い。

　 したがって,以 上の問題の解決法は行動の自由を保持する権力者と,形 式化した語

り(託 宣や呪文)と 行為(憑 依や儀礼)の 専門家である宗教職能者とを分離 し,同 時

に両者の間に密接な関係を確立することである。権力者の方からみると,こ のような

手続きを経ることによって,か れは策動の自由と宗教的な権威づけを?得 することに

なる。ここまではブロックも示唆していることである。本論の主題に照らしてみて問

われなければならないのは,な ぜ宗教職能者が霊媒である場合(タ イプ3)で はなく,

司祭である場合(タ イプ4)の ほうが,権 力と密接な関係を確立することになるのか

という問いである110)。

　その答えをここで列挙 してみると,ま ず,神 々の世界と交流する手段として憑依は

不安定であるということが挙げられる。憑依は高度に制度化されている場合でも失敗

することがある。つまり,憑 依は個人の資質によるところが大きい。さらに憑依状態

は一時的なものにすぎない。また,語 る主体が神そのものであるということは,権 力

の側にとっては諸刃の剣である。というのも,か れは憑依状態の霊媒に従 う必要があ

るからだ。その結果,か れ自身の権威が脅かされることさえ生 じかねない111)。また,

憑依は霊媒の肉体を媒介とする点で,時 間的にも空間的にもきわめて限定 されたもの

であるといえよう。権力の増大とその表現としての憑依とは必ず しも連動しない。あ

る意味で,権 力者がパ トロンとなる憑依も,市 井の人間の憑依も,同 等の次元で対峙

するということが生 じて くるのである。このことは,憑 依という形態が抵抗の手段と

してはある程度有効であるが,支 配の手段としてはそうでないことを意味する。

　 これにたいして,司 祭はより制度化 しやすいコミュニケーションの方法を採用 して

いる。その主要な手段である呪文や儀礼の進行についての知識は,長 期の,そ して集

中的な学習によって獲得可能となる。司祭は個人的な資質によって突然可能となるの

ではない。それには既存の伝統とそれを支える制度が必要である。憑依状態における

なん らかのメッセージ性をともなう語りよりも,司 祭の語る呪文の方が彩式性の度合

は高いということになろう112)。前者は現実の状況となお関わりをもつのにたいし,

後者はより超越的であるということができる。呪文や儀礼の所作は聖典に編纂される

ことによって固定 され,そ の権威は揺るぎないものとなる。さらに,司 祭は自分の肉

111)憑 依 が,体 制 へ の 抵 抗 手段 と な った り,社 会 的な 軋蝶 の一 時 的 な解 決 に役 立 つ とい う議 論

　 は,す で にわ れわ れ には な じみ 深 い もの で あ る[ル イス　 1985]。D村 につ いて は 注34を 参 照 。

　 他 にBerrman[1964:59,62],　 Gough[1958:472-473】 を 参 照 。

112)形 式性 と社会 の 安定 度 と の関係 につ い て はHunt[1977:128]を 参 照 。
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体ではなく,さ まざまな供物を使用する。この供物は時間的にも空間的にも無限に拡

大することが可能である。それは強大な権力を表わす媒体として好都合である。司祭

は神々の世界についての専門家であるが,霊 媒の場合と異なり,神 自身とはならない。

この点で,司 祭は権力者と緊張関係に入ることはあって も,霊 媒ほど危険な存在では

ない。 このように,司 祭が神と確立するコミュニケーションの様式は権力の永続(非

歴史性)を 表わすのに都合がいいのである。

　以上の議論をまとめてみよう。権力者がみずか ら宗教職能者となることによって,

直接的に超自然的存在と結びつき,そ の権威を確立する場合(タ イプ1と タイプ2)

と,宗 教職能者との分業体制を形成 して間接的に権威を確立する場合(タ イプ3と タ

イプ4)と を較べると,前 者の方が自己の自由度が限定され,形 式性と自由のバラン

スを保つことが不安定となる。これにたいし,後 者の方がより安定 した権力と宗教的

世界とのコミュニケーションの方法となる。つまり,形 式化された語りと行為の専門

家である宗教的権威を別に設けることによって,権 力は,一 方で不変的な世界との持

続的で安定 した結びつきを確立し,超 歴史性を?得 すると同時に,他 方で行動の自由

を保持することが可能となる。その場合,霊 媒(タ イプ3)よ りも司祭(タ イプ4)

のほうが政治権力の安定には都合がよいということになる。ブラーマン司祭の執行す

る儀礼が権力者と結びつくのは,た んにそれが文化的に格式の高いものであるからと

いうのではなく,司 祭を媒介とする神と人とのコミュニケーションのメカニズムが,

政治的視点からみて憑依より優れたものであるからなのである。

　最後に,以 上の議論をもう少 し別の観点から論 じることにしたい。本論では何度か

憑依と動物供犠との類似性について言及 した。そして,ブ ラーマ ン司祭による儀礼も

基本的には一種の供犠であることを示唆してきた。動物の代わりにココナツの実や冬

瓜が使われるのである。憑依と動物供犠の類似性は,あ くまで民俗的な解釈に基づ く

ものであるが,よ り抽象的な次元で も両者の類似性を指摘することは可能であろう。

ここで注目したいのは,そ の類似性として同一化の論理というものが重要であるとい

う事実である。憑依では本来異質である神格と人格との同一化(入 れ代わり,あ るい

は神格による人格の侵犯)が 確立する。供犠の場合は,供 犠祭主と犠牲 との同一化が

重要なモメントとなる。犠牲の共食が,そ こに充溢する聖なる力を吸収する行為であ

ると考えると,犠 牲 と神格との間においても同一化が生 じているといえる。このよう

に,同 一化という点に着目すると,供 犠と憑依とは類似しているといえる。それはと

りもなおさず,供 物(犠 牲)か 肉体かという媒介物の相違はあっても,司 祭と霊媒と

は基本的には同じメカニズムによって神格と交流するということを意味する。 しか し
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ながら,は たして憑依と供犠における同一化は同じものなのだろうか。

　この問いに答えるためには,各 種の記号体系の説明に使用されてきた比喩の主要 な

形式である隠喩(metaphor)と 換喩(metonymy)の 区別が有効であると考える113)。

隠喩とはあるものを別の類似の属性をもったもので置き換える比喩の方法であ り,そ

れはひとつのものの全体を他のものの全体で置き換えることにほかならない。 これに

たいして,換 喩は,全 体を部分で,結 果を原因でというように,あ るものを関連する

他のもので置き換える比喩の形式である。筆者の考えでは,憑 依の同一化は全人格的

な入れ代わりであるのにたいし,供 犠のそれは部分的なものである。前者は隠喩的な

論理に基づ く同一化であるのにたい し,後 者は換喩的な論理に基づく同一化であると

いえよう114)。

　この相違が,い ままで論じてきた司祭(供 犠)と 霊媒(憑 依)と の政治的機能の相

違に結びついていると思われる。同一化が隠喩的なものであればあるほど,当 事者の

自由度は減少 し,政 治的な観点からみると不安定になるのにたいし,同 一化が換喩的

なものはかなり高い政治的な自由を維持 しているといえるのではなかろうか。さきに

政治権力と宗教的権威との関係を四つのタイプに分けて考察したが,言 うまでもな く

権力と宗教的権威との関係はこれら四つのタイプに収まるわけではない。たとえば,

玉座や神器,聖 典 との接触や所有が宗教的権威の源泉であるとみなされている場合,

王(権 力者)は 換喩的な論理に基づいて宗教的な権威と結びついているといえよう。

また,即 位式においてのみ憑依現象が生 じる(た とえばシルック人たちの王[EVANS-

PRITCHARD　 l948]),あ るいは生じると思われている場合,王 の宗教的権威は隠喩的

な論理に基づ くが,そ れによって生じる不自由さは限定されている。他にも,テ ィコ

ピアの氏族の首長のように[FIRTH　 l970:Chapter　 2],即 位式に宗教的な性格が欠

如 しているにもかかわらず,首 長になると自動的に霊威を保持するとみなされる存在

がいる。この場合 も隠喩的な論理は名目的なものにすぎない。

　以上の議論は,ま だ見取図の域を出るものではないが,宗 教職能者の研究を 「チョ

ウの蒐集」[リーチ　1974:20]の 類から救 うことができる方途のひとつと考えたい。

113)隠 喩 お よ び換 喩 につ いて 詳 し くは リーチ[1981:32-37],レ ヴ ィ=ス トロー ス[1976:訳 注

　 18.1,31.1]を 参照 。

114)供 犠 にお いて は換 喩 的 な論理 が支 配 的で あ る とい う点 につ いて は リー チ[1981:168],レ ヴ

　 ィ=ス トロ ース[1976:267-273]を 参 照 。
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IV.結 論

　本論では,ヒ ツ ドゥ教の人類学考察において従来から主要な トピックのひとつとな

ってきた宗教職能者の類型の問題を取 り上げた。それが司祭と霊媒という二元論であ

る。その場合,一 般的な議論は避けて,ド ラウパディー女神祭祀という限定された宗

教的文脈における両者の分業関係に焦点を当てた。このような視点か ら司祭と霊媒 と

を論じることによって,霊 媒のもつ象徴的な役割を明らかにすることができた。さら

に,祭 祀における権力者たちが関与する儀礼に着目することで,霊 媒と司祭との象徴

的意味合いの相違にとどまらず,両 者の政治的機能の相違についても考察を進めた。

そして,宗 教職能者と権力者との関係について比較を可能とする視点として,隠 喩と

換喩という概念が有効であると指摘 した。こういう形で論を運ぶことによって,宗 教

職能者の政治的機能についての議論を,あ る村における特殊な事例として呈示するこ

とな く,よ り一般的な比較研究への可能性を開 くことができたと思 う。それは宗教と

権力をめぐるこれまでの議論を新たな角度から考察することを意味する。いうまでも

なく,本 論の議論を真に普遍的なものへと展開 してい くためには,ひ とつの村落にお

ける資料の検証にとどまらずに,他 の地域から報告されている資料を吟味することで

本論の考察を論証 していく必要があろう。そのような目的への最初の試みとして本論

を位置づけたい。

表 記 に つ い て

　 タ ミル 語 の ローマ 字 表記 はTamil　 Lexiconに 依 拠 し,適 切 と 思わ れ る場 合 はサ ンス

ク リ ッ ト語(Skt.で 標 示)の み,ま た は それ とタ ミル語 とを 併 記 して い る。 地 域 名 や

神 名な どの 固 有 名詞 は慣 用 に 従 った 。
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付 録

 tanaitanE  anatatanattana 

 paricali cirpatam  patuvame,  paticalar  cirpatam  patuvame 
 matavanai tiru  matu  manalanai  mannavar aivaraik  kattalanai  tayE. 

 ciralamuttu mantavanai tiru  porpatam vaittu  maravire 

 palicala  racan  talattil utittitum  pattini  taye  ampal  cor  kurram  ivake  kattrusvay. 
kumpam  ilanka  kumpatin  mavilai  tanivalika  ampal  tayay varuvataip  parunkati. 

 marical niraikutam  tenkay  kontumalarati arccanai ceypavarukku  ampal  tayal nittamum 

 porritutippome  tayay  nirpataip  parunkati. 
 pampuk  kotiyon  turiyotan  putaliya  paviyaik  kontata  parunkati. 

 matala  cotaliyay  uraintu aivar mankai  tiropatapatam. 
 inke  nam nittamum  ponit  tutipporne  tayai nittamum  ponit  tutipp5me. 

 aticilanintiruvalal cutar  akkinita=i1 utittu  eluntay  cotieum aivarai  manainta  ampal 
 turopata  emaikkum  kappamE. 

vitikal  enkum  eluntaruli ampar  Ventum varankalait  tan kotuttu. 
 cotiena  ampal  alayam  varataip  parunkati  verrilai  pakku  palam  tenkankay  kontu  vend 

 aruccanai ceypavarkku  puttirapakkiyam celva  pakkiyapitrana  valvaiyum  tankotuppal. 

 pattalir  kerra  pativirattaiyena parulakellam pukal vinaka  karranarullinal  kakkavanta kali 
 paracaktimel kummi  uraippome. 

 attaccaram mika  ataintay  pali  ampal aimpat  tor atcaram  tanataintay  tay  ittay  irantaka 
 vattamatay  taye  irelfilakamum  tanatantay. 

 aticivanin  tiruvarulal cutar  akkinitannil utittu cod  =um  aivaraimananta  annai  tiraupata 
 kappa  tuntarkal tammai atakka  vantaya  taye. 

 tunpanoy tirttita vantamaintay cittamay  cattiyGril eluntaruli  onkum  isvarl  ampal 
 ensaikkum  kappamE.
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